

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　教室のドアを開けるとパンツがあった。女もののパンツだ。誰かが拾ってきたのだろうか？

　返すに返せず、危険な爆弾を処理できず、爆発してバレてしまったのだろうか？

　女子用パンツという、この場においては麻薬のような危険物……いったい誰が持ち込んだのだ？　俺は周囲を見回し、犯人を捜す。

　くっ……あたり一面思春期ボーイだ。どいつもこいつも犯人下着ドロに見える。

　いや、先入観にとらわれるな。思春期ボーイだからと言って、パンツ不法所持をしているとは限らないじゃないか。

　はっ！　もしかしたら不法所持ではなく──合法なのか!?　高校入学間もないこの時期に彼女と一戦交え、その戦いの証あかしとして持ち帰った戦利品!?　だとすれば……犯人はイケメンの誰かなのか!?

　このクラスにいるイケメンは……だめだ！　全員イケメンじゃないか！　どいつもこいつも彼女がいてもおかしくない。おのれ神さま。

　容疑者が三十名のまま減らない現状。

　圧倒的な存在感を放つ女もののパンツ。

　尻尾を見せない真犯人。

　謎は深まるばかりである。


　　　　　《一年Ａ組学級日誌　四月十日　日直（灰はい原ばら　傑すぐる）》






　俺は推理小説風に書いた学級日誌を閉じると、その場で大きく伸びをした。

　授業終了後、三十分も格闘したものだから精神的にボロボロだ。

　いくら生徒の成績向上が目的とはいえ、日誌を小説風にまとめろという学級課題は、なかなかに難易度が高いと思う。

　日常に教育を盛り込むのが最も効率が良いとはされているけど、盛り込むものは選ぶべきではないだろうか？　じゃないとこんなクリーチャーが生まれる。

　普通の学校なら、こんな日誌を提出したら先生方はともかく、女子から大ヒンシュクを買うこと間違いなしだぞ。昨今の女子はパンツに厳しい。

　ウケを狙うにしろ狙わないにしろ、こんなものを書いた時点で、ヘイト集中まっしぐらだ。

　女子にはハブられ、その結果友達からは距離を置かれ、残りの高校生活が非常に寂しいものになること請け合いだろう。

　しかし、ここではそうならない。

　こんな文章を提出したところで、絶対に誰も気にしない。

　それどころか、笑って続きを求められる可能性すらある。

　毎朝教室のドアを開けて見られる光景からも、それは確定的に明らかだろう。

　スマホから大音量でエロゲー＆エロ動画を流す生徒が。

　趣味全開の同人誌交換会（Ｒ指定）に参加する生徒が。

　カードゲームエツチなイラストを全力で遊んでいる生徒が。

　オタトークに華を咲かせる生徒が。

　チ〇コのデカさを語り合っている生徒が。

　そんなものを気にするわけがない。

　俺が通うこの学校──ある意味世間から隔離された異世界では、このような日誌が許されるのだ。

　その学校の名は──尾おノの上うえ男だん子し高校。

　今年できたばかりの新設校で、通称オノコーと呼ばれている、男子校である。

　そう、ここは男子校──。

　女子がいない代わりに、自由と平等がある魂のフロンティア──。




　これは、そんなアメリカ以上の自由と平等とフロンティアスピリッツ溢あふれる学校に、とある理由から進学せざるを得なかった俺こと灰はい原ばら傑すぐるが語る、男子校ライフの物語だ。

　登場人物は全員男、ヒロインはいても男の娘こ、女っ気けなんて微み塵じんもないスクールライフのお話──になる予定だったのだが、どうも手違いがあったらしい。

　これについては、神様のイタズラというべきか。

　それとも詐欺というべきか。

　はたまた集団催眠というべきか、非常に悩むところである。

　そんなわけで──、




　これから語るのは、アメリカ以上の自由と平等とフロンティアスピリッツ溢れる学校に、とある理由から進学せざるを得なかった俺が語る、登場人物は全員男、ヒロインはいても男の娘、女っ気なんて微塵もないスクールライフ──にならなかった物語だ。

　ぶっちゃけありえないと思うだろうが、実際あったのだからどうしようもない。

　興味があるなら来年受験してくれ。

　まあ、その時はどうなっているかはわからないけどな。
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『傑、共学校は最高だぜ』

　入学から数日後の夜、中学時代の友人からそんな電話がかかってきた。

　電話の相手は持もて内うち常じよう二じ、俺はモッチーと呼んでいる。

　本人の見た目は、若干パリピ感があり好みが分かれるものの、友達想おもいで優しい好青年である。あるのだが──。

『季節を雅みやびに彩る春の風……それに乗り駆け抜ける妖精……その結果翻るパンチラ……そんな美しき光景を生み出す春の妖精に感謝の気持ちを込め、健全な男子である俺たちは、心を一つにして叫ぶのさ。ＹＯ☆ＳＡＹ！　と』

「いや、翻るのはパンチラじゃなくてスカートだろ」

『あ、イッケネ☆』

　生来のお調子者的言動と、エロを交えた思春期ポエムのせいで、良いところが濃霧に紛れて全く見えない。特に女子に。

　性格も見た目も悪くないのに、全くモテない残念キャラ──それが、持もて内うち常じよう二じという俺の誇るべき友達である。

『傑すぐるも来ればよかったのに。最高だぞ、うちの学校。女の子かわいいし』

「無理だって。お前は知ってるだろう？　俺の体質を」

『…………………………ああ、うん。もちろんだ』

「忘れてたなら素直に言えよ」

『いや、そういうわけじゃないんだ。ちょっと、記憶の引き出しを見失ってな』

「それを世間一般じゃ忘れたっていうんだ」

　ため息交じりにそう返した。

　友達に忘れられていたことと、改めて体質の話題を出したこと。

　二つのことが原因で一気に精神的な疲れが押し寄せてきた俺は、そのまま背後にゴロン──ベッドに寝転がった。

「あのな、モッチー」

　溜たまった疲れを吐き出しながら俺は語る。

「女性アレルギーの俺が、どこをどうしたら共学に通えるんだよ？」




　女性アレルギー──読んで字のごとく。

　俺、灰はい原ばら傑はこの体質のせいで、同年代女子のいる共学校には通えず、女子が一人も存在しない男子校に通わざるを得なかった。

　俺も思春期を迎えた多くの男子と同じく、女の子が好きなので、女子がいない環境への進学を決めたのは、わりと苦渋の決断だったということは語るまでもないだろう。

　十数秒触れるだけで、発作が起きるのだから仕方ないよな。

　まあ、今となってはこの学校に進学してよかったと思えているから別にいいけど。

　趣味と性癖フルオープンな環境は、自由と平等を感じてすごく楽しい。

『傑の学校ってなんて言ったっけか？　たしか新設校だったよな？』

「尾おノの上うえ男だん子し高校だよ。お前の言う通り第一期生だ。だから先輩がいない。本来三学年全員で使うはずの施設が、一年だけで独占状態ってわけだ」

『ほう、それはちょっと羨ましい』

「ついでに入学者も半分くらい定員割れしたらしくてさ。本来八クラスのところが四クラスしかない。だから生徒に与えられる一人当たりのサービスがさらに本来の二倍だぞ。合わせて六倍だ。お得だろ？」

『ああ、経営陣以外にとってはとてもお得だろうな』

「うちの学校、資金難で廃校とかないよな？」

　経営陣には来年生徒数確保に向けて頑張ってもらいたい。マジで。

『お得っていうけど、具体的にどんなふうにお得なんだ？』

「そうだな……生徒一人に一つずつ、更衣室に着替えスペースのある専用の鍵付きロッカーがあったりとか、シャワールームも個室で着替えスペースがあったりとか、トイレが全室完全個室で音感センサー自動ドア付きな上に便座システム完備とか、座るとメロディーが流れるとか、俺にはあまり関係ないけど全運動部に専用の洗濯機があったりとかかな」

『何だそれ？　ものすごい贅ぜい沢たくだな』

「だろ？　正直、こんな好き放題に学校施設を使える時点で、俺はこの学校に進学してよかったと思ってる」

『それはわからないでもないが……でも、やっぱり俺的に女子がいないのはな』

「二次元ならいるぞ。毎朝全裸、もしくは着エロな恰かつ好こうで、全力で淫語ワードで挨拶してるよ。スマホの中から」

『なにそれ？　すごい楽しそう』

　羨ましそうな声でモッチーが言った。

　我が教室では毎朝、個人個人が好きなエログッズやオタグッズを持ち込んでいたり、大音量でエロゲをプレイしていたり、エロアニメを閲覧していたりする。

　女子の目がある共学校では決してできない、自由に溢あふれたこの環境は、リアルの女子に触れられない俺にとってはありがたい。

　それを抜きにしても、自分を隠さなくていい正直で自由なこの環境は、見た目はアレかもしれないが、とても素晴らしいものだと思う。

　ホント、男子校は最高だぜ。

『そういえば、傑すぐるは友達はできたのか？』

「ああ、三人ほどな。そのうち一緒に遊ぼうぜ」

『おう、その日を楽しみにしている』




　この後、十分ほどお互いの近況を語り通話を終えた俺は、親父おやじと夕食を摂とる。

　普段とは違う真剣な顔をした親父の口から再婚の話が出てきて、俺が夕飯のカレーを噴き出したのはまた別のお話。
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「お願い、あのことは黙ってて！」

　突然屋上に呼び出された俺は、クラスメイトの如月きさらぎ紫し苑おんにそんなお願いをされた。

　黙っててほしいことというのは、如月が実は女の子だったということに他ならない。

　いやあ、全くあれには驚いたよなあ。

　腹が痛くなって駆け込んだトイレの先で、まさか女の子に遭遇するとは。

　しかも、それが普段女子に囲まれている、クラスカーストトップのイケメンくんだったなんて、何と言うエロゲ的展開だろうか。

「どうか、お願いします……オレにできることは、何でもするから！」

　今にも泣きそうな目で俺を見上げる如月きさらぎ。

　……こいつ、よく見たらすげえかわいいな。

　制服でわかりにくいけど、腰とかしっかりくびれてるし、尻もいい感じの形だし。

　何より昨日見た胸はデカかった気がするし、女子として見るなら文句なしにかわいいと言えるだろう。

「お願い……〇〇くん」

　か細い声で、俺にそう縋すがり付く如月。

　うん……胸と太ももが当たってるな。柔らかい。

　さて、俺はどうするべきだろうか？





　①黙っている代わりに友達になって欲しいと言う。

　②黙っている代わりに金をよこせと言う。

　③黙っている代わりに今すぐ脱げと言う。

[image: ]④とりあえず襲う。おせっせ大好き＆性に興味津々な俺ちゃん。









　翌日の八時半ちょっと前──人混みで女子に触れることを避けるため、いつものように早めに登校した俺を待っていたのは、いつもの光景だった。

　クラスメイトの一人が、自分の席で堂々とスマホでエロゲーをプレイしていた。

　光景自体はもう見慣れたもので、俺を含めた登校済みの生徒全員、特になにもツッコまない。しかし俺はそのプレイ内容に一言モノ申したい。その選択肢は①だぞ。

　ヒロインの男装女子の悲鳴と罵倒が喘あえぎ声になったあたりで、昨夜の親父おやじの衝撃の告白のせいか、少々寝不足気味だった俺は自分の机でウトウト。

　心地よい春の日差しのせいで、自然と瞼まぶたが重くなりまどろみ始める。

　ホームルームまで少し寝ようか？

「おはよう傑すぐる。もしかして寝ているのかな？」

　意識を手放そうとした瞬間耳に入ったのは、中性的な甘い声だった。

　女子なら聞くだけでテンションが上がりそうな声に引っ張られ、俺の意識は急速に浮上する。

「いや、起きてるよ。ギリだけど」

「ゴメンよ、もしかして寝るところだったかい？」

「そうだけど大丈夫だ。そのぶん授業中に寝ればいいさ」

「いや、全然よくないじゃないか（笑）」

　俺の冗談に真顔で返したのは金かねヶが崎さき千ち尋ひろ。

　この学校の理事長の孫──つまり金持ちキャラだ。

　しかしこいつは金持ちキャラにありがちなイケメンくんのくせに、性格は優しく温厚。傲慢さなんてひとかけらもない。例えるなら正統派の王子さまと言ったところか。

　時々他校の女子生徒から、熱い視線を送られていることがあるので、たぶん間違っていない。

　そんな完璧超人と、モブ山モブ男な一般人の俺が友達だというのだから、世の中いろいろと不思議だよな。

「うちの学校、一応進学校って触れ込みだからね。授業はしっかり聞かないと。後でついていけなくなっても知らないよ？」

「そうなったらお前が教えてくれよ。友達のよしみで」

「もう、しょうがないなあ。ま、傑すぐるには恩もあるし、いいよ」

　千ち尋ひろは苦笑いしながらそう言うと、

「あの時の傘の代金分、ボクがしっかり教えてあげる」

　あの時というのは、俺と千尋が仲良くなるきっかけになった入学説明会のことだ。

　大雨だったあの日、傘を忘れて困っていた千尋を、傘に入れて一緒に帰り、それがきっかけで友達になったのだ。

　初対面の人間、しかも男同士で相合傘はちょっと思うところもあったりはしたが、やはり困った時はお互い様だ。

　これがきっかけで友達もできたし、やはりやってよかったと思う。

「でも、授業中に寝るのは、理事長の孫として見過ごせないな。せめてちゃんと起きててほしいんだけど」
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「そうは言っても眠いものは眠いんだよ。昨日ちょっとしたこともあってさ」

「ちょっとしたことって？」

「ああ、実はウチの父親が今度再婚するらしいんだ」

「へえ、そうなんだ。おめでとうと言わせてもらうよ」

　千ち尋ひろは笑顔でそう言った。

「ちなみに、相手の人にはもう会ったのかな？」

「いや、写真だけだ。なんていうか、ロングヘアーの美人さんって感じだったな。親父おやじより三歳ほど年下らしいんだけど、全然そんなふうに見えなかった。おばさんって感じじゃ全然なくて、むしろお姉さんってイメージかな」

「……ふーん」

　俺の言葉に相あい槌づちを打つ千尋が、どことなく不満げに思える。

　表情は全然変えていないのに、なんというか、オーラがくもったというか。

「あんな美人と再婚するなんて、親父も隅に置けないって思ったよ。俺もいつかあんな感じの、同年代の美人と恋とかしてみたいもんだよ」

　今すぐは無理だけど。

　男子校っていう環境もあるけど、それ以上に女性アレルギーを治さないと不可能だ。

　女子に触れた瞬間発作が始まり、十秒も触れていればもう手遅れ。アレルギー発動からのごめんなさいコース待ったなしだからな。

　医者が言うには免疫機能は働いているから、慣れさせていけばそのうち治るという話なので、できれば高校在学中に何とかしたいところである。

「そんな美人さんと一緒に住むとなると、思春期少年的には大変なんじゃないの？」

「馬鹿言え。いくら美人とはいっても相手はすごく年上だし、義理の母親になる人だぞ。そういう気持ちは湧かない」

「そっか！」

　千尋が大きめにそう返してきた。

　どことなく、くもっていたオーラが再び輝いてきたような気がしないでもない。

「な、なら傑すぐる、ちょっと聞きたいんだけど」

　千尋が上目遣いで俺を見つめながら、

「傑がそういう気持ちが湧いちゃう人って、どんな感じの人？」

「はあ？」

　思わず怪け訝げんな表情になってしまった。

「え？　お前聞きたいの？　俺の恋愛観とか恋バナとか聞いて何が面白いんだ？」

　自慢じゃないが、俺は勉強そこそこ運動それなり、顔はオール平均点のザ・フツメンである。

　いや、女性アレルギーもあるし、むしろフツメン未満と言ってもいい。

　千ち尋ひろみたいなイケメンの恋バナならわからないでもないけど、俺みたいなヤツの恋バナなんて聞いて面白いんだろうか？

　すげえ普通で面白みなんてなさそうに思えるけど。

「べ、別にいいじゃないか。ねえ聞かせてよ？　ボク知りたいなあ、傑すぐるのそういう話」

「まあ、話して損するようなものでもないし、別にいいけ──」

「なになに？　何の話？」

「察するに、好みの異性の話と言ったところか？」

　語ろうとしたところで突如教室のドアが開き、二人ほど話に乱入してきた。

　背が低くてショートカットのほうが朱と希き原はら伊い織おりで、高くて若侍みたいなポニーテールのほうが黒くろ沢さわ忍しのぶだ。

　二人とも高校でできた、俺の友達である。

「ねえねえ、傑、早いとこ聞かせてよ？　オレも傑の好み興味あるなー」

「右に同じ。私も興味津々だな」

「え、お前たちも聞くの？」

「にひひ～♪　いいじゃんか。オレたち三人、相合傘で帰った仲でしょ？」

　友達になるきっかけとなったエピソードを持ち出し、楽しそうに伊織が言う。

「他のクラスメイトよりも、相合傘という濃い絆きずなで結ばれた私たちだ。隠さず行こう」

　実は相合傘のエピソードは、俺と千尋だけのものではない。

　あの日困っていたのは千尋だけでなく、伊織と忍も同様で、傘がなくて困っていた三人を、唯一傘があった俺が声をかけ、三人を拾って一緒に帰ったというのが真実なのだ。

　一本の傘を四人でシェアしたものだから、ラグビーのモーグルみたいで大変だった。

　頭以外は普通に濡ぬれたし、奇異の視線がすごかったんだぜ。

「友とのこういう語らいは楽しいものだ。是非参加させてくれ」

「その通りだよ傑。もったいぶらずに、さあ話そうじゃないか」

「傑が言ったらオレたちも言うからさあ。ね？」

　三人にそう促され、俺は語り始める。

「じゃあ……そうだな、まずは俺の彼女イナイ歴だけど、それを明確に言うと悲しいことになるからそこは省略するとして」

「「「年齢か」」」

「だから言うなっての」

　せっかくボカしたのに台無しだ。

「好みのタイプはどっちかっていうとショートかな。ロングも好きだけど、ショートでしか見えない女の子特有の首の細さっていうか儚はかなさっていうか、なんかそんな感じのトコが結構好きだ。すげえ後ろから抱きしめたい」

　俺の言葉に反応し、三人の首が小さく縦に揺れる。

「性格は元気なのとおしとやかなの、どっちか極端なのが好きだな。元気っ子少女がふとした時に見せる女の子っぽさにめっちゃグッとくるし、おしとやかな子の守ってあげたくなる系の儚はかなさも捨てがたい」

　三人は真剣に話を聞いてくれている。

　軽いノリで始めたのに、こうも真面目に聞いてくれるとなんか楽しくなってくるな。

「だけどやっぱり元気っ子タイプのほうが特に好きかな、俺は。現実にはまずあり得ないけど、特に好きなシチュはアレだ。男だと思っていた昔の友達が実は女の子で、めちゃめちゃかわいく成長していてドキドキするパターン。友達っていう認識が一気にひっくり返って、距離感がわからなくてドキドキしちゃう系ラブコメが特に好きなんだよ、俺。さらにそのボーイッシュ元気っ子が巨乳なら言うことなしだ。自分の魅力に無自覚な、ショートカットのボーイッシュな元気っ子ＩＮ巨乳が俺のドストライクゾーンだな」

　以上、俺の好みのタイプのお話でした。

　現実にはありえないシチュを持ち出して語るのも、性癖フルオープンで語るのも、ここが男子校だからできることだ。

　共学だと女子の目があるから、ここまで開けっぴろげに言うことはできない。

　自分の心に嘘うそをつかなくていい男子校は、やはり最高と言うべき他ないと思う。

「俺の話は以上。さ、今度はお前たちの番だぞ」

　そう言い、今度は俺が前傾姿勢になる。

「まさか俺にだけ言わせて自分は言わない、なんてことないよな？」

「あるわけないでしょ。オレもちゃんと言うってば」

　俺の軽い挑発に伊い織おりが答えた。

　千ち尋ひろと忍しのぶもそれに合わせて頷うなずく。

　それじゃあ聞かせてもらおうか。

　お前たちの好みのタイプってヤツを。

「オレの好みのタイプは、そうだな……」

　頬ほおに人差し指を当てながら、伊織が考える。

「うん、やっぱり王子様みたいな人かな」

「王子様？　お姫様じゃなくてか？」

「え？　あ、そうそう。やばい間違っちゃった。お姫様みたいな人だ、うん」

　おいおい、そこ間違えるか普通？

「王子──じゃなかった、お姫様みたいなかっこよさを持つ人にキュンとくる、かな？」

「ふーん」

　ちょっとツッコミどころがあるけど何も言わない。

　お姫様がかっこいい物語もちゃんとあるし、どう思うかは個人の自由だろう。

「オレは、結構独占欲が強いタイプだと思う。好きになったら結構一いち途ずだから、そんな人が現れたらなんとしてもゲットしようと思うだろうな。そう、どんな手を使ってもね……」

　一瞬、伊織から殺気のようなものを感じた。

　たぶんガチだな、これは。

　言葉に込められた本気度を、千ち尋ひろと忍しのぶも感じている。

「オレの好みはこんなところ。忍は？」

「む、私か？　私はご期待に添えなくて申し訳ないが、特に好みとかはないな。好きになった人が好みとしか言えん」

「おいおい、そんな答えでＯＫが出ると思うのか？　俺なんかめっちゃ性癖フルオープンで語ったんだぞ。もっと心を解き放とうぜ」

「そうだそうだーっ」

　忍の答えのあんまりさに、伊い織おりからも不満の声が上がる。

「せめてもう少しなにかないの？」

「そうだな、やはりありきたりだが、優しい人だろうか？　見た目は本当にどうでもいいんだ。一緒にいて安らげる優しさを持つ人が私は好きだ」

　これでいいかと忍が俺たちを見る。

　まあいいだろう。

　それじゃあ最後は千尋だな。

「同じ答えになっちゃうけど、ボクも忍と一緒で優しい人かな」

「おいおい、シンプルな上に答えが被るとかアウト──」

「大きな家だからね。本当の意味で優しくしてくれる人が、両親以外にはいなかったのさ。父はすでに他界してるし、母は仕事ずくめだし、おまけに祖父母はアレすぎて……うん、これはいいかな」

「……セーフでいいです」

　こんなのアウトにできるわけねえだろ。

　千尋の好みの話は、想像以上に重かったかつアンタッチャブルだった。触れてはいけない。

　伊織と忍も俺と同じ意見のようで、内容についてツッコまない。

「雨の中、傘を忘れたボクに、そっと傘を差しだしてくれるような、そんなさりげない優しさを持つ人が好きだよ」

「あ、うん……そうなのか」

「うん、そうなんだ」

「そうかー……そうなのかー……」

「それはまた、さりげないな……」

　それ以降、俺たちは何も言うことができなかった。

　千尋の持ち込んだ重さで身動き取れなくなった俺たちは、ホームルームが来るまでひたすら自分の机で居眠りを続けることとなった。
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　健全な男子高校生らしい話題で盛り上がっていた俺たちも、昼を過ぎればその元気にも陰りが見える。

　他のクラスメイトも俺たち同様、目をぐしぐしとこすったり、机で猫みたいに丸まったりと、半分以上がダウンしている。

　昼飯の後だし、このように眠くなっても仕方ないと思う。

　その上、次の時間は体育ときている。飯の後の運動とか、かったるいことこの上ないぜ──と、授業終了だ。

　チャイムの音を目覚まし代わりに起きたやつらと同じく、すぐに動く気力がなかった俺は、手足を投げ出しボーッとする。

　そんな中、千ち尋ひろだけはいつも通りだった。

　千尋は授業が終わるなり着替えを持って、更衣室へ行く準備を完了している。

「傑すぐる、行かないのかい？」

「ああ、悪いけど先に行ってくれ。後から行く」

「はいはい。でも、あんまり遅いと先生に怒られるよ？」

　そう言って千尋は、伊い織おりと忍しのぶにも声をかけて教室を出た。

　忍は一緒に出て行ったが、伊織は全く反応せず、自分の席で突っ伏したままだ。

「おーい、伊織。そろそろ行かないとまずいぞ。起きろ」

　時間ギリギリになったので、更衣室に移動する前に伊織に声をかける。

　反応がない。ただの屍しかばねのようだ。

「おい伊織、いい加減起きろ──って、お前大丈夫か？」

　全く動こうとしない伊織を揺すったところで俺は気づいた。

　こいつ、顔色がめちゃめちゃ悪い。

「な、なにがだよ？」

「体調に決まってるだろ。見た感じすごく辛そうだし、顔から血の気が引いてるぞ。休まないでいいのか？」

「へ、へーきへーき！　これくらいどうってことないってば！」

　そう言って伊織は立ち上がるが、明らかに膝がガクガクしている。

　一歩歩くごとにフラフラするので、俺は荷物を代わりに持ってやろうとしたのだが、

「いい！　これくらい自分で持つから！」

　と、激しく拒否られてしまったため、仕方なく隣をキープするだけにとどめた。

　これなら倒れそうになった時、いつでも支えてやれるからな。

　幸いなことに、そんな俺の気遣いは結果的に無用だったようで、伊織は倒れることなく更衣室に移動した。

「なあ伊織、お前マジで休まなくていいのか？」

「しつこいな。大丈夫って言ってるだろ」

「大丈夫そうじゃないから言ってるんだよ」

「大きなお世話だって。オレ本人が大丈夫って言ってるんだから大丈夫なの！」

　肩を怒らせ、強い口調で伊い織おりが言う。

　これは、何を言っても無駄なヤツだな。

「そこまで言うなら止めないけど、やばくなったら誰かに言えよ？」

「わかってるわかってる。大丈夫大丈夫」

「一人で着替えられるか？　なんなら手伝うけど」

「な……」

　俺が親切心から申し出たその提案を聞いたとき、伊織の顔が真っ赤になった。

　さっきまで青白かった顔に、一瞬で血色が戻る。

「何を、言ってるの？」

「何って、お前休む気なさそうだから、少しでも手伝ってやろうと思ったんだけど」

「いい！　絶対遠慮する！」

　噛かみつかんばかりの勢いで伊織は吠ほえて、

「傑すぐるのえっち！」

　そう言って個室に入ってしまった。

「えっちって、男同士なのに？」

　プールとかで上半身裸になるし、その際の着替えでフルオープンするやつだっているのにこの反応、なんか釈然としないな。

　だがまあ、このあたりのことは個人差もあるからなあ。

　他人に肌を見せたくない人もいるし、そう納得するとしよう。

「たぶんあいつ、銭湯で前を隠す派だな」

　とりあえず時間もいい加減押しているので、俺も隣の個室に入って鍵をかける。

　改めて思うけど、ホントうちの学校の施設って、すごい充実しているよな。

　人数割れを起こしたからとか、まだ上級生がいないからとかを差し引いても、生徒個人に与えられるサービスがやはりものすごい。

　更衣室が教室二個ぶんの広さだとか、その広さを使って大量の個室を作ってるとか、更衣室以外にも運動部が使うシャワーやトイレも全部個室とか、本当に金をかけている。

　理事長孫の千ち尋ひろ曰いわく、盗難防止とプライバシー保護のためにそうしたらしいが、こうまでしなくてもと思わなくもない。

　備え付けのハンガーに制服をひっかけ、俺はサクッと着替えを終えた。

　外に出て、個室の鍵をかけるところで隣の個室から伊織が、そして更衣室の外から千尋が現れた。

　なかなか来ない俺たちの様子を確認しにきたらしい。

「遅いよ二人とも。先生が──って、伊織大丈夫!?」

「やっぱそう思うよな？」

　伊い織おりの姿を見るなり、千ち尋ひろが思わず声を上げる。

　血の気がまた引いているし、右手が額の位置にある。

　その上呼吸が荒いとなれば、心配して当たり前だ。

「なあ、やっぱり休めよ。意地張っても良いことないぞ？」

「しつこい！　オレなら平気だって言って──」

「伊織！」

　突然倒れそうになった伊織を千尋が支えた。

　俺も素早く駆け寄り逆から支える。

「大丈夫か？」

「ちょっと待って……うん、熱はそんなにないみたいだ。けど、倒れるくらいだし、今日は保健室で休んだほうがいいよ」

「先生には俺たちが言っておくから、今日はおとなしくしておけ。な？」

「……わかった」

　渋々といった感じで伊織が折れる。

「保健室、一人で行けるか？」

「バカにすんな、それくらい…………」

　うん、無理そうだな。

　足に力が入っていない。

「どうやら無理そうだね。伊織、ちょっと失礼。よい、しょっと」

「う、うわっ!?」

　歩けそうにない伊織を、千尋が抱えて持ち上げた。

　いわゆる『お姫さま抱っこ』というヤツである。

「このままボクが保健室に連れていく。傑すぐるは先生への報告を頼めるかな？」

「ああ、任せてくれ」

「というわけだから伊織、おとなしくしてくれるかい？」

「う、うん……あの、さ、千尋」

「うん、なに？」

「オレ、さ……重くない？」

「全然軽いよ。だから遠慮せず頼ってくれないか？」

「……ありがと」

　ようやく観念したのか、伊織は千尋に運ばれていった。

　伊織のことは心配だが、千尋に任せておけばたぶん大丈夫だろう。




　と思っていたのだが、結局のところ伊織は戻ってこなかった。

　体育も終わり、今は放課後。ホームルームを終えたクラスメイトたちが部活に帰宅に、思い思いの行動に移っている。

　俺たちもそのご多分に漏れず、帰り支度をして教室を出る。

　伊い織おりのことが少し心配だった俺は、千ち尋ひろと忍しのぶを誘って様子を見に行こうとしたのだが、二人は意外にもこれを断った。

　千尋は家の、忍は部活の用事があり、一緒に見舞うのは無理とのことだ。

　まあ、そういうことなら仕方ないよな。

　二人の分も合わせて見舞ってやるかと、俺は一人保健室を訪れた。

「おーい、伊織ー大丈夫かー？」

「……………………（スヤァ）」

「よかった、大丈夫みたいだ」

　カーテンで仕切られたベッドの向こうから規則的な寝息が聞こえてくる。

　戻ってこなかったのは、どうも寝ていたからのようだった。

「まったく、心配させやがって」

　伊織が平気そうでホッとした。

　だがしかし、寝る前までかなり辛そうだったのも事実。

　寝て体力回復ができたとはいえ、一人で帰宅できるかどうかは怪しいところだと思う。

　伊織の家は同じ方向だし、途中まで一緒に帰ってやったほうがいいかもしれない。

「すぐ帰れるようにしといてやるか」

　そう思った俺はカーテンを開ける。

「伊織、ロッカーの鍵持っていくぞ」

　中のテーブルにあったロッカーの鍵を拝借して、俺は保健室を出る。

　伊織の使っていたロッカーから、服と財布、スマホを回収してやるためだ。

　プライバシー保護のことも一瞬頭をよぎりはしたけど、友達だし、あくまで親切心でやることだから別にいいだろう。盗もうとか思ってないし。

　俺が伊織の立場なら、やってもらえるならありがたいと思うし、もし怒られたら謝ればいいだけのことだしな。

　そうこう考えているうちに教室に到着した俺は、伊織のカバンを回収して更衣室へと向かう。

　放課後になり、誰もいなくなった更衣室の中から、伊織の使っていた個室の前に立ち、鍵を開けた。

　貴重品と制服が散乱している。

「全く、しょうがねえなアイツは。こんなふうに脱ぎ捨てたらシワになるのに」

　とりあえず脱ぎっぱなしの制服をキレイにたたんだ後、小物入れの中にあったスマホと財布を回収。もちろん中身は見ない。

「えーと、あとは……」

　必要最低限のものは回収できたので、他に忘れているものはないか、個室の中をチェックすると、あった。

　個室にある三段ラック──その一番下にリュックサックが隠されていた。持ってやろうとしたら、俺が激しく伊い織おりに拒否られた荷物だ。

　これを置いていったら次の人が使う時に困るので、これも合わせて回収する。

「あれ？　中身あるっぽいな？」

　移動時に持ち歩いたところからみて、これはおそらくジャージ入れだろう。

　ジャージは現在、伊織が着ている。

　制服は俺がたたんだのがここにある。

　となれば中身があるのはちょっとおかしい。

「となると、スペア用の下着なのか？」

　俺はめったにすることはないが、体育など運動をする日に、下着を含めた着替え類を持ち込むヤツは一定数存在する。

　モッチーなんかもその一人で、体育があるたび、Ｙシャツと上下下着一式持ち込んでいたものだ。

　本人曰いわく、「汗臭くさいと女の子に嫌われるからな」とのことだったが、言動と性格のせいで、女子からそういう目で見られていなかったため、その心遣いは無駄だったように思えなくもない。

「ちょうどいいし、制服はこの中に入れとくか」

　俺はリュックの口を開けると、中に入っていたものをいったん取り出し、制服を入れようと試みた。

　もう授業はないのでジャージのまま帰ればいいし、寝汗をかいていたら着替えるだろうという、俺なりの友達への気遣いである。

　だがしかし、この気遣いが本日最大の事件の一つを引き起こしてしまう。

「こ、これは!?」

　制服を入れようと、リュックの中身を取り出した時だ。

「な、なんでこんなものが……!?」

　俺は中身を握りしめてそう呟つぶやく。

　ちなみに中身は予想通り下着だった。

　下着以外の何物でもなかった。

　女性用の。

「なんで女物なんだよ!?」

　おかしいだろ!?

　替えの下着が女物のパンツとブラジャーっておかしいだろ!?

　百歩、いや千歩譲ってパンツはいいよ！

　全然良くないけどいいってことにするよ！

　男も女も共通して履くし、使おうと思えば使えなくもないからさあ！

　だけどブラはダメだろう！

　こっちはどうやっても言い訳が利かないほどダメなヤツだろう！

　男性用ブラジャーがあるのは知ってるけど、これ明らかに女性用だろう！　納めるスペース結構あるし！

「え？　なにこれどういうこと？　なんで伊い織おりが女物の下着を上下セットで持ち込んでるの？」

　友達が着替えに男物ではなく、女物の下着を持ち込んでいる理由。

　朱と希き原はら伊織という一人の少年について考えた結果、俺は一つの結論に至った。

「まさか伊織が、女装に興味あったなんてな……」

　伊織の見た目は中性的な美少年だが、それだけに、服を変えれば中性的な美少女に見えなくもない。

　これはつまり、女子の服が似合うということに他ならない。

　背丈も女子の平均くらいだし、伊織なら違和感なく着こなすだろうさ。

　強気な性格はこの趣味を隠すための裏返し。

　あの時、俺が持つのを拒んだのは、これを見られることを恐れてのこと。

　もしかしたら、この前の『女物パンツ事件』の真犯人は伊織なのかもしれない。

　そう考えれば全てつじつまが合う。

　状況と物証が、全てを物語っている。

「……見なかったことにしてやろう」

　少し考えた結果、今後の友情のためにもそうすることにした。

　俺の親しき友達は女装マニア。女物のパンツとブラジャーを愛用する男──だが、それがなんだ？　どうしたというんだ？

　男が女装しちゃいけないという法律は日本に存在していないじゃないか。

　つまり、伊織はなんら法を犯してはいないわけだ。

　女装をこっそり楽しむことで、誰に迷惑をかけるわけじゃない。むしろいいまである。

　学校でそれをするのはどうかと思うけど、別にいいじゃないか。似合うだろうしいいじゃないか。いちいち大げさに騒ぐようなことじゃないだろ？

　人には、誰にも言えないものの一つや二つが必ずある。

　もちろん俺にも。具体的にはアレルギーのこととか。

　女性アレルギーのことなんて誰も信じてくれないし、信じたら信じたで敬遠される。

　他人に言えないものがある俺には、伊織の気持ちはよくわかる。

　だから俺は──、

「俺は何も見なかった」

　こうすることが一番いい。

　そう思って俺は全てを終え、伊い織おりの待つ保健室へと戻った。

　今見た全てを忘却し、何食わぬ顔でドアを開ける。




「えっ？」

「え？」




　保健室のドアを開けたとき、俺はありえない光景を目撃して自身の脳を疑った。

　十回ほどまばたきをしてみる……まだ見えてる。

　十回ほど頬ほおを叩たたいてみる……まだ見えてる。

　十回ほど顔面を殴ってみる……まだ見えてる。

　ならば十回ほど頭を打ち付けてみる……全然見える。ＰＡＮＫ☆ＴＯ☆ＭＡＵＬ☆ＭＥＨＥＥパンツ丸見え！である。

　嘘うそだ。見えているのはパンツじゃない。

　俺が見ている光景はパンツではなく──全裸だった。

　俺は今、全裸の美少女を視界に収めている。

　いや、その表現も少し正しくないな。全裸と言ってもタオルを肩から下げているし、汗でぐっしょり気味のパンツは足元で留とどまっているから、完全に全裸というわけじゃない。
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　概念的にはまだ着衣状態といえる。つまり着エロだ。

　もっとも、大事なところは丸見えなので、本質的には全裸、つまり半裸と全裸の境界線、シュレディンガーの全裸なわけだが──っていうか誰だよこれ!?　ここ男子校だぞ!?

　なんで先生以外の女がいるんだよ!?

「え、嘘うそ？　傑すぐる？　な、なんで……？」

「その声、まさか伊い織おり!?」

　伊織の声だ。間違いない。

　顔より身体のほうに意識が行ってて気づかなかったが、よく見れば顔のパーツが伊織だし、髪形や声も完全に伊織だった。

　違うのは俺の記憶にある性別だけだ。

「なんで、いるの……？　もうとっくに放課後なのに……」

「あ、その、心配だったからお見舞いして帰ろうと思って……」

「大丈夫だって言ったんだからさっさと帰れっての……って、それオレの荷物じゃん！　なんで傑が持ってるの!?」

「こ、これはお前キツそうだったから、すぐに帰れるようにと思って……」

「そ、そう、わざわざありがとう……」

「ま、まあ気にするなよ。え、えーと、伊織。それよりさ、その……」

「な、なに？」

「寒くないのか？　その恰かつ好こう」

「──っ!?」

　伊織がカーテンで身体を隠した。

「み、見るな！」

「み、見てないわ！　さっきから気を遣って目をそらしてたわ！　……なるべく」

「じゃあやっぱり見てたじゃん！　このエッチ！　スケベ！　スケベニンゲン！」

「誰が有名イタリアンレストランだ！　とりあえず服を着ろ！」

　持っていたリュックサックを伊織の前に差し出した。

　だがしかし、この行動がいけなかった。

「っ！　か、返してっ！」

「ば、馬鹿！　こっちくんな！」

　羞恥心に負けた伊織が、俺からリュックを奪おうと、オーバースピードで突っ込んできた。

　その結果、俺は伊織に抱き着かれる形となった。

　チックショウ！　めっちゃ柔らかくていいにおいじゃねえか！

　目の錯覚なんかじゃなくて、マジでこいつ女だよ！

「さっさと渡せ！」

「渡す！　渡すから一回離れてくれ！」

　必死の伊い織おりに俺の声が届くはずもなく、伊織は俺に密着したまま大暴れだ。

　小さい割にめちゃめちゃ育った身体が、俺の身体と激しく接触し、もにゅもにゅと歪ゆがむ。すごく、柔らかい。そう、柔らか……まずい！

「伊織、お願いだ！　目をつむるから今すぐ俺から離れてくれ！」

「で、できるわけないでしょそんなこと！　っていうか、絶対薄目開けるやつじゃんそれ！」

「しねーよ！　どんだけ俺信用ねえんだよ!?　友達だろうが！」

「うっさい！　いいから早くそれ渡してってば！」

「うわっ!?」

　さらに激しく伊織が暴れる。

　荷物を奪い取ろうとする伊織の身体がさらに激しくぶつかり、歪み、俺は──。

「早く、今すぐ俺からどけ！　離れろ！　じゃないと、じゃないと──」

　俺の意識は──。

「お前が欲しくて、止まらなくなるだろう？」

　俺は、暴走する。

　女性アレルギーで理性が飛び、抑圧された本能が動き出す。

「こんなにアツくさせやがって。もうどうなっても知らないからな」
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　限定的Ａ10神経過敏症候群──それが、俺の女性アレルギーの名前だそうだ。

　恋愛対象となりうる異性に直接触れると、神経パルスが過剰反応を起こし、脳幹の神経核が異常作動。

　その結果、情動をつかさどるＡ10神経系が暴走してしまい、理性と本能が切り離され、普段抑圧されている本能のままに行動してしまう病気──と言うとわかりづらいので、端的に『性欲に身体を支配される病気』と言えば、わかりやすいかもしれない。それで大体あってる。

　と言っても無理やり襲い掛かるといった犯罪的なものじゃないので、そこは勘違いしないでほしい。

　ただ、襲い掛からないというだけで、何もアクションを起こさないわけじゃない。

　個人差は色々あるそうだが、俺の場合は女子を口説いてしまう。

　自分の意志とは無関係に、触れた相手を、彼氏の存在とか関係なく、友情の有無も関係なく、片思い相手がいても関係なく、人間関係完全無視で、自動的に、口説いてしまうのだ。

　この病気のせいで俺は中学時代、モッチーを除く全ての友達を失った。

　友達の彼女を口説きまくり、フリーの女子も片っ端から口説いた結果、男女から嫌われ孤立したのだ。

　そりゃ友達なくすよな。客観的に見て、この状態の俺がやっていることって人間のクズだもん。彼氏いるって知ってるのに口説くって相当なクズだもん。

　しかも同時並行で他の女子も口説き始めたりするあたり、さらに最低だと思う。

　俺にできる唯一の抵抗は、暴走する前に距離を取るだけ。

　女子に近づかないことだけが、唯一の抵抗であり予防策なのだ。

　女子がいる共学校では、常に近くに女子がいる。

　そんな環境下では、なにかしらのアクシデントが起こった時、再び暴走してしまいかねない。

　新しくできた友達を、再び失ってしまいかねない。

　だから俺は男子校を進学先に選んだのだが、どういうわけか、再び友達を失ってしまいそうな事態に陥っている。

　友達の彼女を口説くどころか、友達そのものを思いっきり口説いてしまっている。

　実は美少女だった友達を壁ドンし、ゆっくりと顔を近づけている。

　キスまで、およそあと三十センチの距離だ。

「ほら、俺のココ、触ってみろよ伊い織おり。お前のことを思ってこんなになってるんだ」

「え？　ちょ、待って!?」

「待たない。……ほら、どうだ？」

「す、すごく、ドクンドクンいってる……」

「お前が魅力的だから、こんなになっているんだよ」

「す、傑すぐる！　待って、ホントに待って！　い、一回離れるからぁ！」

「もう、止まらないんだ」

　聞きようによっては完全にセクハラまがいのＲ指定なセリフをはきつつ、暴走状態の俺は伊織の手を取ると、自身の胸に手を当てさせる。

　心臓の鼓動に意識を集中させ、その隙に伊織との距離を近づけている。

　キスまでもう、十センチもない。

「なあ伊織、俺のこと嫌いか？」

「嫌いじゃない！　嫌いじゃないよ！　むしろ……」

「むしろ？　なに？」

「むしろ…………好き」

　その言葉を聞いた瞬間、俺の身体はキスまであと五センチの距離まで迫った。

　まずい！　早くなんとかしないと!?

「そう、ならいいじゃないか。俺も、伊織のこと好きだよ」

　なんとかできなかった。

　中学時代と同じように、俺の意思は全く身体に届かない。

「実は、少し前から気づいていたんだ。お前が、女だってことにさ」

　超嘘うそついてる……こいつ俺、超嘘ついてるよ…………。

　俺の身体はこんなこと言ってるけど、当然こんなの嘘っぱちだ。

　口説き落とすための最低な嘘だと俺は知っているが、当然伊い織おりはそれを知らない。

　身体を隠したカーテンの向こうで、赤くなりつつモジモジしている。

　はっきり言って、すげえかわいい。

「嘘……そんなの、嘘だもん」

「嘘じゃない。なんなら証拠を見せてやるよ」

「あ……」

　ゆっくりと顔が、伊織の顔へと近づいていく。

「目、閉じてくれ。それとも、開けたままがいいのか？」

「あ、あうぅ……」

「何も言わなくていい。今からその口、塞ぐから」

　伊織の顔がさらに近づく。

　キスまでもう五センチもない。

　俺は必死にやめろと命令を出すが、アレルギーで暴走中の俺の身体は止まらない。

　もう一つの手を使い、形の良い伊織の顎に当て、クイッと上を向かせる。

　こいつ、顎クイだと!?　どこまでやれば気が済むんだ？

　伊織はもう完全に真っ赤だ。

　やっているのはフツメンの俺だが、行動自体が少女マンガのイケメンムーブなので、女子にはそれなりに効果があるらしい。

　女の子はシチュエーションに弱いというのは本当だったようだ。

　頼む伊織、落ち着いてくれ！

　そして冷静に拒否ってくれ！

　ムーブはイケメンでもやっているのは俺だ！

　千ち尋ひろや忍しのぶみたいな、少女マンガに出てきそうなイケメンじゃないんだ！

　俺はどうなってもいい！

　だから、お前の貞操だけは守ってくれ！

「伊織」

「や、やっぱダメーッ！」




　──ドンッ！




「うごっ!?」

　祈りが届いた。

　突き飛ばされ、後頭部に強い衝撃を感じた俺の意識が急速に薄れていく。

　これならもう、俺欲望がこれ以上迫ることはない。

　目が覚めたときには元の俺に戻っていることだろう。

　ああ、神様、もしもできることならば……。

　関係のほうも元に戻っていますように──がくっ。
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「傑すぐる、大丈夫？」

「あ、あれ？　千ち尋ひろ？」

　目覚めたら目の前に千尋の顔があった。

　千尋は心配そうな顔で俺を見下ろしている。

「こんなところで何してたの？　っていうか、床なんかで寝たら風邪引くよ？」

「あ、ああ、そうだな。ところで千尋は何でここに？」

「家の仕事さ。おじいさまに頼まれた書類整理をしていたんだ」

「今日の用事はそれだったのか」

「うん。で、休憩がてらに伊い織おりの様子でも見ようかと思ってここに来たんだけど、傑が倒れてたからびっくりしちゃったよ」

「そうか、それは驚かせて悪かったな……っと」

「あ、まだ無理に起きないほうがいいよ。頭の後ろにコブができてるし」

　本当だ。気づかなかったが頭の後ろがちょっと腫れている気がする。

　これは触ると痛そうだ。

　けど、今は柔らかいものが当たっていて、そんなに痛くないな。

　この柔らかいものはなんだろう？

「もう少し横になっていたほうがいい。ボクの膝を遠慮なく使っていいから」

「…………………………………………いや、もう大丈夫だ」

　柔らかいものの正体に気づいた俺は、ゆっくりと起き上がった。

　どうやら俺は気絶している間、千尋に膝枕されていたらしい。

　男にしては非常にむちっとしている上に柔らかく、いつまでも使っていたい衝動に駆られなくもなかったけど、さすがにダメなので起き上がった。

　千尋は休憩がてらと言っていたので、まだ仕事が終わっていない。

　なら、邪魔はするべきじゃない。

　あと、親切心でやってくれているのはわかるんだけど、男同士で膝枕ってのもな。

「俺も用事があるし、そろそろ帰るよ」

「そう、気を付けてね。頭打ってるみたいだし」

「スッキリしたいからシャワー浴びていくわ。今の時間、まだ空すいてるよな？」

「空いてるけど、長時間浴びちゃだめだよ？　頭に血が上るからね」

「わかった。忙しいのに色々ありがとうな、千尋」

「うん、気をつけて帰って」




　千ち尋ひろとのやり取りを終えた俺は、保健室を出る。

　自分のスマホで時間を確認すると、時刻は午後六時を回っていた。

　いつもならとっくに帰って、夕飯の支度をしているところだが、本日はその心配はない。親父おやじと外食なのだ。もちろん、再婚相手の方も一緒に。

　近いうち家族になるわけだし、お互い早めに馴な染じむためにも、こういうイベントはやっておいたほうがいい。

「さて」

　本校舎から渡り廊下を挟んだ場所にある部活棟、そこの隅にあるシャワールームへと、俺は足を運ぶ。

　本来は運動部が部活終わりに使う場所だが、今はまだ部活中、中から気配は感じない。全室使用可能のようだ。

　入り口にある備え付けのタオルを手に取ると、適当な個室に俺は入った。

　シャワールームも更衣室と同じく、全部個室形式なのが、すごく金がかかっていると思う。

　個室のロッカーに服を入れ、全裸になってから温ぬるめのシャワーを浴びる。

　あぁ、サッパリするな。

「それにしても……」

　頭がスッキリし始めたところで、徐々に記憶が蘇よみがえる。

「伊い織おりが女だとかマジかよ。ここって男子校なのにどういうことだ？」

　気絶直前に見たあの光景は、夢でも妄想でもない。

　暴走し、欲望に支配された身体が、それを外から見ていた俺理性が、ハッキリと記憶している。

　親しい友達を口説き、壁ドンし、顎クイまでやってしまったことを。

「うあああぁぁぁぁ…………明日からどんな顔して会えばいいんだ」

　間違いなく友達にしていい行為じゃない。

「本気でどうしよう？　俺嫌だぞ、またこれで友達なくすの……」

　考えても考えても答えは出ない上、考えるだけ気分が落ち込んでしまう。

　今日は大事な人に会うというのに、こんな気分だと心配をかけてしまいかねない。

「考え、切り替えないと──ん？」

　そろそろ上がろうとシャワーを閉めたところで、不意に人の気配を感じた。

　どうやら個室に鍵をかけ忘れたらしく、誰か入ってきたらしい。

　早めに終わった運動部員かもしれない。

　こいつは俺の服に気づかなかったのだろうか？

　このままでは全裸ＶＳ全裸、もしくは全裸ＶＳ半裸による、男のプライドをかけた真剣勝負（意味深）が始まってしまいかねない。まあいいか、そこそこ自信はあるし。

　そう思い、特に気にすることなくシャワールームのドアを開けた。

　本日二回目の最大衝撃である。

「すぐ、る？」

「ああ、忍しのぶだったの……か？」

　下着姿の忍が登場した。

　忍は一糸まとわぬ全裸状態の俺に驚きよう愕がくした後、徐々に視線を下げてある一点で止めた。

　さて、男ならこの後の展開は想像できるだろう。

　そう、オス同士による真剣勝負（意味深）の始まりである。

　だがしかし、それはあくまで自分の身体に刀を持つオス同士ならばの話だ。刀がなければ勝負は成り立たない。

　なので、忍との対面は勝負が発生しなかった。

　忍の身体に刀はなく、代わりにあったのは二つのミサイル──つまりおっぱいである。

　シャワー室から出た湯気の向こう側に、二基のミサイルを搭載したスレンダー女子の肢体があった。刀ＶＳミサイルな状況。おいおい、俺の勝ち目ゼロだな。

　そこまで大きくはないが、体形に合ったいい形をしていると思う。

「い、いやあああぁぁぁっ!?」

「す、すまん！」
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　俺はとっさにドアを閉め、視界から忍しのぶを追い出した。

　気配がしなくなった時点でドアを開け、室内を確認してみると忍の服はなかった。
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　俺は身体を拭き、着替えて帰宅後、親父おやじと一緒に食事に出かけた。

　出かけた先では将来の母親となる人が、笑顔で俺たちを出迎えてくれる。

　そこで親父の再婚相手──ナツキさんという──にも娘がいるという話を聞き、本日三度目の大事件が発生する。

　どうやら俺に姉か妹ができるらしい。

　ずっと一人っ子だった俺なので、女兄妹ができるのは大歓迎だ。

　本来であればそのことを聞いて、仲良くできるかなとか、友達に自慢してくれるかなとか、心躍らせるところではあるのだが、あいにくとこの日の俺はそうはならなかった。

　一度目と二度目の事件──友達二人が実は女──男のフリをした男装女子であることのほうが衝撃的で、仲良くするべき家族の存在が完全にかすんでいたのだ。

　友達の性別が女だったということは、女性アレルギーの俺にとって、それほど大きな事件だったわけで。

　三人での表面上は和気あいあいとした夕食後、親父と一緒に帰宅した俺はベッドに顔を押し付け、大声でこう叫んだ。

「なんで、忍も女なんだよおおおおおおぉぉぉぉぉっ！」
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「俺の友達二人が、実は女だったんだけどどうしたらいいと思う？」

『男装女子って萌もえるよな。自分だけが知っているかわいさにキュンキュンくるぜ。なんていうか、「俺の女だ」って感じで、独占欲が満たされるっていうか。で、それいくらで売ってるんだ？　フルプライスか？』

「エロゲーの話じゃねえよ！」

　例の件を相談したところ、エロゲーの話と思われた。

　さすがゲーム大国日本だ。二次元と三次元が混在している。

『じゃあリアルの話だっていうのか？　男子校なのに友達二人が女だって？　いくらなんでもそれはないだろ。アメリカ以上の自由主義社会に溺れて、妄想と現実がわからなくなっているんじゃないか？　毎日のエロトークとオタトークで脳が疲れているとか』

「お前の言いたいことはわかるし、俺もお前の立場だったら全く同じことを言ってるだろうから強くは言えん。でもな、ガチで現実なんだよ」

　今日あったことを思い出してみる。

　普通に考えれば絶対にありえないことだが、そのことは現実としてしっかりと俺の後頭部に刻まれている。

　コブを軽く触りながら話を再開する。

「友達一人と接触して暴走した。迫って、壁ドンして、顎クイまでして口説いた。こんなこと、そいつが女じゃなかったら絶対に起きない」

『たしかに、それはそうだが……』

「裸の状態でそんなことしちゃったから、俺、もうどうやって明日あいつに会えばいいのやら……なんかいい謝り方ってない？」

『潔く腹を切れぃ！』

　体質のことを持ち出しても信用度半々といった様子だったモッチーが、詳細を持ちだしたら豹ひよう変へんした。

「侍でもない俺に腹を切れと!?」

『当然だ。女子の裸を見てそんなことをしてしまったんだ。切腹して然しかるべきだ！　なんなら俺が介かい錯しやくしてやるぞ！　メチャクチャ羨ましいんだよコンチクショウ！』

　完全な私怨じゃねえか。

「いや、さすがに切腹は……。他に何かないのか？　そんなことしたら二人目に謝れなくなるし」

『一人だけじゃなかったのかよ!?　やっぱ切腹一択だな！　潔く腹を切るしかない！　徳川吉宗上様ならきっとそう言う！』

「いや、絶対言わねーよ。ドラマの吉上宗様だったら言うだろうけど、実際の吉上宗様はすごい性豪だからな。あの人、十歳の時に女中に手を出してるからな。将軍になってからもその手のことに関してはかなりアレで、紀州で偽息子が出たときなんか、家老に身に覚えがあるかを聞かれて、身に覚えありまくりって答えてるからな。百から先は覚えていない的な感じだからな。誰との子どもかわかんねーよ的なことも言ってるからな。あっちのほうも暴れん棒将軍だからな」

『もう俺、吉上宗様のことが信じられねぇよ！』

　好きな偉人のイメージが作られたものだとわかり、モッチーは激しく落ち込んだ。

　悪いことしちゃったかな？　サンタクロースの正体をバラす大人って、こんな気持ちなんだろうか？

「吉宗のことでショックを受けているのはわかるけど、どうすればいいか考えてくれよ。俺、本当に困ってるんだ」

『……責任取ってつきあえばいいだろ』

　やさぐれたような声でモッチーが答えた。

『彼女なら裸を見ても問題ない……ことはないかもしれないけど、なんとなく大丈夫っぽいだろ。先を越されるのは悔しいけど、そうすることが一番丸く収まるんじゃないか？』

「そりゃそうだけど、俺が見ちゃったのは二人だぞ？」

『二人同時につきあえばいいだろう。上様ならそうする』

「俺は上様じゃねえ」

　アラブの王族とか、大昔の日本とか、一夫多妻オッケーな国でなら話は分かるけどな。

　現代日本は一夫一妻の大原則がある。そんなことはできない。

「冗談はそろそろ終わりにして、なんか他にないのか？」

『面白みのない意見だけど、誠心誠意謝って許してもらうしかないんじゃないか？』

「やっぱそれだよなあ……」

『土下座からワンチャンパンツ拝めるしな』

「ズボンだから拝めねーよ」

『やっべ☆そうだったな（笑）』

　スカートだったとしても、拝むつもりはないけどな。

　謝っているのにそういうことをしたら、誠意を疑われかねん。

「しかし、まあ、やっぱそれしかないか。許してもらえるかわからないけど」

『念のため、なんでも言うことを一つ聞くって条件を足してみたらどうだ？　誠意と覚悟が伝わると思うぞ』

「そうだな。そうしよう。しかし、明日顔合わせづれぇ……」

『それは我慢するしかないな』

　とりあえず明日の方針は決まった。

　言い訳をせずにひたすら謝る。

『しかし、一体どんな事情があって、わざわざ男子校なんかに入学したのかねえ？　年頃の女の子だってのに』

「さあな。きっと深い事情があるんだろ」
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「すまんっ！」

　登校一番、忍しのぶの姿を見つけた俺はその場で素早く土下座した。

　朝練開始前の時間なので、教室内はまだ誰もおらず、いつものＢＧＭは流れていない。謝罪にはおあつらえ向きだ。

　いきなり謝られた忍は戸惑った様子だったが、すぐに気を取り戻した。

「とりあえず立ってくれ。誰か来たら不審に思われる」

「でも」

「いいから！　私は別に怒っていない！　あれは私のほうにも不注意があったし、その、えっと、お前になら別に、その……」

　照れつつも言葉を選んでいる様子がとてもかわいらしく思えてしまう。

　今まではただの友達だったのに、あんなことがあったからこう思えてしまうんだろうな。

　友達をただの友達としてではなく、『女』友達として見てしまっている自分に、ちょっとだけショックを受けた。節操ないな、俺。

「とにかく私は気にしていない！　だから、お、お前も、気にしないでくれると嬉うれしい」

「わかった。でもいいのか？」

「いいさ。起こってしまったものは仕方がないし。今後のことを考えて、後に引かないためにも忘れよう」

「……ありがとな」

　正直お礼しか出てこない。

　事故とはいえ、女の子の半裸を見てしまったと言うのに、こんなにもあっさり許してもらえるとは思わなかった。

　俺は立ち上がり、制服の膝を払う。

「なあ忍、朝練前で忙しいところ悪いんだけど、もうちょっといいか？」

「手早く終わるなら構わないが？」

　俺は周囲に誰もいないことを確認すると、

「なんでお前この学校来たんだ？」

　なるべく声を抑えて質問する。

「年頃の女子が、わざわざ性別を隠して入るくらいだから、よっぽど事情があるんだろう？」

「う、うむ……まあな」

「差し支えなければ聞かせてくれないか？」

「そ、それはだな、その……」

　俺が質問をすると、忍しのぶはモゴモゴと口ごもった。

　やはり、言い難にくい事情があるのかもしれない。

「悪い、忘れてくれ。言い難いっぽいし答えなくていいよ」

「すまない。そうしてくれると助かる……」

　忍が胸を撫なで下ろした。

「やっぱり、複雑な事情があるみたいだな」

「まあな。悪いが、詳しく聞かないでくれるとすごく助かる」

「そうか」

　そういうことなら仕方ないな。

　俺の体質と同じように、誰にだって秘密がある。

「もういいか？　そろそろ時間なんだ」

「ああ、演劇部だっけ？　朝練頑張れよ──ってやっぱもうちょい待ってくれ！」

　慌てて忍を呼び止める。

「もう一個だけ、もう一個だけお前に言わなきゃいけないことがあるんだ！」

　言わなきゃいけないこととはもちろん、俺の体質についてだ。

　これからもつきあいを続ける以上、知っていてくれたほうが何かと助かる。

「ちょっと信じられないことを言うけど、全部本当のことなんだ。だから笑わず、怒らず聞いてほしい！」

「わかった。で、何だ？」

「言わなきゃいけないことっていうのは、俺の体質のことなんだ。実はさ、俺……女性アレルギーなんだ！　同年代の女の子に触れ続けていると、理性が吹き飛んで口説き始める、厄介な体質を持ってるんだよ！」

　勇気を出して告白する。

　これを聞いて忍はどういう反応をするだろうか？

　冗談だと笑い飛ばすだろうか？

　それとも、信じて距離を置くだろうか？

　覚悟を決めた上での告白だったが、これに対しての忍の反応は、実に意外なものだった。

「ふーん、そうなのか」

　それがどうした──とでも言うような顔で、忍はそう返してきた。

「ふーんって、なんか反応薄いな。結構すごい秘密を打ち明けたつもりなんだけど？　もしかして、信じていないとか？」

「いや、お前は嘘うそを言うような男ではない。信じられないような話だけど、本当のことなのだろう。演劇部を舐なめるなよ？　観察眼は人一倍鍛えられているんだぞ」

「それでも、もう少し驚いてもよくないか？」

「衝撃的な話ではあったけど、驚く必要を感じない。なぜなら、そんな体質があろうとなかろうと………………なんでもない」

「おい」

　何な故ぜ、急にセリフを取りやめる？

　何て言おうとしたか気になるだろうが。

　このままじゃ夜しか眠れなくなるので、この件について忍しのぶに追及するが、

「何でもないと言ってるだろう！　しつこいぞ！」

「気になるんだから仕方ないだろ！　いい加減観念して教えてくれよ！」

「断る！　恥ずかしい！」

「あ」

　そう言い残し、忍は部活に行ってしまった。

　残された俺は、忍のセリフの前後から、隠されたセリフを想像する。

「そんな体質があろうとなかろうと」この後に続くセリフは、俺とあいつの関係を考えると、友情＆好意がうかがえる文章だろう。

　面と向かってそう言うの、たしかに恥ずかしいな。

　納得したところで席に戻り、特にやることもない俺は机に伏して居眠りを始める。

　普段起きない時間だからか、わりとあっさり眠れたようで、気づけば朝のホームルーム。いつも通りの自由すぎる光景が広がる中で目が覚めた。

　そして──。

「……おはよう傑すぐる」

　登校してきたばかりの伊い織おりと目が合った。

「お、おう。おはよう……」

「早速だけど傑、後で話があるから」

　それだけ言うと、伊織は自分の席に座った。

　先手を取られた俺は戦々恐々だ。

　忍は上う手まく行ったけど、今回もそうなるとは限らない。

　内心めっちゃビビっている。

「逃げないでよ？」

　あんなことをしてしまった友達に、一体なにを言われるのだろうか？
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「ごめんなさいっ！」

「は？」

　あまりの反応に、思わず呆ほうけた声が出てしまった。

　昼休み、わざわざ人ひと気けのない屋上に呼び出されたものだから、てっきり俺は罵倒されるものだと身構えていたのにこの反応だ。わけがわからない。

　壮絶な肩透かしを食らったような気分なので、こんな声も出ようというもの。

「えっと、えっとね、あの後やっぱりよく考えたんだけど！　傑すぐるとはまだ友達のままでいたいっていうか。だからつきあえないっていうか」

　え、ナニコレ？

　俺もしかして今振られてるの？

「傑はいいヤツだって思うよ!?　まだ出会ってそんな経たってないけど、本当にそう思ってるんだよ!?　初対面の人間に、自分が濡ぬれてまで傘を貸すとか普通できないし？」

「お、おう？」

「そんなヤツだからオレ──いっか、もう女ってバレてるし。あたしも傑のことは好きなんだけど、傑のこと『いいなー』って思う時もぶっちゃけちょっとはあるんだけど！」

　そんなふうに思われていたのか。

　女だとわかった今だと、正直ちょっと照れるな。

「今のところ恋愛感情よりも友情のほうが強くて、傑のことは友達以上には見れません。あと、あたしは好きな人がいるので傑の気持ちには応えられません。だからごめんなさい！　友達のままでいましょう！」

　今のセリフで確信できた。

　やっぱりこの流れ、俺振られていたんだな。

　……………………何で？

「話はそれだけ。じゃあ、ご飯食べに戻ろう」

「ああ、早く食べないと昼休み終わるしな──って、ちょっと待て！」

「な、なに!?　なんと言われてもあたしの意見は変わらないからね!?」

「ぐっ、いやそれは、その……えーと、い、いいんだけど、何で俺いきなりお前に振られてるの？」

「傑のことは、今のところ友達以上には思えていないから。あと、あたしには今好きな人がいるから」

「それはわかったよ。でも、そうじゃなくてだな」

　裸を見てしまったことが、何で振られる話になったのか？

　今ある疑問を伊い織おりにぶつける。

「だって傑が言ったじゃない。あ、あたしのこと、その……好きだって」

「…………………………………………あ」

　そう言えばそんなこと言ってたな！

　暴走状態の俺の、あんまりにクズな態度に気を取られて、細かいことを忘れていた。

「……今の『あ』ってなに？」

　怖い顔で伊い織おりが睨にらんでくる。

　そうだよな。告白されたのに相手はそのことを忘れているとか。

　自分はさんざん悩んだのにこんな態度されたら腹も立つよな。

「お、落ち着け！　それについては今から話す。ただし伊織、これから俺が話すことは全部事実だって信じてほしい。荒唐無稽なことなんだけど、全部本当のことなんだ」

　俺は伊織に全てを話した。

「ふ～ん、じゃあなに？　昨日の告白は嘘うそなんだ？」

「い、いや!?　嘘ってことじゃあないんだ！　お前のことは、その、好きだし？」

「少し前から気づいてたっていうのは？」

「すまん。それは完全な嘘だ。暴走している俺が言った、その場の勢いのでまかせなんだよ」

「サイッテー」

「ふぐぅ!?」

　蔑むような眼めでそんなことを言われた。

「その場の勢いとか超アウト。エッチなことしたいだけの性欲の化身じゃん」

「違うって言いたいけど言えねえ！」

「あたしすっごい悩んだんだけどなー。帰った後、告白のことを思い出して、傑すぐるとつきあえるか真剣に考えたんだけどなー。真剣に考えた上での告白だと思ったんだけどなー」

「そ、それに関しては本当にすみませんでした……」

「事故とはいえ、裸も見られちゃってるんだけどなー。隅から隅まで」

「だ、大丈夫だ！　見た時間少ないし、そこまで覚えていないから！」

「じゃあ、あたしの胸にあった二つのほくろも忘れてくれた？」

「え？　三つじゃなかった？」

「やっぱ覚えてるじゃん！」

「し、しまった!?」

　こいつ、誘導尋問を使いやがった！

「もーっ！　しっかり見てるじゃん！　覚えてるじゃん！　忘れていないじゃん！」

「ホント、ホントごめん！　申し訳ない！」

　忘れようとしても忘れられるもんじゃない。

　特に、その相手が可愛かわいい女の子だった場合、短時間でも鮮明に脳裏に焼き付くことは必然なのだ。

　それが、男って生き物だからな……。

「う～なんか納得いかないけどまあいいや。傑のこと信じてあげる」

「……本当か？」

「うん、だから許す。あの時はあたしも焦ってたし。傑の言うことも聞かないで離れなかったしね。ちょっとは非があるから」

　腕組みをしながら、伊い織おりはウンウンと頷うなずいた。

「ねえ、確認するけど、このことって誰にも言っていないわよね？」

「あーその、それは……」

「まさか言ったの!?」

「た、他校の友達一人にだけ。どうしたらいいかわからなかったから、相談に乗ってもらうために……」

「うーん、それならまあ、いいかな。あたしが女だってこと漏れないだろうし」

「そのことで聞きたいんだけど、なんでお前この学校来たの？　この学校って男子校だろ？　なんで男装してまで？」

「え、なに言ってるの傑すぐる？　ここ共学だよ？」

　伊織がわけのわからないことを言い始めた。

「おいおい伊織、ここが共学なわけないだろう？　名前だって尾おノの上うえ男だん子し高校だし、生徒だって男子しかいないじゃないか」

「傑こそなに言ってるの？　この学校の名前は尾ノ上『だんし』高校じゃなくて、尾ノ上『おのこ』高校だよ？」

「………………え？」

「それに、少ないけど女子だっているわよ？　みんな男装しているけど、仕草でわかるもん」

「………………マジで？」

「うん、マジで」

　伊織から嘘うその気配は感じない。

　どうやら本当のことらしい。

　マジで一定数女子が混じっているようだ。

「なんでお前たち男装してるの？　学校が共学なら、普通に女子の制服を着ればいいじゃないか」

「あー、それはねえ……えーと、これだと思う」

　苦い顔をしながら、伊織はスマホを操作し、俺に見せる。

「こ、これは!?　……なんか、すごい納得した」

「……でしょ？」

　伊織がスマホをポケットにしまう。

　スマホの画面を見た瞬間、伊織を含む女子が、全員男装している理由がわかってしまった。

「こんな制服がこの世にあっていいのか？　名状しがたいほどクソダサいんだが？」

　そう、ウチの学校の女子制服は、言葉で表現できないレベルでクソダサだった。

　それでもあえて例えるなら、予算の足りないＢ級ＳＦ映画に出てくるような、幾何学模様をベースにした服と言えば、少しはわかってもらえるかもしれない。

　胸のポケットはハート形だし、スカートは虹色な上、昭和のスケバンかとツッコみたくなるくらい丈が長い。

「これは、恥ずかしくて着れないな。水着で登校したほうがなんぼかマシじゃないか？」

「ジェンダー配慮で、好きな制服を着ていいって校則にあったから、みんな男子制服を着ているんだと思うわ。男子制服は普通のブレザーだし」

「なるほど、男装の理由はわかった。でも、なんで男のフリを？　共学の上、男装が認められているなら、それこそ普通に女子生徒として通えばいいじゃん」

「朝のホームルームを見てそんなことが言えるの？」

「……言えないな」

　改めて思い返すまでもない。

　女子がいないと思うがゆえに繰り広げられる、男子を体現した自由と平等と欲望の宴──具体的に言うとエロとオタ趣味のフルバースト。

　自由と平等の国のアメリカを通り越して、旧約聖書にあるソドムとゴモラの街レベルで、欲望がそこかしこでぶちまけられている。

「あんな光景が毎日繰り広げられている中で、素直に女だなんて明かせないわよ。ぜったいエッチなことされるもん。汚されちゃう……」

　さすがにそれは考えすぎだと思うが、警戒するのも納得ができるんだよなあ。

「だから、あたしはこれからも男のフリを続ける。他の子のことは気づいても知らんぷりしてあげてよね」

「ああ、わかった。俺の体質もあるし、気づいたらなるべく距離を取るようにするよ」

「そういえば傑すぐるの体質って治る見込みはあるの？　ここって共学だし、大丈夫なの？」

「医者の話だと免疫さえできればそのうち治るらしい。共学って言っても、気づかなければ大丈夫だ。気づいても、たぶん男装状態なら問題ないと思う。ちょっと触らせてくれ」

「ん、オッケー」

　試しに伊い織おりに触れてみる。

　……うん、大丈夫だ。今は女と知っているけど、視覚情報が誤ご魔ま化かしてくれているので、特に危ない感じはしない。

　服が見えない、超至近距離とかだったらアウトだろうけどな。

　密着さえしなければなんとかいけそうだ。

「大丈夫みたいね」

「ああ、そのようだな」

　確認もできたし一安心だ。

　もしダメだったら、転校も視野に入れなければならなかったのでホッとする。

「よしっ、それじゃあ長くなったけどこれで終わりね。お昼終わらないうちにご飯食べようよ」

「そうだな。腹も減ったし」

　戻る時間も惜しいので、屋上のフェンスに寄りかかりながら、持ってきたパンをかじる。

「なあ伊い織おり」

「なに？」

「女子が男のフリを続けるのって難しいだろうし、困ったことがあるなら何でも言えよ。昨日のこともあるし、俺にできる範囲でなら協力してやるから」

　これを聞いた伊織は、一瞬キョトンとしたあと、すぐに笑顔になり、

「ありがとっ。それじゃあ、その時はお願いするね」




　それから二人で残りの時間、他た愛あいない話をしながら昼飯を食べた。

　昨日みたいなことがあった後だけに、変わらずにいれて本当に良かったと思う。

　いや、むしろ、俺の体質がわかった後でも友達でいてくれることがわかって、前より良くなったかもしれない。

　たとえ女子だとわかっていても、視覚情報が男子寄りならば、暴走しないで普通にいられることもわかったしな。

　最初から女子だとわかっていたら、そもそも友達になんてなれなかっただろうし、体質についてより深く知ることもなかっただろう。

　それもこれも、共学校を男子校に誤認させた、クソダサ制服のおかげだな。

　本当にクソダサ制服様々だ。

　俺のことを理解してくれる友達に会えたし、体質についてもより深く知れたし、この学校に入って心底良かったと思う。

　ホント、男おの子こ校こうは最高すぎるわ。

　この最高が永遠に続くといいよな。
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「というわけで、全部丸く収まったんだよ」

『……へえ、よかったじゃんか』

　今夜もいつものように、モッチーから電話がかかってきたので近況報告をすると、不機嫌そうな声が返ってきた。

『なるほど。美少女二人の裸を見たのに、全て丸く収まったと。ふむふむ、なるほど。なるほどなあ……』

「なんだよ？　何か言いたそうだな」

『いやな、そんな羨ましい体験をしておいて、全てが丸く収まるとか、傑すぐるは一体どんな善行を前世で積んだのかと思ってな。もしかして世界でも救ったのか？』

　知らんて。

『普通、アクシデントとはいえ裸を見ちゃったら、蛇だ蝎かつのように嫌われるぞ？　それを二人とも許してくれるとかありえないって。そんなの許されるのは勇者くらいのもんだろ』

「たしかに、勇者なら何しても許される気がしないでもないが」

　不法侵入からの窃盗コンボ決めても、罪に全く問われないからな。

　毎回思うんだけど、あの世界って王様がちゃんと統治できているのか怪しいよな。

　王侯貴族と勇者の特権階級が好きなことをやっている、偽りの平和という気がしないでもないけど、そこをツッコむのはヤボなので言わない。

　ゲームと現実は違うし、そういう世界もあるんだろうさ。

　現実と混同してはいけない。

『いかなる事情があったとしても、年頃の女の子が男に全部見られているのに、謝っただけで許してもらえるわけないだろう！　人生を甘く見るなよ、傑。女子の身体は謝ったくらいで許されるような安物じゃない。なのに許してもらえるなど、そんな都合のいいことあるものかよ！』

　声を荒げながら、モッチーは一息で言い切った。

『これは絶対何かまだあるぜ。俺はそう確信している』

「だったら、何があるっていうんだ？」

『非常に悔しいけど、答えは一つだ』

　ギリッ──という歯ぎしりが電話越しに聞こえた。

『その二人、絶対傑に気があるぞ』

「ブフォッ!?」

『好きな人だったら、見られても問題ないからな……』

　非常に悔しげなトーンでモッチーが言う。

『傑すぐるのことが恋愛的に好きだからこそ、裸を見られても許したんだ。……くううぅぅぅ！　くっそ羨ましいなあ！』

　好きな人だからこそ全部許せる。

　なるほど──納得できる理由ではあるが、残念ながらそれはないと思う。

　伊い織おりは他に好きな人がいるらしいし、忍しのぶは他に理由があるんだろう。

　あいつの好みは優しい人らしいので、俺みたいに無意識に年頃の女性を口説くような、女性に優しくない男は正反対だと思う。

『美少女二人に思いを寄せられるとか羨ましいなあ、オイ！　しかもお前しか彼女たちの魅力を知らないとか、完全に独占してて超羨ましいわ！　堂々と人前でイチャついても男子校だから、友達同士のじゃれ合いにしか思われないし、思いっきり見せつけられるじゃねえか！　優越感に浸りまくりじゃねえか！　しかもバレる危険と隣り合わせのハラハラドキドキなソフトＳＭでもあるじゃねえか！　高校生からそんなマニアックかつ大人な遊びができるだなんて、すごく、すごく羨ましい…………チックショオオォォォッ！』

　絞り出すような声がスマホから聞こえる。

　本気で羨ましがっているようだし、これは男子校じゃなくて男おの子こ校こうという共学だったことは、今は教えないほうがいいかもしれない。

　時期を見て打ち明けよう。

『神よ、傑に呪いあれ。一件落着なんてことにはせずに、一難去ってまた一難な試練をお与えください』

「冗談でもそういうの止めてくれるか!?」

　立て続けにありえないレベルのことが起こりすぎて、正直いっぱいいっぱいなんだよ！

　これ以上の変なことは、俺の心臓と信用的に起こってほしくないんだけどな！

『ふっ、心配するな。俺の信奉する神様はエロス神だ。実際起こってもラブコメ的なものになるから問題ないさ。良かったな、親友』

「そのほうが余計に嫌なんだけど!?　体質が作用して、人間関係グチャグチャになりそうですごい嫌なんだけど!?」

『平気、平気。傑なら何とかできるって。セリヌンティウスとの約束を守り、最後まで走り続けたメロス──の元になった太だ宰ざい治おさむの実体験のように！』

「それダメなほうのメロス！」

　太宰は実体験からメロスを書いた説があるけど、メロスみたいに走り切っていない。

　借金のカタに友達を人質にして逃亡を図ったという、控えめに言ってダメな人なのだ。

　その他にも恋人と一緒に心中しようとして自分だけ助かったり、薬物中毒だったりと、アレなエピソードに事欠かない、

　まさに人間失格を体現した人──それが太宰治リアルメロスである。

『大丈夫だって、そんな太だ宰ざいだけど結構何とかなってたっぽいじゃん。お前もきっと何とかなるって』

「無責任なこと言いやがって！　おい、ちょっと!?」

『悪い傑すぐる、眠いから話の続きはまた今度な』

「待て！　せめて呪いを解いてから電話を切れ！　おい、モッチー……って切れてる!?」




　そんな感じで、今夜の電話は終わった。

　俺はスマホを机に置くと、物置になっている隣の部屋へと移動し、中の荷物を仕分け始めた。

　近いうちに、この部屋に新しい家族を迎えるために。

「頼むから、これ以上何も起こらないでくれよ……」







　そう願ってから一日が経たち、二日が経ち、一週間──。

　俺は何事もない平穏無事な、男子校（っぽい）ライフを送れていた。

　そりゃそうだ。現実的に考えて、これ以上変なことが起こるわけがない。

　実は共学校だったという事実も、徐々に受け入れられるようにもなってきたし、男装女子っぽいクラスメイトとは、一定の距離を保ちつつ会話することにも慣れたし、男装している女子に囲まれ、俺の女性アレルギーに免疫ができてきたような気がしないでもない。

　一時はどうなることかと思ったけど、雨降って地固まる──だな。

　こんな緩い日常が三年間続けばいいな──と、俺は思っていたのだが、やはりそうはいかなかった。

　完全にフラグだったもんな、今の俺の考え。




「きみのことが、大好きです」




　俺は今、三人の友達の最後の一人、唯一の男友達だと思っていた千ち尋ひろから告白をされている。

　伊い織おり、忍しのぶに続き、なんと千尋も女子だったというわけだ。

　いったい、何でこんなことになっているのか、それは数十分前にさかのぼる。
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「おーい、千尋。何やってんの？」

「あ、傑！　ちょうどいいところに！」

　場所は校舎裏。

　連日行っていた、新しい家族を迎えるための準備がようやく終わり、なる早で帰宅しなくてもよくなった俺は、授業終了後、教室で少々居眠りをしていた。

　そんなに眠いなら早く帰れ──と思われるかもしれないけど、先に寝たい時ってあるだろう？　めちゃくちゃ疲れている時とか、夜更かしでゲームした時とかさあ。

　そんな状態だから、帰って寝るどころか、保健室まで移動するのもメンドくさかったので、ちょっと寝てから帰ろうと思ったわけだ。

　一時間ほど寝させてもらってから、目覚めのコーヒーを買おうと、校舎裏を使った食堂までのショートカットを試みた結果、こうしてこんな事態に遭遇している。

「ちょっと助けてくれないかな？　降りられなくなっちゃって……」

「それは見ればわかる」

　頭上から降り注ぐ聞きなれた声の主、千ち尋ひろを見上げながら状況を確認する。

　千尋の現在地は、高さ三メートルほどの位置にある枝の中間地点。

　件くだんの樹は表面がツルツルしており足掛かりなどは見当たらない。

　上るためのハシゴなども見当たらない。

　いったいどうやって登ったんだろうな？

「なんでそんな場所に？　孵ふ化かするのが早かったカブトムシかクワガタでもいたのか？」

「そんなことでこんなところまで登らないよ！」

　それもそうか。

　もう俺たちは高校生なわけだし、カブトやクワガタくらいで木登りなんてしないよな。

「猫がいたから、助けようと思って登ったんだけど、いざ下りるとなったら怖くて……」

　説明を聞いて合点がいった。

　千尋は俺たちの中でも、特に優しい性格をしている。

　困った動物を見てしまい、見るに見かねたんだろう。

「状況はわかったけど、肝心の猫は？」

「……とっくにどこかに行ったよ」

　自力で降りたんだな。

　猫みたいな小動物は、慣れないうちは腰を引くけど、いざとなると自力でさっさと解決できるくらいには強いものだ。愛らしさに誤ご魔ま化かされてはいけない。

　千尋という外敵が加わったことにより、生存本能が働き、自力で脱出したってところか。

「うぅ、ボクのやったことの意味は？」

「そう深く考えるなよ。結局、猫は助かったんだし」

「それはそうだけどさあ……」

「ならそれでいいんじゃないか？　見返りが欲しくてやったわけじゃないだろ？」

　そもそも、猫に見返りを求めるとか無理だし。

「お前は猫みたいに降りられないのか？」

「無む茶ちや言わないでくれるかな？」

　三メートルちょっとくらいだし、飛ぼうと思えば飛べると思うけどな。

　まあ、飛んだら飛んだでかなり痛そうだし、最悪足を痛める。

　できればやらないほうがいいというのも、また一つの真実なわけで。

「それで、俺はどうすればいいんだ？」

「今からぶら下がるから、ボクの身体を支えてほしい」

「オッケー、わかった」

　そう言い、千ち尋ひろの身体の真下に移動する。

「じゃあいくよ？　腰のあたりをギュッて抱きしめてくれればいいから」

「はいよ」

　言われた通り準備する。

　俺が両手を上げたのを確認すると、千尋はゆっくりと、慎重に枝にぶら下がった。

　俺は言われたとおりに腰に手を伸ばす──のだが、ちょっと届かない。

　予想よりも枝の位置が高かったので、千尋の腰まで手が届かなかった。

　現在俺の手は、千尋の尻の位置にある。

　あ、今ちょっと当たった。なんかやけに柔らかいな。

「え、ちょ、傑すぐる!?　そこ腰じゃなくてボクのお尻なんですけど!?」

「悪い、腰まで手が届かないみたいだ」

「じゃ、じゃあ、そこでいいよ。しっかりギュッて支えるんだよ!?　絶対落とさないでね!?」

「任せろ！（ギュッ）」

「きゃっ！」

　尻をがっちりつかんだ瞬間、千尋から悲鳴のような声が上がった。

　なんか可愛かわいい声だな。

「み、三つ数えて手を離すからね!?　ゆっくり下に下ろしてよ!?」

「わかった」

「３・２──（ベキッ）あっ!?」

　千尋の体重に耐えられなくなったのか、ぶら下がっていた枝が折れた。

　不意打ちのようなタイミングで、千尋の全体重が俺の身体にかかる。

「ぐっ!?　お──？」

「傑!?」

　持ち上げた千尋の身体は、男にしては信じられないほど軽かった。

　普段であれば、片腕で持ち上げられる程度の重さではないだろうか？

　だがしかし、いかんせん不意打ち気味だったことと、連日の整頓作業で疲れているということが災いして、俺はバランスを崩してしまう。

「傑、頑張って！　しっかり支えて！」

「わかってる！　任せ──（つるっ）──あ」

「あ──」

　手が滑った。

　男子制服を触ったことがある人ならわかると思うけど、制服のズボンって結構つるつるしていて滑りやすい。

　そんなものに、上から下へと力がかかれば、ツルッといくのは自明の理だ。

　重力が加わった千ち尋ひろの身体は、俺のホールドをものともせずに地面へと落下。

　俺は、せめて千尋が怪け我がをしないようにと、落下を止めるべく抱きしめる力を強めた。

　その結果、俺は千尋の制服──それもＹシャツの中に手を突っ込んでしまう。




　──ぶちぶちぶちぶちっ！




　突っ込んだ手がボタンに引っかかり、重力により引っ張られた千尋の制服とＹシャツのボタンは全て吹っ飛び、前が思いっきりオープンになってしまった。

「うわっ!?」

「きゃっ!?」

　そんな状態でバランスを保てるはずもなく、俺と千尋は転倒した。

「悪い、支えきれなかった。大丈夫か千ひ──？」

「ああ、大丈夫。少しお尻が痛いけ──？」
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　俺は、いや、俺たちは、お互いの状況を把握して目が点になった。

　転ぶ際、俺が前のめりに倒れたせいで、俺が千ち尋ひろを押し倒す形になっている。

　制服とシャツのボタンが壊れ、胸を丸出しにした千尋をだ。

　それがどうした──と思うかもしれない。

　事実、俺も聞いただけならそう思うことだろう。

　男の胸が出ていることの何が問題なのだ、と。

　プールとかだと常に丸出しじゃないか、と。

　しかし、千尋の胸は出しちゃいけない胸だったのだ。

　男の胸じゃ、なかったのだ。

「ち、千尋、お前……」

　なんということだろうか。

　俺の友達は、最後の一人も女だった。

「……とりあえずどいてくれる？　全部、話すから」

　言われるままに千尋からどき、後ろを向く。

　千尋は制服の前を閉じると、俺の袖をちょこんと引っ張って移動を促す。

「理事長室に行くよ。ついてきて」
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「女だってこと、黙っていてごめんなさい」

　理事長室で、千尋が申し訳なさげに頭を下げた。

　女だと判明してからの千尋は、男装している時とは違い、爽やかなイケメン王子様といったふうではなく、ちょっと元気なお姫様といった印象を受ける。

　なんていうか、守ってあげたくなる系の、少し浮世離れしていそうな女の子だ。

　服の状態が状態だし、今は余計にそう思える。

「ボクが女だって知って、びっくりした？」

「そりゃ、まあ……」

「それにしては、やけに落ち着いているような気がするけど？」

「気のせいだろ？　十分びっくりしてるって」

　どちらかというと、運命のイタズラ的な巡りあわせのほうにだが。

　なんでこんなことが三連発で起こっているのだろう？

　十億円の宝くじに当選するくらいの低確率じゃないか、これ？

「そんな感じには見えないけど。もしかして気づいていたのかな？　ボクの性別。男の子のフリ、結構自信があったんだけど」

「いや、全然気づいていなかった」

　気づいていたら、そもそも近づいていない。

　俺の体質が発動して、中学の時みたいな暗黒時代に突入しかねないからな。

「えっと、千ち尋ひろはなんで男装を？　共学だよな、ウチの学校」

「あ、それは知っていたんだ」

「ついこの間だけどな」

「だったら、想像つくんじゃない？」

「うん、まあ、なんとなくは」

　やっぱりあの制服か！

　学校関係者にも不評とか、何のためにあの制服あるんだよ？

「ありえないよね、あのデザイン。あれ着て登校するくらいなら、メイド服着て登校したほうが全然マシだよ。メイド服可愛かわいいもん」

「純粋な疑問なんだけど、あの女子制服ってなんでオッケーが出たんだ？　誰が見てもダメなヤツじゃん」

「それは理事長──ボクのおじいさまが原因なの」

「理事長が？」

　理事長はいわば、学校経営における社長のようなものだ。

　経営トップの鶴の一声でゴーサインが出てしまったというなら、そういうこともあるだろう。

　けど、なんで千尋の爺じいさまはあのようなクソダサ制服を採用したんだろうか？

　そのあたりのことを質問してみる。

「あの制服なら絶対誰も着たがらないだろうからって」

「なんだその理由？　そんなことをしたら、経営的にマイナスじゃないのか？」

「そうなんだけど、おじいさまはそれでも構わないんだよ。おじいさまは利益を出すこと以上に、ボクを守ることを目的にしてるからね。他の男の子から」

「お前の爺さんバカだな！」

　話を聞いて、思わず口から飛び出てしまった。

　だってそうだろう？　孫娘に変な虫がつかないようにするために、利益度外視で学校立てるとか、バカ以外の何者でもないぞ。誰が聞いてもバカだって思うぞ。

「だったら、いっそのこと女子校にすればよかったんじゃないのか？」

「女子校だと人が集まらないんだよ。世間は共学化の波が来ていて、男子校や女子校の人気はいま一つというのがこの業界の現状なの。あとはおじいさまの趣味だね」

「お前の爺さんやっぱバカだな！」

「秘書や執事を男装させると、おばあさまに浮気がバレにくかったらしいの」

「お前の爺さん最低だな！」

「バレてもおばあさまが笑って許してくれたらしいの。むしろもっとやりなさいって」

「お前の婆ばあさんも最低だな！」

「その過程で性癖がねじ曲がったらしいの。今じゃ男装とＮＴＲじゃなきゃ興奮できないって」

「お前の祖父母いくつだよ!?」

　千ち尋ひろの爺じいさん婆ばあさんが、未来に生きすぎている。

　今のようなネット社会の人間じゃないのに、性癖がグローバル化しすぎている。

　男装とＮＴＲとか、性癖が衰えを知らなすぎる。

　金持ち恐るべし。

「そんなわけで、共学だけど見た目男子校で、その上実質女子校になっちゃって、人が集まらずに定員割れを起こしてね……。家のお金をドブに捨てたって、母さまがもうカンカン。一族の緊急会議を開いて、おじいさまから経営権を取り上げたの。ボクが理事長室でやっているのはその後始末なんだ。おじいさまのせいで傾いた経営を、少しでも立て直すために色々してるの」

「そいつは本当にお疲れ様……って、ちょっと待て」

「うん、何？」

　千尋がかわいく首を傾かしげた。

「見た目男子校だけど、実質的には共学じゃないのか？　よーく観察しなければわからないけど、男女比って見た感じ半々くらいだろう？」

「あ、傑すぐる気づいていないんだ。まあしょうがないか。プロの子も結構いるし」

「？」

　気づいていない？　プロの子？

　いったい千尋は何を言っているんだ？




「言っておくけど、うちの学校の生徒、傑以外全員女の子だよ？」

「うっそだろお前!?」

　思わず声が出てしまった。

　え、嘘うそ？　なんでなんで!?　それって本当なのか!?

　俺以外全員女子とか本気なの!?

　男子高校とかいう字面なのに、実質的には女子校なの!?

「朝のアレとか、持ち込んでいるブツとか、しゃべり方とか仕草とか、明らかに男子的な行動をしているヤツのほうが明らかに多いのに!?」

「みんなカムフラージュ上う手まいよねえ。特に演劇部の子なんて、言われなきゃ絶対わからないレベルだし」

「なんで、そんなカムフラージュを？」

「ほとんどの子は怖いからじゃないかな？　女だってバレたら、周りは一見全部男子だから、どんな目にあうかって思っちゃうし」

「やっぱり、そう思う子は多いのか……」

「朝のアレも拍車かけているよね」

　エロゲーの淫語ボイスが、過剰な防衛本能を引き起こしていると思われる。

　時々凌りよう辱じよく系のボイスも流れるし、さもありなん。

　まあ実際のところ、そんなことするようなヤツはいないと思うんだけどなあ。

「せっかく男子制服を着ているんだからって、遊び気分で振る舞っている子と、演技の練習で振る舞っている子も一定数いるよ。芸能活動をしている子もいるから」

「え、マジで？」

「うん、誰かは言わないよ。女性芸能人のプライベートを守るには、結構都合がいいみたいなの。うちの学校」

「学校生活がバレようがないもんな」

　性別を偽っているわけだから、変装タイミングさえ見られなければまずわからない。

　更衣室やシャワーは鍵付きの完全個室だし、プールの授業もない。

　トイレだってもちろん、隙間なしの完全個室。その上防音設備も完璧なので、視覚も聴覚も嗅覚も、あらゆる人間の五感から、事態の察知を許さない。

　隣の席のクラスメイトが、実は男装した女の子であったとしても、少しも気け取どられないようにする気配りが随所に散りばめられている。

　女の子が安心して、擬態して学校生活を送れるように、システム回りが整っている。

　良いか悪いかは別として。

「うーん……」

「傑すぐる、どうしたの？」

「千ち尋ひろ、俺、転校したほうがいいかな？」

「なんで!?」

「だって、俺以外全員女子とか色々とヤバいし」

　もちろん、女性アレルギー的な意味でだ。

　男装していることで女子という認識が俺の中で薄れるので、アレルギーの発作は出ないのだが、いかんせん女子の全体数が多すぎる。

　今日の千尋やこの前の伊い織おり＆忍しのぶのように、何かしらのアクシデントが起きて、暴走してしまう可能性は十分に考えられる。

　そうなったらもう、中学時代と同じことが起きることは簡単に予想できる。

　高校時代でも友達皆無な、暗黒の青春を過ごすハメになるだろう。

　半々くらいなら、警戒していればそういうことも起きないだろうと思ったけど、さすがに俺以外全員女子とかになるとそう楽観視はできない。危険度が一気に跳ね上がる。

　そうなる前に転校して、今の友達の状態をキープしたまま、スクールライフを別にしたほうがいいんじゃないだろうか？

　芸能関係と問題起こすと、なんか怖そうだし。

「今すぐには無理だけど、夏休み明けくらいをめどに、他の学校に行ったほうが……」

「だ、ダメーっ！」

「──っ!?」

　千ち尋ひろが大声を出して立ち上がった。

「だめっ！　そんなの絶対だめっ！　転校なんて考えないで！」

「ち、千尋、近い近いっ！」

　千尋が俺に掴つかみかかってきた。

　千尋の顔と、壊れたＹシャツから覗のぞく胸の谷間のせいで、俺の理性が飛びそうになる。

「絶対だめだよ！　転校なんて考えないでよ!?」

「わかった！　わかったから離れてくれ！」

　必死に訴えると、千尋は素直に離れてくれた。

　濃厚だった女子力が薄まって、心臓が徐々に落ち着きを取り戻す。

「転校って言ったって、引っ越すわけじゃないんだし、そんなに声を上げなくても」

「そうだけど…………うん、やっぱだめ。転校は認められない」

「わかったけど、その、いいのか？　倫理的に。俺以外全員女子なんだろ？」

「もともと共学だし問題ないよ。あらゆる施設でプライベートは保証されているもの」

「たしかにお前の言う通りだけどさ」

「と・に・か・く、ゼッタイダメだから！　これ以上言うなら転校できないよう、首に縄を引っかけちゃうからね!?」

「お、おう……」

　興奮した千尋が、再び俺に近づこうとした気配を感じたので、俺は説得を諦めた。

　俺としても、別に転校がしたいわけじゃないので諦めるのはいいのだが。

「千尋」

「だめだよっ！　なんて言おうと絶対にだめだから！」

「いや、それはもう諦めたよ。学校関係者のお前がいいって言うならいいけどさ、なんでそんなに引き留めるんだ？　さっきも言ったけど、引っ越すわけじゃないんだし、会おうと思えば会えるわけじゃないか」

「そ、それは、だって…………」

　千尋が目をそらし黙り込んだ。

　ややうつむいた姿勢のまま、両腕を股でギュッと挟んでいる。

　……目の毒だな。俺も目線を外そう。

　腕のＶで谷間が強調されていて、見ていたら間違いなく暴走する。

「……だって、好きな人と一緒の学校がいいじゃない」

　千ち尋ひろの視線がこちらを向いたのを感じ取った。

　俺は千尋の顔だけに意識を向け、彼女のほうへと視線を戻す。

「傑すぐる、ボクね……」

　差し込む夕日に顔を照らされている千尋は、なんというか、とても綺き麗れいだった。

「傑のこと、好きだから」

「へ？」

　我ながら、ものすごく間抜けな声だったと思う。

「初めて会ったあの日、見ず知らずのボクに、ボクたちに優しくしてくれたあの日から、友達になった今でも、ずっと、ずっと好き。大好きなの」

　そんな間抜けな声をものともせず、心の内を熱さそのままに打ち明けた千尋。

「傑のことが好きだから、好きな人と一緒に学校に通いたいから、他の学校になんて行ってほしくない」

　千尋は俺の目をじっと見つめ、最後の言葉を口にした。

「きみのことが、大好きです」







　どれほどの間、時間が経たったのだろう？

　俺たちの間に流れた沈黙は、ほんの十数秒だったのかもしれないし、五分を超えるほど長かったのかもしれない。

　実は男女比が共学を通り越してほぼ女子校だったという衝撃から、時間をおかずに襲い掛かった二つ目の衝撃のせいで、俺の体内時計は完全に狂ってしまったようだ。

　返事を考えるための貴重な時間を、無駄な時間把握に費やされ、頭の中は真っ白だ。

「ご、ごめんなさい！　突然こんなこと言って！」

「あ、いや」

　重苦しい沈黙が耐えられなかったのか、千尋が突然そんなことを言いだした。

「ついさっきまで男だと思っていた友達に、いきなりそんなこと言われても困るよね、うん！　すぐに答えなんて出せないよね！　返事はまた今度でいいから！」

　千尋はそのようにまくし立てると、座っていたソファから立ち上がった。

「さ、話は終わり！　そろそろ日も暮れるし帰──あっ！」

　近くに置いてあったカバンを手に取り、足早に出入り口へと向かおうとした千尋は、バランスを崩して盛大に転んだ。

　俺のほうに。

　そうなると場所的に、同じく立ち上がろうとした俺の胸に、千尋が飛び込んでくる形になるから──わかるよな？

　わからないやつのためにもう少し補足をすると、現在千尋は制服とＹシャツのボタンが全部取れて、胸の谷間が露あらわになっている。

　その上、俺に密着している。故に、俺は千ち尋ひろの格好が男装状態であると認識できない。

　ちなみに千尋の胸は、同年代の女子に比べてたいへん発育がよろしい。

　いったいどうやって制服の下にしまい込んでいるのだろうか？　人類の技術すごい。

　そんな立派な女子力を、俺がぶつけられたらどうなるか？

「今度と言わず、今ここで言ってやるよ」

「えっ？」

「俺もお前のことが好きだ。俺のものになれ、千尋」

「……はい♪」
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『なんだそのイケメンムーブは!?　俺のものになれ？　そんなセリフを言って許されるのは、少女マンガのイケメンだけだぞ！　現実に言ったらドン引きするやつだ！　いつからお前は現実と妄想の区別ができなくなったんだ!?』

「千尋を抱きとめた瞬間かな……」

　千尋の感触とにおいを俺の脳が理解した瞬間、俺の理性は吹っ飛んだ。

　女性アレルギーが発動し、俺の身体は暴走した。

　その結果があのイケメンムーブときている。

　ぶっちゃけ誰かに殺してほしい。

『そんなドン引きムーブをかましているのに、相手の女の子はオッケーなのか。………………はああああぁぁぁぁぁ』

　電話越しでもわかるほど、大きなため息をモッチーが吐いた。

　肺の中の空気が全部出たんじゃないかというほどのため息だ。

『……悔しいがおめでとう。これで傑すぐるも彼女持ちかよ。羨ましくて呪ったけど、どうやらその呪いは祝いと化したようだな』

「いや、ところがそうでもないんだよ」

『どういうことだ？』

　実はこの話にはもうちょっと続きがある。




「まじで、まじでどうしよう？」

　暴走が収まり、理性を取り戻したときはもう後の祭りだった。

　いつの間にか俺は千尋と別れ、一人駅へと歩いていた。

　そんな時、俺のスマホから音が鳴る。

　相手を確認すると伊い織おりだった。

　話があるから来てほしいと言われ、俺はその足で待ち合わせ場所に向かう。




「ごめんね、わざわざ呼び出して」

「別にいいさ。気にするなよ」

　待ち合わせ場所は、駅前にあるファストフード店だった。

　世界展開している有名なあの店だ。

　俺と伊い織おりは適当にジュースとポテトを頼み、周囲に人がいないのを確認してから、空いている席に向かい合って座る。

「傑すぐるさ、前に言ったこと覚えてる？」

「言ったことって、どんなことだ？」

「ほら、困ったことがあるなら相談しろってやつ」

「ああ、そんなこと言ったなあ」

　経緯が経緯だしちゃんと覚えている。

「わざわざ確認するってことは、何かあるのか？　相談したいことが」

「うん、まあ、そんなとこ……」

　伊織はポテトをつまみながら、そう返した。

「で、相談ってなんだ？　一応聞くけど、俺にできることしか無理だぞ？」

「そこは安心してよ。むしろ傑にしかできないっていうか……」

　言い難にくいことなのか、伊織は視線を合わせない。

　時折チラチラと俺を見て、視線が合いそうになると慌てて外し、ポテトやジュースで行動を誤ご魔ま化かす。
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　ぶっちゃけすごくかわいいと思う。女だってわかってから、こういった仕草がとても女の子らしく見えて、心の琴線に触れまくる。

　なんとなくだが、俺を見る伊い織おりの顔が、赤くなっているような気がしないでもない。

　これはまさか……もしかして？

「なあ、それって千ち尋ひろや忍しのぶじゃ無理なのか？」

「う、うん……」

「俺にしか、できないことなのか？」

「そう、傑すぐるにしかできないの。傑にしか……」

　頷うなずきながら伊織が言う。

　もじもじした様子、言いにくそうな態度、俺から外した視線と染まる頬ほお、そして──俺にしかできないこと。

　やはりこれは、もしかして……伊織も俺のことが好きなのか？

　モッチーいわく、俺に気があるとのことだし、まさか……いや、いやいや、さすがにそんなわけはない。ないよ、うん。

　さすがにこれ以上衝撃的なことが一日に起こるはずがないだろ。

　名前に男子校とある学校が、共学を通り越して実質女子校。

　千尋が俺のことを好きだったことに加えて、本当は伊織も俺のことが好きだったとか、ありうるはずがない。

　もしもそうだったら俺たぶん死ぬな。

　宝くじに三連続で大当たりするような天文学的な確率が一日に起こるとか、常識的に考えてありえない。

　だから違う、絶対に。

　そう頭では否定するけど、その常識的にありえないことが、立て続けに起こっていることもまた事実なわけで。

　二度あることは三度あるともいうわけで。

「なあ、伊織、もしかしてだけど」

　なかなか口を割ろうとしない伊織に痺しびれを切らした俺は、勇気を出して質問する。

「もしかしてだけど、俺のことが好き──だとか？」

「は？　そんなわけないじゃん」

　違った。

「だ、だよなだよな！　そんなわけないよな！　前にちゃんと否定しているもんな！」

「そうだよ。そりゃあ傑のことは好きだけど、あくまで友達としてだから。そこ勘違いしないでよね？」

　大慌てで取り繕った結果、なんとか誤魔化すことができたようだ。

　あっぶねえ。タイミングが遅れて、誤魔化すのに失敗してたら、完全にイタイやつになってたぞ。

　だが、この勇気ある一言である意味安心したのもまた事実。

　伊い織おりは俺のことが…………恋愛的な意味で、その、好きじゃない。

　つまり、前にモッチーが言ったことは外れて、これ以上のヤバいイベントは起こらないということに他ならない………………って、思ったんだけどなあ。

「あたしが好きなのは傑すぐるじゃなくて千ち尋ひろだもん」

「そうだよな！　千尋ならともかく俺のことなんて………………ん？」

　伊織の言葉を聞いた瞬間、俺の脳はフリーズした。

「相談って言うのはね、千尋についてなの。あたし、千尋のことが、その、好きだからさ、告白する前に千尋のことを探ってほしいのよ。好きなものとか、好きな場所とか」

「あ、うん、はい」

「傑と千尋ってすっごく仲いいでしょ？　それとなく聞いてくれないかな？」

「お、お前も仲いいじゃん……」

「そうだけど、やっぱり男と女だし、微妙な距離を感じるのよね」

「そ、そうかなー？　それは気のせいだと思うんだけどなー？」

「気のせいじゃないし！　傑とあたしだと微妙な温度差あるし！」

「そう思うのはたぶん、千尋が俺のこと……」

「とにかく、そういうわけだから協力してほしいの！　いいわよね、ね!?」

「任せろダメだ……え!?」

「わーい、やったーっ！」

　返事の瞬間、俺の両手を包み込みつつ、伊織は急接近してきた。

　女子の手の感触、至近距離の顔と柑かん橘きつ系けいのにおいにやられ、俺の身体は一瞬だけ暴走する。

　女子を口説き落とすために、最適の行動をとらんと勝手に動いた。

「それじゃ傑、明日から協力よろしくねーっ！」

「ちょ、ちょっと待て伊織！　今のなし！　やり直させて！」

「にひひっ♪　受け付けませーん！　男なら一度言ったことは貫こうよ、ね？」

「今のは俺が言ったんじゃない！　お前知ってるだろ！　説明したよな、俺の体質!?」

「あーあー、聞こえなーい」

「聞けええぇぇぇぇっ！」

　何度も訂正を要求したが、結局受け入れられなかった。

　伊織は俺を店に置いたまま、さっさとどこかへ行ってしまう。

　一人残された俺は、余ったポテトの山と格闘しながら、一人この難問に取り組むのだった。

「なあどうすんのこれ!?　マジでどうすんだよおおおぉぉっ!?」
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「──ってわけなんだよ」

『うわははははははははははははははははははははは！』

「爆笑するのやめてくれるか!?」

　底抜けに明るい声が、スマホから大音量で流れてきた。

『いやあ、悪い悪い。自分で呪っておいてなんだけど、まさかそこまでゴチャゴチャになったとは思わなかった。やっぱり神様っているんだなあ。よし、今日からより熱心にお祈りさせてもらうぜ！』

　できれば止めてもらえませんかね？

　ただでさえゴチャゴチャした関係が、これ以上ゴチャゴチャしてほしくないんだけど。

『それで、そんな人間関係が絡まりまくっている中で、傑すぐるはどうするつもりなんだ？』

「それをお前に相談したい」

　伊い織おりが千ち尋ひろを好きで、千尋は俺を好き。

　俺は自分の意思とは無関係に、千尋の告白を受け入れちゃって、千尋はその時の俺の状態を知らない。

　そして伊織はそんなことがあったなんて知らずに、千尋と付き合うための協力を俺に持ちかけてきて、俺の返事をスルーして、強引に協力を取り付けている上、千尋が女子だということを知らない。

　改めて思うけど、人間関係の絡まりっぷりがものすごいな。

　一見恋愛ドラマみたいだけど、なにかのはずみでサスペンスドラマに変わってしまうようなギリギリ感がある。火サスの帝王船腰さんの出番なのかな？

　しかもこれが共学校じゃなくて、男子校に見せかけた、共学だけど実質女子校で発生しているのだからカオスすぎる。

「モッチー、まじで、本気で、ギャグなしで真剣に相談するぞ？　この状況、いったいどうするのがベストだと思う？」

『俺に聞かれてもなあ。俺もただの学生だから、豊富な人生経験を積んでいるってわけじゃない。最適な回答を出せるとは限らないぜ？』

「それでもいいさ、俺が納得できれば」

　一人で抱え込むにはキャパ的にキツい問題だ。

　三人寄れば文殊の知恵とも言うし、一人で考えるよりも、誰かと一緒に考えたほうがいいに決まっている。

　船頭多くして船山に登るとも言うので、あまり大人数で相談するのは危険だけどな。

『俺が思うに、絡まりを解くポイントは二つある。一つ目は伊い織おりって子に、相手も女の子だって教えること。二つ目は千ち尋ひろって子に傑すぐるの体質を教えて、告白は無効にしてほしいとお願いすること。どちらか一つを突破できれば、それを足掛かりにして、当面をしのげば、対処していけるんじゃないかと思う。一気に両方は無理だからな。一つずつ確実に解決していこうぜ』

「なるほど……でも、どっちもハードル高いな」

『まあ、そこはな。そもそも高くなかったら、俺に相談なんてしないだろ？』

「そりゃそうだけどさ」

『たしか、傑にはもう一人友達がいたよな？　忍しのぶちゃんだっけ？』

「ああ、うん」

『彼女は傑の体質を知っているのか？　知っているなら、彼女にも相談して、それとなく解決の協力をお願いするといいんじゃないか？』

「そうだな、けど……」

『けど、なんだ？　まさか忍ちゃんもすでにこの問題の深いところに食い込んでいたりするのか？』

「いや、そういうわけじゃないんだが、あまり心配かけたくないというか」

『気持ちはわかるが、気を遣いすぎて失敗したら目も当てられないぜ？　中学の時みたく、また友達をなくしてもいいのかよ？』

「いいわけないだろ」

「だったら、助けを求めろって。友達同士のトラブルの火種だ。きっと協力してくれるさ』

「……そうだな」

　モッチーの言うことは最もだ。

　また友達を失くしたくないし、ここは素直に助けてもらうか。

「サンキュー、モッチー。それじゃあ早速相談させてもらうよ」

『グッドラック。全部解決したら教えてくれ。終わってみたら楽しいラブコメでしたって感じで終わることを祈っているぜ』




　そんな感じで、いつもよりシリアス目なモッチーとの電話を終えた俺は、即座に忍に相談する。

　相談を受けた忍は驚いていたが、快く協力を約束してくれた。

「私に任せてくれ！」と意気込んでいたし、とてもやる気を感じる。ありがたいことだ。

　忍もモッチーと同じくポイントは二つ、数日様子を見て、一つずつ確実に解決していこうとのことだった。

　なので、まずは状況確認というか、伊織と千尋の気持ち確認──つまり、どれだけ真剣かを確認しようという流れになったのだが──。
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「ねえねえ傑すぐる、どうだった？　例のアレの件だけどなにか進展あった？」

　なんというか、確認するまでもない気がするな、伊い織おりのほうは。

　登校するなりそんなことを聞かれた時点で、改めて確認するまでもないような？

　教室に流れているエロアニメのセリフ、

『んぉおっ　これしゅきっ♪　しゅきぃっ♪　大しゅきなのぉおっ♪　女の子だってバレてクラス全員に襲われちゃったけどぉ♪　赤ちゃんできちゃったけどぉ♪　気持ち良すぎてやめられないのぉ♪　んおっ♪　んぉおおんっ♪　出産気持ちよしゅぎるぅうう♪』

　の前半と完全にリンクしているように思える。

　後半もリンクしていたら大事件だわ。この学校、男は俺しかいないし。

　どうでもいいけど、これを流している奴やつ、よく見ると目をつむっているな。

　耳も真っ赤だし、カムフラとはいえきっと恥ずかしいんだろうな。耐えてる表情がちょっとかわいくて、個人的にグッとくる。

　バレたくないとはいえご苦労様です。

「ねえどうなの？　どーうーなーのー？」

「どうなのって言われてもな。昨日の今日で進展するようなものじゃないだろ」

「うーん、それもそっか」

　俺の言い分に納得したのか、伊織はおとなしく席に着いた──わけもなく。

「じゃあ昼休みに聞いてみてよ。一緒にご飯食べながらでも」

「え、昼休み？　っていうか俺が!?」

「そうに決まってるじゃん。他に誰がいるっていうの？」

「お前がいるだろ。自分で聞けよ」

「…………それはちょっと」

「なんでだよ」

　目をそらしながらそんなことを言う伊織に、思わず真顔でツッコミを入れる。

「………………だって、恥ずかしいし」

「は？」

「好きな人にそんなこと、自分から聞くなんて、恥ずかしくてできないっつーの！」

「その恥ずかしいことを、お前は俺にさせようというのか……」

「いいじゃん。男同士だったらノリで聞けるでしょ!?」

「それはそうだけど、できないっての！」

「なんでよ!?」

「なんでって、そりゃあ──」

　ここで、俺の脳裏に一筋の光が走った。

　この流れに乗って、いっそのこと千ち尋ひろの性別を教えてしまってはどうだろうか？

　伊い織おりは共学だと知っているし、他に女子がいるということにも気づいていた。

　その上、俺の体質のことをあっさり信じてくれた経歴もある。

　ならばこそ、ここで千尋が女だということを教えたならば、あっさりと信じてもらえるのではないかと俺は思った。

　千尋の性別を教えることについて考えてみたが、特に口止めはされていないし、友達なのでいずれ打ち明ける可能性が高い。

　ならば、俺がここで言ってしまっても何の問題もないと思われる。

（よし、言おう）

　教室はいつも通り騒がしいので、小声で言えば聞こえはしまい。

　俺は伊織を手招きすると、教科書を丸めてメガホンにし、千尋の耳にそっと当てる。

　なんかちょっとだけドキドキするな。

「急に何よ？」

「聞いてくれ伊織。今から俺、すっごいこと言うから」

「うん。で？」

「この前言った、俺の体質レベルですごいこと言うからな？　あれと同レベルで嘘うそくさいけど、まぎれもない真実だからな？　そこんとこよろしくな？」

「わーかったって。で、何？」

「実は千尋も女なんだ」

「あはははっ、その冗談面白ーい♪」

「なんで信じないんだよ!?」

　お前、俺の体質あっさり信じてくれたじゃん！

　女性アレルギーで暴走すると口説き始めるとか、すげえ嘘くさい俺の体質のことを信じてくれたじゃん！　なんで今度は信じないの!?

「え？　だって普通に考えて、女の子が男装して学生生活送るってありえないし」

「百パーセント同意するけどお前が言うな！」

　自分がそんなことしてるだろうが！

　自分以外の男装女子の存在も認知しているだろうが！

「お前、前に言ってただろ？　他にも女子生徒そこそこいるって」

「たしかに言ったけどさあ、千尋はそう見えないし」

　たしかに伊織の言う通り、普段の千尋はそんなふうに見えはしない。

　千尋の立ち居振る舞いは完璧で、昨日俺に見せてくれた、女の子っぽい仕草や表情などは絶対に見せない。

　やや背は低いものの、どこからどう見てもただの──いや、ものすごいイケメンにしか見えない。

　俺を好きな女の子がカッコよすぎる。

「冗談はそのくらいにして、ちゃんと協力してよ。約束したんだから」

「いや、してねえだろ。お前が一方的に告げただけだろ」

「聞こえないもーん」

　そう言って、伊い織おりは耳を塞いでしまった。

　イヤホンをはめて音楽を聴き始めてしまったので、これ以上の会話は無用ということだろう。

　俺は伊織の説得をいったん諦め、千ち尋ひろの登校を待つことにした。

　こんなにも信じてもらえないのならば、千尋の対応をしたほうが早いと思う。

　千尋が来たら何て言おう──そんなことを考えながら待っていると千尋登場。

　相変わらず爽やかなイケメンオーラをまといながら、みんなに挨拶しつつ席に着く。

「おはよう千尋、ちょっと──」

「傑すぐる、ちょっといいかい？」

「お、おう？」

　千尋に廊下へと連れ出される。

　そしてイケメンモードを解除し、美少女モード全開な感じで。

「今日はお弁当作ってきたの。よかったら食べて」

「え、あ、ありがとう」

「お礼なんていらないよ。だって……」

　ずいっと千尋が距離を詰める。

「だってボク、傑の彼女なんだから……」

　はにかみながら言う千尋がめちゃくちゃ可愛かわいかった。

　これがあのイケメンくんと同一人物とか、たしかに嘘うそとしか思えない。

　わざわざ弁当を作って来るとか、千尋の本気度がうかがえてしまう。

　伊織以上に、千尋の説得はできそうにないかもしれない。
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　結局というかなんというか、話が進まないまま昼休みを迎えた俺は、いつものように四人で集まって昼飯を食べることにした。

　表面上はいつものように雑談を交えつつ、千尋の趣味とか、好きなタイプの話とかをさりげなく振ってみる。

　もしも、事情を知る誰かがこれを見たら──千尋を説得しなければいけないのに、そんな話題を振るとかバカじゃないの!?　絶対千尋勘違いするよ！　好きな人が気にかけてくれるって思うよ！──と思うかもしれない……っていうか絶対思う。

　だって、俺も全く同意見だからな！　すげえバカだよこれ！　最悪の一手だよ！

　でも仕方がなかったんだ！　だって、伊織がめっちゃ蹴り入れてくるんだもん……。

　机の下から見えないように、無言の圧力を蹴りで伝えてくるんだもん……。

　だから、質問せざるを得なかった。

　その結果、どうなったのかはわかるよな？

　機嫌を良くした千ち尋ひろは、終始笑顔のままだった。

　その笑顔が伊い織おりの誤解を呼んで、状況はさらに悪くなったと言っていいだろう。

　どう悪くなったのかというと、こんな感じだ。




「ねえねえ！　見た!?　見たよね!?　あの時の千尋の顔！」

　放課後、俺を屋上に連れ出すなり、目を輝かせて喜ぶ伊織。

　そう、原因は昼休みの千尋の笑顔だ。

　終始笑顔で機嫌がよく、時折照れた表情を見せていた千尋のせいで、伊織は完全に舞い上がっていた。

　まだ話題を振っただけだというのに、伊織の気持ちを知らないというのに、千尋の笑顔が自分に向けられていたと、完全に勘違いしてしまっている。

　まだ何も始まっていないのに、ここまで思い込めるなんて恋する乙女すごいな。

「あの笑顔！　あのはにかみ！　そしてあの照れ具合！　あれは絶対あたしに向けてやったに違いないわよね！　千尋もあたしのこと好きだったのかな!?　いやーん、どうしよう♪　まだ心の準備できてないのにぃ♪」

「おい離れろ！　千尋のものになる前に俺のものになってもいいのか!?」

「あ、ゴメン。つい嬉うれしくて」

　自分が今、どんな体勢になっているのかようやく理解したようで、伊織は急きゆう遽きよ俺から離れた。

　飛び上がって喜んだせいか、一部男装が解けている。

　具体的に言うと胸のあたりで火山活動。

「ったく、俺の体質について説明しただろうに。暴走して理性が飛んだらどうすんだよ？」

「あはは、つい興奮しちゃって」

「笑い事じゃないっつーの」

　本当に笑い事じゃない。

　ただでさえこじれまくっているのに、暴走してこれ以上こじれるのはごめん被る。

「めっちゃテンション上がってるところ悪いが、千尋の笑顔はお前だけに向けられたものじゃないし、お前に気があるわけでもない。冷静になろうぜ、伊織」

「なんでよ!?　どうしてそんなこと言うの!?」

「あのなあ、千尋に女だって知られてないだろ」

「そ、そうだった……」

　伊織がガクリと崩れ落ちる。

　ホントのことを言うと千尋は学校関係者なので、伊織が女だと知っているんだけどな。

「じゃあ、あの笑顔は誰に向けられていたの？」

「……誰にも向けられていないよ？」

　嘘うそです。俺に向けられていました。

「あたしが見たところ、普段の何割増しかで機嫌が良さそうに見えたし、きっとすごく嬉うれしいことがあったと思うんだけどなあ」

「……普段からあんなもんじゃないかな？」

　嘘です。告白が受け入れられたと思って舞い上がっていました。

「どことなく視線も熱っぽかったし、好きな人を見るような目だと思ったんだけどなあ」

「……きっと風邪でも引いたんじゃないかな？」

　恋という名の風邪だけどな。

　っていうか、なんでこいつこんなにも鋭いんだよ!?

　こんなに鋭いなら、千ち尋ひろが女だって気づいてもいいだろう!?

　なんでそこに気づいてくれないんだ!?

「ねえ傑すぐる、ちょっと聞きたいんだけど、千尋はあたしのこと、どういうふうに見ていたと思う？」

「ただの友達としか見ていないと思う」

「そうよね、まだあたしが女だって知らないもんね。……あ、でも女だって知ってもらえればチャンスあるわよね!?」

「全くない」

「なんで!?」

「これだけは言っておく、お前と千尋が恋愛関係になることは絶対にない」

「なんでそんなこと言うの!?　なんでそんなこと言うの!?」

　完全否定がショックなのか、伊い織おりは涙目で同じセリフを言う。

「なんでだって？　だから、朝言っただろ？　千尋もお前と同じで女なんだよ！」

「ウソウソ、ぜーったいウソ！　あんなカッコいい千尋が女の子とかありえないし！」

「ありえるから言ってるんだっつーの！」

「あ、あたしわかっちゃった。傑、千尋に嫉妬してるでしょ？　友達に彼女ができちゃうかもしれないって焦ってるでしょ？　男の子ってそういうところあるよねー。くだらないマウントの取り合いっていうか」

「ぐっ、たしかにあるけど違うからな！」

「じゃあ、もしかして……傑、あんたあたしのことガチで好きでしょ？　でなきゃこんな大嘘つかないだろうし」

「う……嘘じゃなくて真実なんだよ！　真実はいつも一つ！」

「傑の気持ちは嬉しいし、一緒にいて楽しいし、傑のこといいなって思う時もあるわよ？　でも、あたしは千尋のことが好きなのでつきあえません。傑の気持ちは嬉しいけど今はムリなの。……ごめんね？」

「ねえ、なんで俺振られたの？　なんで俺振られたの？　しかもわりと真面目な感じで」

　かわいい俺の友達は、終始こんな感じで会話をしており、全く俺の話を聞いてくれない。

　自分の都合の悪いことはオールカット。誰に何と言われようと、自分の信じた道を貫き通す所存のようだ。

　恋する乙女は強いと言われるけど、これはちょっと強すぎじゃないだろうか？

　ラグビーで例えるなら南アフリカ、サッカーならブラジルレベルで強くないかな？

　ぶっちゃけ俺の手には負えないどころか、誰の手にも負えないと思う。

　こうなったらもう、好きにやらせるしかない。

「今のあたしじゃ千ち尋ひろとは友達以上にはなれない……つまり、今のあたしは好みじゃないということに他ならない。ってことは──そうだ！」




　そして好きにやらせた結果の翌日、伊い織おりの身長が二十センチほど伸びていた。

　正確には、二十センチほどの高さのある靴を履いてきていた。

　一昔前のギャルが履いていたような、やたらと高さのあるゴツいブーツを、ご丁寧にも上履きっぽく加工したヤツだ。

　花魁おいらん道中みたいですげえ歩きにくそう。

　たぶん、好みじゃない→つまり小柄な女子は性癖に刺さらない→なら背が高い女子になろう→性癖に刺さる→あたし大勝利──とでも思ったんだろうな。

　ＪＫ（男装）の行動力すごい。

「おはよう……え、伊織!?　いったいどうしたのさ!?」

　そんな伊織を見た千尋が、目を丸くして驚いている。

　そりゃあ驚くよな、こんな変なヤツが教室にいたら。

　他のクラスメイトも、いったいどうしたんだと注目してるし。

「おっはよう千尋♪　ねえねえ、今日のオレってどうかな？」

「ど、どうかなって、何が？」

「んもー。今日のオレっていつもと違うでしょ？　そんなオレを見てどう思う？　正直に言ってくれない？」

「しょ、正直に？　え、えーと……」

　千尋が俺のほうを見てきたので、俺は無言で頷うなずいた。

　思っていることを言ってやれというサインである。




「頭の中身が心配になる、かな？」




「……………………………………」

　あ、固まった。

　好きな相手に、正直に感想を述べられた結果、伊織の思考はフリーズした。

　夏休み明けでもないのに、急にこんなことを始めたりしたら、そりゃあ頭の中身が心配になるよな。

　友達だったらなおさらだ。花魁おいらん上履きのインパクトが半端ない。

「何があったかわからないけどさ、とりあえず落ち着こう？　なんなら今日は休んだらどうかな？」

「…………………………うん、そうする」

　机を足場に、伊い織おりは靴を脱いで去って行った。

　伊織のいない時間を過ごし、帰宅したその夜。

『ねえねえ！　朝のアレってよく考えたら、千ち尋ひろは心配してくれたのよね!?　あたしのことが心配だからこそ、気遣って休めって言ったのよね!?』




　すでに復活して元気いっぱいだった。

　恋する乙女の強さを改めて実感した俺は、これにどうやって真実を告げるのか、頭が痛くなるほど思い悩む羽目になったのだった。
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「伊織はなんというか、説得は無理ではないか？」

　体育の授業中、隣で休憩中の忍しのぶがそんなことを漏らした。

　千尋が行うバスケの試合を、二人で並んでボーッと見ている。

　試合形式は、体育館の半面を使ったハーフコートの３ＯＮ３マッチ。

　華麗にスリーポイントシュートを決めたり、ワンマンで切り込んだり、仲間の一人を壁に使ったシザーズプレイ（ハサミのようにクロスし幻惑する高度なトリックプレイ）で、対戦チームに無双する千尋と、それを見て大興奮している伊織の姿が見える。

「お前が見てもそう思うか？」

「うむ、同じ女だからわかるのだが、あの状態の者を説得するのはおそらく無理だと思うぞ？　伊織にはっきりと伝えたのだろう？　千尋が女だということを」

「もちろん」

　全く信じてくれなかったけどな。

　俺の体質は信じたのにさあ……。

「伊い織おりにとって、千ち尋ひろが女だということは、認めたくないことだからな。認めさせるのはとても難しいと思う」

　ハーフラインからスリーポイントを決める千尋を目で追いながら、忍しのぶは冷静に述べた。

「キャーッ！　千尋かっこいーっ！　最っ高ーっ！」と、手をブンブン振って応援している伊織を見ると、その難易度の高さをまざまざと見せつけられて、激しく鬱な気分になる。

「伊織は諦めて、千尋に絞って対応したほうがいいと私は思う」

「俺もそう思うよ。……でもなあ」

　千尋に告げる内容が内容だ。

　俺の体質から何から全部説明した上で、あの告白を無効にしてほしいと言わなければならないとか、すごく気が重い。

　好きだと告白してくれた女の子にこんなこと言うとか、完全に鬼畜の所業だぞ。

「なら、誤解を解かずにそのままつきあってしまったらどうなのだ？」

「それはできない」

「どうしてだ？　千尋のことは嫌いか？」

「そんなわけあるかよ」

　あれだけ可愛かわいくて、性格がよくて、自分と話が合って、一緒にいて楽しい女の子を嫌いな男がいるわけがない。いたらそいつの脳を疑う。

「千尋のことは好きだけど、だからこそ、流れで付き合うなんてできない」

　千尋の気持ちを知ったのは、女だとわかった直後のことだ。

　なので、今はまだ俺自身の気持ちがわからない。

　好きは好きでも、それが友達としてなのか、それとも異性として好きなのか、答えが出せていないのに返事をしたり、それに目をつむって付き合うとか不実でしかないと思う。

「それにほら、俺の女性アレルギーもあるし。同年代の女子を手当たり次第に口説くような、淫魔としか思えないイケメンクソムーバー体質をどうにかしなくちゃダメだろ」

　何かのはずみで発動し、悲しませてしまう可能性大だからな。

　これがある限り、女の子と付き合うなんて申し訳なくてできない。

「なるほど。で、お前の体質だが治る見込みはあるのか？」

「一応は。医者の話だと免疫機能は働いているらしいから、そのうち慣れてくるらしい」

「ふむ、つまり？」

「回数こなせば早く治る」

「ほ、ほう、なるほど」

　忍が俯うつむき考え込む。

「な、ならどうだろう？　少しでも早く治すために、私を使ってみるというのは？」

「アホ、そんなことできるか」

　とんでもない提案をしてきたので一蹴する。

「どうしてだ!?　私は事情を知っているから、練習相手には最適だぞ!?　こう見えて護身術を習っているから、たとえお前に襲われても対処する自信があるのに！」

「練習と実践は違う。そもそも、護身術はあくまで最後の手段で、そういう事態に遭遇しないようにするのが護身の神髄だろうが。自分から首突っ込んでどうする？」

「くっ、何という正論を」

「対処失敗して、やることやっちゃったらどうすんだよ？　お前の思い出に一生消えない傷跡を残すとか、俺絶対嫌だよ？」

「……私は全然構わないのに」

「俺が構うんだっつーの」

「き、聞こえてたの!?」

「バッチシな。俺、耳めっちゃいいんだよ」

「そ、そんな……その…………ふわああああぁぁぁぁぁ…………」

　まさかツッコまれるとは思わなかったようで、忍しのぶは慌てふためいている。

　普段の忍のイメージがまるでなく、なんというか、すっごい女の子的なリアクションだ。

　もしかして、これが忍の素なのだろうか？

　友達をこう見るのはどうかと思うけど、なんかかわいいな。

「気持ちだけもらっとく。お前のファーストキスまでもらっても責任取れないからな」

「え、キス……？　や、やだ……私てっきり…………」

「てっきり？」

「──っ！　な、何でもない何でもない！　私は何も言っていない！　今聞こえたような気がしたものは全て忘れろ今すぐにだわかったにゃああああああぁぁぁぁっ!?」

「お、おう？」

　フーッと、猫みたいに威嚇する忍がちょっと怖かったので、言われたとおりに忘れよう。どうせ大したことでもないだろうし。

「俺の体質は置いておいて、とりあえず千ち尋ひろだ。気が重いけど、放課後しっかり話してみようと思う」

「そ、そうか……」

　あんなことを言われた上でなので罪悪感がものすごいが、言わない限り進めない。

　覚悟を決めて、この困難なミッションに挑むしかない。

「なるほど、しかし傑すぐる」

「？」

「千尋に、ちゃんとそのことを言えるのか？」

「う……」

「あの千尋に、正直に告げられるのか？」

　視線で忍が示した先に千尋はいる。

　試合が終わり、コートの外に出た千尋は、伊い織おりたちに囲まれながら笑顔を振りまいていた。

　実に少女マンガに出てくるような、絵に書いたようなイケメンムーブと言えよう。

「金かねヶが崎さきくんスゲーな！」

「超クールでカッコよかったよー」

「ところで金ヶ崎くん、今フリーなのかな？　オレの女友達が紹介しろってうるさくてさあ」

「あ、ずるい！　オレも！　オレの女友達も会いたいって！　めっちゃ好みって言ってたから会ってくれない!?　すっごいかわいいから！」

　周りにいる男子全員──じゃなくて女子だったな。見た目的に紛らわしいわ！

　男装している女子全員が、目を光らせて千ち尋ひろを狙っている。

　男子の仮面を半分くらい脱ぎ捨てている。

　お前ら、せっかく頑張ってカムフラしているのにバレてもいいのか？

　そんなふうに男装した女子たちが千尋に群がる中、不意に俺と目が合う。

　俺と目があった瞬間、千尋は今までのイケメンムーブを中断し、照れ臭くさそうに小さく手を振った。

　行動自体は一瞬で、たぶん俺しか気づいていない。

　だけど俺にはそれで十分だった。

　他の全てを無視し、俺にだけ特別な顔を見せてくれるとか、ぶっちゃけ威力高すぎだろう！　ダメだとわかっていてもときめくわ！

　俺の友達が美少女すぎてつらい。

「どうなのだ？」

「い、言ってみせる……その、たぶん、絶対…………」

　そう答えた俺を見た忍しのぶの目が、色々と諦めていたのがちょっとだけムカついた。

　いい意味で忍の予想を裏切るため、俺は放課後、千尋のいるであろう理事長室を訪れたのだが、そこで衝撃的な光景を目にすることとなった。
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「あ、傑すぐる。いらっしゃい」

　ノックの後、千尋がドアを開けて出迎えてくれた。

　俺の顔を見た瞬間、めちゃめちゃ嬉うれしそうな顔をしてくれる。

　こんな千尋に今から残酷なことを言わなくちゃいけないのか……めちゃめちゃ今すぐ帰りたいな！

　できることなら速やかに！

「今日はどうしたの？　ボクに何か用？」

「あ、ああ、えーと。実は千尋に言わなきゃいけないことがあってだな……」

「そうなんだ。で、言わなきゃいけないことってなに？」

「そ、その、あのな……」

「？」

　言おうとしているのだけど、上う手まく言葉が出てこない。

　あーとかうーとか、緊張と罪悪感のあまり、言葉足らずな子どものような言葉しかしゃべれなくなっている。

　くっそう、小首をかしげる仕草が可愛かわいすぎるぞ千ち尋ひろ！

　そんなことされたら余計しゃべりにくくなるだろぉ！

「何か言い難にくいことみたいだし、ボクからいい？　実はボクもね、傑すぐるに見てもらいたいものがあるの」

「見てもらいたいもの？」

「うん」

　そう言うと、千尋は理事長と書かれたネームプレートのある、やたらと高級感のあるデカい机のところまで移動した。

　机の陰に隠れて何かをし始める。

「じゃあ傑、今から目をつむってくれるかな？　絶対に、ボクがいいって言うまで目を開けちゃダメだよ？　……どうしても開けたかったら開けてもいいけど」

「わ、わかった！　目をつむればいいんだな!?」

　本能的に危険を察知した俺は、即刻目を閉じた。

　両手で目を覆い、完全に視界を遮断する。

「本当に見ちゃダメだよ？　いい？　絶対、絶対ダメだからね？」

「わかったって言ってるだろ！　あんましつこいとフリかと思うぞ！」

「ホントダメだよ？　もし見たら責任取ってもらうからね。でも、その覚悟があるなら見てもいいよ」

「責任ってなに!?　今から何を見せるつもりなの!?」

　見たら責任を取らされるもの……まさか、裏帳簿か!?

　孫娘可愛さからの私的経営で生じた、真実の金の動きを記録してあるであろうアレか？

　脱税の証拠とか見せられても俺困るよ！　無関係だよ！

　あ、でも元々見せるつもりのものを準備するわけだから、これは違うな。

　あまりの緊張で思考が完全にアホになっているな、俺。ちょっと落ち着こう。

「いいよ、目を開けて」

　答えを出す前に準備が終わったようだ。

　千尋に言われた通り、ゆっくりと目を開ける。

「どう？」

「千尋、それは？」

「来年度の制服だよ。今のがあまりにもアレだからね、デザインしなおしてもらったの。で、どうかな？　似合う？」

　千ち尋ひろがその場でくるりと回る。

　白いスカートが遠心力でふわりと上がり、思わずドキッとしてしまった。

「……すごくいいです。よさみしか感じない」

「やったぁ♪」

　俺の言葉に、千尋はその場で軽くジャンプした。

　もう、仕草から服から全部可愛かわいいよコイツ。

「あれ？　そっちのノートは？　さっきまで机になかったよな？」

「ああ、こっちは裏帳簿。おじいさまのワガママで生じた損失を補ほ填てんする、見せてはいけないお金の動きが書いてあるの」

「そんなもん出すな！」

　絶対ないと思ったものがあったよ！　まさかの正解かよ!?

　そんなものの存在をチラつかせて、千尋は俺をどうするつもりだ!?

「ところでその、いいのか？　芸能関係のやつらに何か言われないのか？　プライベートを隠す目的とかもあって、男子制服を着ているんだろう？」

「どっちを着てもいいわけだし、別に何も言われないよ。男装をやめたかったらやめればいいし、続けたければ続ければいい。これは、そういった事情の子たちのためじゃなくて、その他大勢の子のためのもの。そういう子たちが。普通に女子生徒として学校に通うためのものだから。いつまでも自分を偽り続けるのって、辛いだろうから」
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　何なに気げない千ち尋ひろの言葉が俺の胸を抉えぐった。

　自分を偽り続けるのは辛い、か。

　たしかにその通りだ。これ以上ないくらい染みる言葉だな。

「ボクの見せたいものはこれで終わり。さっき言いづらそうにしていたけど、傑すぐるの言いたいことって何だったの？」

「ああ、そ、それはだな……」

「まだ何か言いづらそうだね。よかったら裏帳簿見る？」

「見ねえよ！　何の目的でそれを見せるんだよ!?」

「最高に言いづらそうなものを見れば、言いやすくなるかなーって思って」

「全然ならないから早はよしまえ！」

　赤信号、みんなで渡れば怖くない──の精神は、現実に適用しちゃダメなヤツだぞ。

　あれはブラックジョークとちゃんと理解して、人生を送ってもらいたい。

「千尋、俺の言いたいことって言うのは、この前の告白のことなんだ」

　よし、言えたぞ！

　絶賛冷や汗ダラダラで、緊張から喉もカラカラで、気を抜くと吐きそうな状態になっているけどようやく言えたぞ！

　走り出した言葉はもう止まらない。

　あとは終点まで走り抜けるだけだ！

「そうなんだ。それで？」

「その告白なんだけど、実は、その……」

　言え、言うんだ！　灰はい原ばら傑！

　ここで言わなきゃ後々もっと酷ひどいことになるぞ！

　もっと深く傷つけるぞ！　そして自分も傷つくぞ！

　取り返しのつかないことになる前に言うんだ、傑！




「実は、この前告白だけど、なかったことにしてもらいたいんだ！」

「うん、いいよ」

「なんかすごいあっさりしてるな!?」




　わりと俺一大決心的な思いで言ったんだけどな!?

　オッケーしたのを翻すとか、最悪絶交される覚悟だったんだけどな!?

　全身の水分が全部出るくらい緊張していたんだけどな!?

「え、と、なんでオッケーしてくれるんだ？　俺、わりと最低なことを言っている自覚があるんだけど？」

「それはね、フェアじゃないからだよ」

　フェアじゃない？

　どういう意味だ？

「舞い上がっちゃってお弁当まで作っちゃったけどさ。あれから冷静に考えてみたの」

　千ち尋ひろがくるりと背を向ける。

　今どんな顔をしているのか、俺にはわからない。

「傑すぐるさ、あの時雰囲気に流されてオッケーしたよね？」

「うぐっ!?　そ、それは、その……」

「いいよ、言わなくても。その反応で十分だし」

　後ろで手を組んで、俺から一歩遠ざかる。

「あの時はオッケーしてくれたのが嬉うれしくて、すごく、すごく幸せで、ボクも流しちゃったけど」

　そしてもう一歩、夕日に照らされた千尋が、どこか物悲しく見えた。

「よく考えたら、普通はありえないことなんだよね。だって、ついさっきまで男だと思っていた相手なんだし。女だとわかって告白されても、冷静に判断なんて普通は下せないもん。だから、フェアじゃない」

　それから千尋は、やや俯うつむいて。

「そう、フェアじゃなかったの。突然のことで驚いた、傑の心の隙をつく形で告白するなんて、流れで押し切るなんてフェアじゃなかった」

　くるりと千尋が振り返る。

　千尋の表情は、意外にも笑顔だった。

「ごめんね。ボク、ずるかったよね」

　そして今度は近づいて、

「だから、ノーカンにしました！　あの告白はなし！　恋人関係はいったん解消します！　それでいいよね!?」

　俺に指を突きつけ、そう言い切った。

　千尋の表情といい、勢いといい、「やっぱ今のなし！」ということは言いそうにない。

　さんざん悩んだこの件だけど、意外にもあっさりと上う手まくいった。

　人間関係の絡まりは一つ解けた。

　わけもなく──。

「そうしてもらえると助かるけど、お前はいいのか？　これで」

「ちょっと残念だけど……いい。だって、傑にはボクのこと、ちゃんと好きになってもらいたいし。そうなってからつき合って欲しいし」

「………………うん？」

　なんか雲行きが怪しくなってきたぞ？

　俺としては告白を解消して、「改めて友達としてよろしくね！　彼氏＆彼女とかいったことは空の彼方かなたにかっ飛ばそうぜ！」──ってことはないけど、「とりあえずしばらくの間はそういうこと考えないで行こう！」──という感じに〆しめたかったんだけど、どうもそういう流れじゃないようだ。

「ちゃんと好きになってもらった上で、改めてつきあってもらいたいから。だから……明日から、これまで以上に積極的に行かせてもらいますので、どうかよろしくお願いします！」

「お願いされません！」

「なんで!?」

　まさか断られると思わなかったのか、千ち尋ひろが俺に詰め寄った。

　吐息が感じられるほど近づかれてしまい、このままではまずいと思った俺は、千尋から一歩距離を取る。

「もしかして傑すぐる、ボクのこと嫌いなの？　一回男友達って認識したから、恋愛対象としては見れないの？」

「違う違う！　そうじゃない！　そうじゃないんだ！」

　今にも泣きそうになった千尋を見て、俺は慌てて理由を述べる。

「千尋の気持ちは嬉うれしいけど、受け入れられない理由があるんだよ」

「理由？」

「ああ、実は俺……女性、アレルギーなんだ」

　俺は正直に打ち明ける。

　自分の体質を、恋愛対象になりうる女性に反応し、人格が入れ替わってしまうこと。

　入れ替わった人格はまさに思春期男子を体現したようなやつで、女性を口説かずにはいられないこと。

　息をするように口説き始めること。

　こんな体質だから、今のままつきあってしまえば、相手を確実に悲しませること。

　治る見込みはそれなりにあるので、だからこそ今はつきあえないことなどを、懇切丁寧に語りつくした。

「そういうわけだから、お前のお願いは受けれない。ごめんな？」

「そっか、やっぱり恋愛対象に見れないんだ……」

「違うって俺今言ったよな!?」

　目じりに涙が溜たまっていくのが見えたので、俺は大慌てで否定した。

　そして再度説明を行う。

「願いを聞けないのは体質のせいなの！　女性アレルギーで見境なく口説くからなの！　つきあったら悲しませるからなの！　だから今はリハビリで手いっぱいで、恋愛事とかは考えられないの！　わかれ！」

「……いいよ、そんなふうに無理してフォローしてくれなくても。明日から、なるべく、話しかけないようにするね」

「泣くなああああぁぁぁっ！　頼むから泣くなああああぁぁぁっ！　あとちゃんとこれからも話しかけて！　俺とずっと友達でいて！」

「ごめんね、困らせて……」

「困らせてる自覚があるなら泣かないでくれよ！　ホントなんだよ！　すごい嘘うそくさいこと言ってると思うけど本当なんだよ！」

「もしかして、中学時代からつきあってる彼女とかいるの……？　だからそんな嘘で」

「いないよ！　彼女イナイ歴＝年齢だよ！」

　好きな子はいたけど振られてるよ！　体質のせいで！

「じゃあ、積極的になってもいいの？」

「それはできない」

「やっぱりいるんだ……」

「いないって言ってるだろおおおおぉぉぉっ！」




　正直に俺は話したのだが、やはり内容が内容なので、全く信じてもらえなかった。

　よくよく考えたら信じてもらえないのが普通なんだけど、もうちょっとこう、上う手まくいかないものかなあ!?

　結局、俺は千ち尋ひろの説得に失敗し、積極的なアピールを認めることとなった。




「やはり千尋の説得も失敗したか」

「告白は取り消せたからギリ成功だよ！」
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「ねえねえ千ち尋ひろ、このハンバーグ食べてみない？　好きな人に食べてもらいたくて作ったんだけど、どう？　美お味いしい？」

　──おほぉっ♪　美味ししゅぎておまたから肉汁あふれちゃうっ♪

「ああ、とっても。伊い織おりって料理の才能あると思うよ」

「やったぁ♪　これで一歩前進だね……にひっ♪」

「お返しにボクの卵焼きをどうぞ。その、ボクも好きな人に食べてもらいたくて作ったんだけど……どうかな？　見た目がだいぶアレなんだけど……」

「え、好きな人……それってもしや………………ありがたくいただきますっ！」

　──脳天を突き抜けるほどまじゅいっ♪　でもっ、でもぉぉぉんっ♪　こんなくしゅりにわたし負けないっ♪

「どう？」

「と、とっても……美味しい、よ？」

「そう……………………失敗かあ。傑すぐるにはまだ食べさせられないかな（チラッ）」

「あの、傑……もしよかったら私の母が使っている胃薬を飲んでみないか？　胃痛胸焼け、気疲れに効果があるらしいのだが」

「ありがたく、いただいておく……」

　とある金曜日の昼休み、明日が第二土曜日で浮かれる教室内で、こんなやり取りが発生していた。

　クラス内ではいつものようにエロゲボイスが流れる中、仲良し同士で固まり、机を寄せ合い昼飯を食べるといういつもの光景が繰り広げられている。

「なあ、お前の好物って何？」とか「じゃあ今度持ってくるわ。食べさせ合い──じゃなくて、交換しようぜ！」といった会話も聞こえるので、他でもこういう感じのやりとりがあるのかもしれない。

　お互い女だって知った時のリアクションが怖いな……。

　俺たちは、そんなムーブがある場所から少し離れた場所に集まり、いつものように四人で固まっているのだが、千尋と伊織の圧がすごい。

　伊織から千尋へ、好き好きオーラがやばいくらい出ているし、千尋からは俺へそれが出ている。好意が完全に一方通行だ。

　なんてやばい一方通行だろうか。大量の爆弾がセットされた中心地で、花火で遊んでいるような危機感を覚える。

　下手に触れて着火でもしたら爆死間違いなしだな。

「傑、これどうするつもりなのだ？」

　目の前で繰り広げられる、男装美少女同士の手作り弁当を舞台にした、見た目イチャイチャを眺めながら、唯一この関係の外にいる忍しのぶから冷ややかな言葉が浴びせられた。

「相変わらず、伊い織おりは千ち尋ひろを男と思ったままだし、千尋はお前にご執心だ。これは私の見解だが、下手なことしたらとんでもない目にあうぞ。まあ、すでにとんでもないことになっているとは思うが」

「言うな。それくらい俺だってわかってるよ……」

　このままの状況が続けば、俺たちの関係はいつか崩壊する。

　絶対にそれだけは避けねばならない。

　中学時代の二の舞は、もう本当にゴメンなのだ。

「でも、どうすればいいのかわからないんだよ……」

「真実を告げても無駄だったわけだからな……」

「忍はどうすればいいと思う？」

「そうだな……」

　忍が口元に手をやり考える。

「体験させるというのはどうだろうか？」

「どういう意味だ？」

「傑すぐるは真実を告げたが、それは口頭だったわけだろう？　つまり、二人は情報を耳にしたけど、事実として認識していない。ならば、聴覚を使った情報だけじゃなく、視覚や触覚なども使って、しっかり事実として認定させればいい」

「おお、なるほど！」

　聞くだけじゃなくて、実際見たり触れたりすれば、ちゃんと認識してもらえる可能性は高い。

「で、どうやってそう仕向けるんだ？」

「そ、そうだな……うん」

　急に忍の顔色が悪くなった。

　どうやら、方向性は考えたけれど、具体案は何も考えていなかったらしい。

「この場合、女性アレルギーの証明は難しい。目にしても、ただの浮気と取られてしまう可能性がある。なので、そっちの対処は考えない。今度は伊織のほうに絞る」

「まあ、そのほうがいいだろうな」

　女性アレルギーの証明は難しいけど、千尋が女だと証明するのは簡単だ。

「直接見たり触れたりすれば、その時点で千尋が女だとわかるもんな」

「うむ、その通りだ」

「それで、どうやってそうするつもりだ？」

「それは、その、アレだ……うん、アレよアレ。ここはアレしかないと思うなー私」

「アレってなんだよ？」

　俺がそう尋ねると、忍しのぶはゴホン──と咳せき払ばらいする。

「それはもちろん、野球拳だ」

「お前バカなの？」

　目をそらしながらそう告げた忍に、冷ややかな目とともにツッコミを入れる。

「ば、バカとはなんだバカとは！　これでもお前のために一生懸命考えたんだぞ！」

「いや、一生懸命考えてくれたのは嬉うれしいけどさ……一生懸命考えて野球拳はないだろう、野球拳は。どうやって千ち尋ひろを野球拳の舞台に上げるつもりだよ？」

「そこをお前が考えるのだ」

「とんでもない無む茶ちや振りだな！」

　展開が投げっぱなしジャーマンすぎる。

「野球拳にさえ持ち込めば、千尋の性別を伊い織おりに知らしめることはたやすい。どうにかして千尋を野球拳に参加させることができれば、この問題は解決に一歩近づくだろう」

「その一歩先が、百光年くらい離れているってことに目をつむれば、たしかに近づくだろうな」

　ワープでもしなきゃたどり着けないっての。

「いいか忍、地球人にワープ技術はない。だから、展開のワープに対応はできないんだ」

「なるほど、では脱衣麻雀マージヤンはどうだろう？」

「お前俺の話聞いてた？」

「まあ聞け。脱衣麻雀と言っても、そうと告げてやるわけじゃない。普通の麻雀に誘い、お前がわざと振り込んで一枚脱ぐのだ。そうすれば、自然と逃げられない脱衣麻雀の舞台が整う」

「ただの詐欺じゃねーか」

「そこに気づくとは……」

　いや気づくよ。

　真実を伝えず、流れで契約を結ばせる──詐欺以外の何物でもないだろうが。

「ならば完全に手詰まりだな。私から提案できる策はもうない」

　そう言って忍が首を振る。

　まあ、実行不可能なものしか挙げられない時点で、提案していないも同じなので、どうでもいいのだが。

「傑すぐる、恋というものは、難しいな」

「激しく同意するけど、直前まで野球拳と脱衣麻雀とか言っていた奴やつに言われたくないぞ」

「…………傑のいじわる」

「拗すねるなよ」

　ぷいっと忍が目をそらした。

　頬ほおも軽く膨らませているため、なんだか可愛かわいく思える。

　バカな子ほど可愛かわいいというアレかな？

「どうすれば伊い織おりに千ち尋ひろのことを信じさせられるんだろうな？」

　俺の目の前では、依然として男装美少女二人のイチャイチャが繰り広げられている。

　伊織は千尋に本気でアピールしているし、千尋は俺に本気でアピールするため、伊織で反応を確認している……あれ？　千尋酷ひどくない？

　やられている伊織が嬉うれしそうだし、二人とも友達だから問題はないけど、他人にやったらたぶんキレる。

　それにしても伊織、幸せそうだな。

　たぶんアレ、千尋の言う好きな人が自分だと思っているんだろうな。さっきそれっぽいこと言ってたし。

　ますます真実を告げるのが怖くなるなあ……。

「傑すぐる、ふと思ったのだが」

　不意に忍しのぶが口を開いた。

「伊織が千尋を男だと思うのは、千尋がイケメン男子に見えるからだろうか？」

「まあ、そうだろうな」

　性格に口調に立ち居振る舞い、男子にしてはやや身長が低いことを除けば、完全に少女マンガに出てくるイケメンポジだ。

「私は見たことがないのでわからないが、男装を解いた千尋はどんな感じなのだ？」

「可愛くておしとやかだけど、どこか愛あい嬌きようのあるボクッ娘こお嬢様って感じだな」

「その千尋が今の男装状態と同じように振る舞ったとして、傑はその千尋を男だと思うだろうか？」

「思うわけないだろ」

　おっぱい大きいし、腰細いし、お尻とふとももがめっちゃぷにっとして柔らかそうだし、まさに理想の美少女って感じなんだぞ。

　あの状態の千尋を、いかに口調や立ち居振る舞いを男に見せても、誰も男だとは思わないだろう。素の千尋は、見た目も性格も完全に女の子なのだ。

「つまるところ、この男子制服が男と認識させる強い要因なわけだろう？」

「そうだな。だからこそ、どうやって脱いでもらおうか考え──」

「逆に着てもらうことはできないだろうか？」

　この言葉を聞いた俺の脳に衝撃が走った。

「着て、もらう？」

「そうだ。男装を解くのではなくて、女装してもらうのだ。元々千尋は女なわけだし、女の服さえ着れば男には見えぬはずだ。逆転の発想だな」

「前二つとは月とスッポンどころか、太陽（無限のエコエネルギー）と核廃棄物（再利用不可能かつ処理に困るゴミ）くらいの差があって素晴らしい意見だとは思うが、どうやって？」

「来週のレクがあるではないか」

　レクとは──そのままの通りレクリエーションのことだ。

　入学したばかりで交友関係がまだまだな新入生たちのために、学校が企画した合同イベントである。

　たしか学校でＢＢＱをしつつ、教員と生徒で飛び入り参加自由の余興をするという、非常にリア充臭くさいイベントだったような？

「レクを口実に、千ち尋ひろに女装をしてもらえるよう仕向ければ、伊い織おりに真実を知らせられるのではないか？」

「いや、そもそもレクでどうやって？　普通に服装はジャージだろ？」

「レクそのものを使うのではない。レクというイベントを口実に誘い出すのだ。食材の買い出しとでも言えば、自然と二人を誘い出せるだろう」

「あ！」

「レクの食材を調達しようと千尋を誘い出し、そこに伊織も呼び出すのだ」

「そういうことか！」

「問題は、二人が男装をせずに私服で来てくれるかだが、これについてはそう難しくないだろう。『千尋に女と知ってもらおう』と言えば、まず伊織は私服で来るだろうし、千尋は周囲に合わせているだけで、女バレを特に気にしてはいない。お前がいれば、間違いなく普通に私服で来るだろう。そこを伊織に見せつける」

「すごい、すごいぞ忍しのぶ！」

「ふっ、そう褒めるな。だが、もっと褒めてもいいんだぞ？」

　忍のドヤ顔が若干イラッとするが、素晴らしい意見だと思う。

　俺はいまだに見た目イチャイチャを続けている、千尋と伊織に気づかれないよう、さりげなく忍の頭に手を伸ばし、そっと撫なでた。

　忍がさらにドヤ顔になった。俺の中で『若干』という文字が取れる。

「タイムリーなことに、今日の六時間目が班決めだ。さっそく二人に声をかけて、事前準備を整えるがいい」

　忍のおかげで、なんとか光明が見えてきた気がする。

　俺は二人に声をかけ、二つ返事でオーケーをもらった。

　まあ、元々断られるとは思っていないので、当然の結果というヤツだな。

　千尋にしても伊織にしても、自分の好きな奴やつと同じ班になれるチャンスを、まさか棒に振ったりはしないだろう。

「ところで忍」

「む？」

「班が三人一組だったらゴメンな。悪いけど誰かと組んでくれ」

「どうしてそんなこと言うの!?」

「ドヤ顔がイラッとしたからかな？」

　半泣きで素になった忍しのぶは大変かわいかったことを、心の日記に記しておこう。
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　そんな前約束を結んだあとの六時間目──。

　週に一度、生徒会や学校側からの通達に使われる特別ホームルームで行われた、レクリエーションの班決めは、まあ予想通りというかなんと言うか、一部の生徒にとって地獄と化した。

　なんで「好きな人同士で組んでいいぞ」って言う教師が多いんだろうな？

　これ完全にリア充キャラしか望んでいない文化だからな。

　好きな人同士でとか言われたら、確実に自分のクラスカーストおよび、グループ内の順位が丸わかりだからな。あぶれたヤツは順位が低い。

　ちなみに中学時代の俺のカーストは、当然のことながら最底辺だ。

　女性アレルギーで暴走して、クラスの内外問わずに女子を口説きまくった結果、俺のクラスカーストは地に落ちた。

　モッチーを除くかつての友達からは徹底的に嫌われ、ジャンケンによる俺の押し付け合いが毎回のように開催されたあの時代は、本当に地獄でしかない。処理される不良債権の気分だったな。

　そして俺の受け入れ先のグループからは徹底的に無視され、毎回完全に空気……いや、空気より重い物質かな。いるだけで空気が重かったし。

　まあ、全部俺が悪いんだけど！

　この体質が全ての原因なんだけど！

　そんな過去もあり、先生からこの発言が飛び出した時、ちょっとだけビクッとなったのは言うまでもない。

　話がついていたとしても、過去のトラウマってなかなか拭えないよな。

　そんなふうに過去の傷を刺激されつつ、俺は千ち尋ひろと伊い織おり、それから忍と同じ班になった。

　あっさり決めた俺たちを尻目に、やっぱりなかなか決められずにいるクラスメイト数名が印象的だったな……。

　こっちの都合上、今回はこれでいいけど、次回からくじ引きとかにしてあげてほしい。

　──な、何で平気で男子と話せる子いるの？　女ってバレたら犯されるんだよ？

　とか、

　──好きな人同士で組め……私が誰にも好かれていないという事実を突きつけられるこの世の地獄……今日休めばよかったわ……。

　とかいう呟つぶやきも微かすかに聞こえることだし、是非とも検討してもらいたいものだ。

「それじゃあ、学校から食材用の準備金が出るので、あとで班の代表は取りに来るように。あと、ちゃんとレシートはとっておくんだぞ。これ学校の経費から出ているんだからな。国に申告しなきゃいけないやつだから、チョロまかしたらどうなるか……わかるよな？」

　内申──という文字を黒板にデカデカと描いて先生が言った。

　クラス全員が理解をしたのを確認すると、先生が満足そうにうなずき議題が再開。

　レクリエーションの日時や、使う道具の説明が始まる。

　それらを適当に聞き流していると、時間が過ぎて六時間目終了。

　俺は頃合いを見て、二人にそれぞれ声をかけた。
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「おーい、伊いお──」

「ふへ、ふへへへへへ……にひっ♪」

「…………………………」

　伊い織おりに声をかけようとしたのだが、直前で俺は取りやめた。

　伊織の顔は常にとろけており、時々気持ち悪い笑いを口にしており、なんというか……まるでイケないクスリでトリップしているかのようである。

　空を自由に飛びたいとでも、未来から来たヤクザ型ロボットにでも告げたのだろうか？

　完全にトンじゃってるよ、これ。

「……………………後でいいか」

「あ、傑すぐる！」

　とりあえず後回しにしようと決め、千ち尋ひろから先に伝えようとしたところを見つかった。

　俺を見つけた伊織は、軽やかなスキップをキメつつ俺に近づき、前に回り込んで顔を覗のぞき込んだ。

　そして俺の手を取って祈るように握る。

　俺は発作が出ないよう、一歩下がって伊織の全身を視界にとらえた。

「傑、本当にありがとう！　傑のおかげで今日は最高だった！」

「言ってる意味がわからないんだが……？」

「千尋がお弁当を作ってきてくれたり、レクで一緒の班になれたりホント最高！　特に昼休み、『好きな人に食べてもらいたくて作った』とか言われた時は、ホントにもう、天にも昇る気持ちで──」

「落ち着け、千尋は好きな人がお前だとは言っていない」

　すごくうぬぼれているように聞こえるが、千尋の好きな人は俺である。

　しかし、そのことどころか、千尋が女だと知らない──いや、認めない伊織は自信満々の態度を崩さず、自身の論理を展開する。

「うん、たしかに好きな人があた──オレだとは言っていない。だけど、そんなの言わなくてもわかるって。目を見れば一目瞭然だもん。熱い視線を、常にオレに送っていたじゃん」

「いや、アレはお前の反応を見ていただけだろ。お前が我慢して美う味まいとか言うから」

「わかってないなあ。アレはどう見てもオレへの告白だったよ」

「どう見ても違うようにしか見えなかったけどな。っていうか、そもそも千ち尋ひろは……お前が女だって知らないだろ」

「いや、あの顔は知ってる顔だね。ぜーったい、それに気づいてる。賭けてもいいよ。間違いないから」

「…………そうかな？」

「そうだよ。そうに決まってるって。女の子を口説きまくった過去があるのに、その程度の心の機微もわからないとか……はぁ」

「おい、言っておくけど、口説くのは俺の意思じゃないからな？」

「そうだったそうだった。まあ、恋愛経験が乏しい傑すぐるには、そのあたりの塩あん梅ばいがわからなくても仕方ないってことか、うんうん♪　ならしょうがないか！」

「なんかすげえイラッとくるな……」

　ドヤ顔の伊い織おりにちょっとムカついた。

　もしも俺の体質が治っているなら、今すぐ壁ドンしてわからせてやりたい。

「話は終わりか？　じゃあ俺はこれで」

「あ、待って。傑こそオレに用があるんじゃなかったの？　だから声をかけたんじゃ？」

「なんだ、聞こえてたのか」

　トリップしてて聞こえなかったのかと。

「次の休みに、レクで使う食材の買い出しに行こうと思ったんだが、四人分って結構な荷物だろ？」

「あー……たしかに」

「一人でできないこともないけど、ちょっとかったるくってな。お前に手伝ってもらおうと思って声をかけたんだけど」

「女の子オレにそんなもの持たせる気なの？」

「学校行事だし男女平等。それに、俺にそんな気を遣われたくないだろ、お前」

「ふふっ、まあね。ちょっと言ってみただけ」

　伊織がくすりと小さく笑う。

「いいよ、手伝ってあげる。で、どこに買いに行くの？」

「尾おノの下したにあるＮＥＯＮでどうだ？」

「え、ちょっと遠くない？」

　場所を告げると、伊織が難色を示した。

　それもそのはず、俺が指定したＮＥＯＮがある尾ノ下は、学校のある尾おノの上うえとは反対方向にある上、少し離れた場所にあるので、バスに乗って郊外に出なければならない。

「尾ノ上駅前じゃダメなの？」

「ダメってことはないけど、せっかくだし遊びたいだろ」

　ＮＥＯＮはアメリカ式の巨大ショッピングモールなので、買い物から遊びから、大抵のことは何だってできる。

　ついでにちょっと遠出になるので、学校の誰かとハチ合わせになるということもない。

　ピンポイントで秘密を暴露するには格好の場所だと言える。

「そういうことなら、まあいいけど。うーん……でもなあ？」

「どうした？　でも、なんだ？　なにか心配事でもあるのか？」

「傑すぐるとそういうとこ行ったら、千ち尋ひろに誤解されないかな？　何にもないのはわかっていても、好きな人が男と二人でどこかに行くのって、男子的に嫌なんでしょ？」

「たしかに嫌だけど、そういう心配はしなくていいから！」

　自意識過剰にもほどがある！

「言っておくけど、千尋や忍しのぶも誘うからな！　だからそういう心配はしなくていい」

「え!?　ち、千尋も誘うの!?」

「そりゃ買い出しだから誘うに決まってるだろ」

　伊い織おりの顔に、急速に焦りが見え出した。

　あたふたと慌てふためき始める。

「ね、ねえ傑、オレ、日曜日なに着てったらいいかな？」

「何でもいいだろ。ただの買い出しがメインなんだし」

「そうだけど……うう、どうしよう？　プライベートの男モノなんて持ってないよ……」

「普通に女モノでいけばいいじゃないか。千尋は気づいているんじゃなかったのか？　お前が女だって」

「そ、そうだけどさあ……」

「なんだ、その様子だとさっきのはハッタリか。やっぱり、お前自身もこじつけだって思ってるわけだな」

「そ、そんなことないもん！」

　伊織が俺を睨にらみつける。

「勢いやテンションで言ったんじゃないし！　ぜーったい千尋は気づいてるし！　オレのこと好きだし！」

「じゃあどうするんだ？」

「普通に女モノの格好でいくに決まってるじゃない！　で、オレの魅力をアピールする！」

　伊織はビッと指を突きつけて、

「見てろよ傑！　可愛かわいすぎるオレに惚ほれるんじゃないぞ!?　オレに惚れていいのは千尋だけなんだからねっ！」




　こうして言葉巧みに挑発し、伊織の参加を取り付けた。

　俺は伊織に別れを告げ、校舎に戻って千尋を探すことにした。

　まずは第一段階成功だ。

　千ち尋ひろの参加も取り付け、この絡まりまくった人間関係に終止符を打つぞ。





　　　　[image: ]






　その後、千尋の姿を探して校内をさまよっていると、中庭で佇たたずんでいる姿を発見する。

　ベンチで読書している千尋に、さりげなく近づいて声をかけた。

「よう、千尋。ちょっといいか？」

「うん、構わないよ。どうかしたの？」

　千尋は読んでいた本に栞しおりを挟み、自身の膝の上に置いた。

　本の重さの分だけ、ふともも部分にしわができている。……めっちゃ柔らかそうだ。

　あの膝で膝枕してもらったのか、俺……。

「傑すぐる、顔が赤いけど、風邪とか引いてないよね？　大丈夫？」

「あ、ああ、大丈夫大丈夫。健康そのものだ」

「そう、ならいいけど。もし悪かったら言ってね。看病して……あげるから」

　俯うつむきながら、必死にそう言ってくれる千尋に愛いとしさを覚えてしまいそうになる。

　……ホント、なんで俺はアレルギー持ちなんだろうな？

　こんなの蛇の生殺しじゃねえか。

「それで、どうしたの？　ボクに何か用？」

「ああ、実は来週のレクについてなんだけどさ」

　伊い織おりに話したのと同じ内容を千尋に告げる。

「次の休みに、レクで使う食材の買い出しに行こうと思ったんだけど、四人分って結構な荷物だろ？　それで、今度の日曜日、千尋にも一緒に来て欲し──」

「行く！」

「うおっ！」

　最後まで言い切る前に、食い気味に千尋が言葉をかぶせてきた。

　身体の前で、両手でグーを作るほどの気合いの入れっぷりだ。

「今度の日曜日だね？　絶対行かせてもらうよ！　で、場所はどこなの!?」

「尾おノの下した郊外のＮＥＯＮだけど、千尋、なんか気合い入ってないか？」

「入るに決まっているじゃない、……だ、だって、これ、デートのお誘いでしょ？」

「え？」

「休みにわざわざ誘ってくれるってことは、そういう、ことなんじゃないの？　ちょうど今、この本で読んだし……」

　膝に置いた本で顔を隠しながら、千尋が尋ねる。

　本のタイトルは『ブルーベリーボーイ』。今流は行やりの少女マンガだ。

　アントシアニン豊富で目によさそうなタイトルだな。

「ＮＥＯＮなら遊ぶ場所が色々あるし、用事は口実で、デ、デートしようって意味かなーって……違う？」

「ち、違う！　違うから！　伊い織おりや忍しのぶも誘うから！」

「……………………あ、そうなんだ」

　先ほどまでとは打って変わって、一気に元気がなくなった。

　背景に『ずううぅぅぅぅんっ！』という擬音が見えるほどの落ち込みっぷりである。

　信じられないけど、千ち尋ひろって本当に俺のことが好きなんだなあ。

　嬉うれしさと申し訳なさでどうにかなりそう……。

「そうだよね。学校行事の準備なんだし、当然二人も誘うよね。ごめん、勘違いして」

「い、いや、謝らないでくれないか？　こちらこそ勘違いさせるようなことを言ってすまなかった」

「でも、よく考えたらそれはそれで楽しみかもしれないね。実はボク、今までそういうふうに出かけたことなかったんだよね」

「お？　おお、そうなのか？」

　重くなりそうな空気を察したのか、千尋が話題を切り替えた。

　俺もそれに全力で乗っかる。

　重苦しい空気は苦手だからな。

「学校経営するような一族のお嬢さまだからな。やっぱり外出はボディガードとか必須で、自由に出かけられなかった感じなんだろうな」

「ううん、単純に誘われなかっただけ」

　ずうううぅぅぅぅぅぅんっ！

　さらに空気が固まった。

　話題転換完全にミスったわ、これ。

「友達と一緒に出掛けるために、護身術とか頑張って身に付けたんだけど……友達が一人もできなかったんだよね……」

「おぉう…………」

　まさかの告白だった。

　見た目も性格も非の打ち所がないのに、なんで友達ができなかったのだろうか？

「なんで、その、友達いなかったんだ？　お前が友達いなかったとか、正直すごく意外なんだけど？」

「ホント、なんでなのかな……。普通にしているだけなのに、女子に徹底的に嫌われてたんだよね……。男子はわりと話しかけてくれたから、男に媚こびてるとかも言われたっけ」

「それは完全に嫉妬だ。お前、見た目が良すぎるから、いらぬ嫉妬を買ったのかもな」

「媚びていないって証明のために、毅き然ぜんとした態度で男子に接したんだけどね。今度は男を奴隷にしているって言われてね……」

「言いがかりも甚だしいな」

　女の嫉妬って怖い。

「ちなみに、どんな態度で接してたんだ？」

「ねえ山やま田だくん、お腹なかが空すいたの。焼きそばパン買ってきてくれる？」

「奴隷パシリだ!?」

「川かわ上かみくん、今日はちょっと熱いから、休み時間の間扇あおいでくれない？」

「奴隷だ!?」

「ありがとう、田た代しろくん。おかげで喉が潤ったよ。これはジュース代と、ボクからのご褒美。遠慮せずにとっておいて。このブタ野郎！（パァーンッ！）」

「女王様だよ！　最後ので完全に確信したよ！　奴隷とボクッ娘こ女王様の関係だよ！」

「ホント、毅き然ぜんとした態度で接したのに、何がいけなかったのかなあ？」

「全部だよ！　媚こびるよりももっと悪いよ！」

「そんな……みんな喜んでくれるから、てっきりこれでいいと思って……」

「喜んでいたのか……お前の同級生男子やべえな」

「田代くんなんか、ボクがご褒美を上げるたびに『ブヒィッ！　ありがとうございますっ！』って大喜びだったから、ボクてっきり……」

「田代くんが特にやべえな！」

　中学でＭをこじらせすぎてる。

「そっか、ボクに友達がいなかったのはこれが原因だったんだ」

「ちょっと考えればわかりそうなもんだけどな……」

「そうだね、でも、みんな喜んでくれてたから……」

　そこで思考停止しちゃったわけだな。

　優しい千ち尋ひろの性格上、止めるにやめられなくなって、それが悪循環して友達ゼロに繋つながったのだろう。

「でも、何で媚びない毅然とした態度＝女王様キャラだったんだ？」

「おじいさまがそう言ったから」

「お前のおじいさま相当やばいな！」

　孫娘に何を教えてるんだよクソジジイ！

　こんなジジイが学校教育に手を出していいのか!?

　男装プレイにＮＴＲプレイ、そしてＳＭプレイとか、変態の大三元じゃねえか！

　役満揃そろっちゃってるじゃねえか！

「お前に友達ができなかった、根本の原因はおじいさまだな」

「……そうだね。今度会ったら一発でいいから殴りたいかも」

「喜ばせるだけかもしれないけどな」

「む……なら我慢する。まあ、おじいさまがこの学校を作ってくれたからこそ、ボクにも友達ができたわけだし」

「ちょっと──いや、だいぶおかしな学校だけどな」

「本当にね。尾おノの上うえ男子校って名前なのに、共学を通り越して実質女子校だし」

「女子は全員男装しているからな」

「男子は傑すぐるしかいないしね」

　顔を見合わせて小さく笑う俺と千ち尋ひろ。

　改めて口にしてみてもおかしな学校だよな。

「そういや、何で『男子』ってついているんだ？」

「ここの昔の地名みたいだよ。人が増えて尾おノの上うえと尾おノの下したに分かれる際に、自然と消えていったみたい」

「ああ、それで『男子』高校なのか」

　ずっと謎だった疑問が解けて納得した。

　俺はまたてっきり千尋の爺じいさんが『尾ノ上男装高校』にしようとしたところを、「ストレートすぎるからダメだ」と外部からの手が入ったのかと。

「日曜のお出かけ、二人じゃないのは残念だけど楽しみにしてる。生まれて初めての友達とのお出かけだもん」

「そう期待してくれるところ申し訳ないんだけど、一個だけお願いがあるんだが……」

「なに？」

　キョトンとした顔で千尋が尋ねる。

「たぶんものすごく辛そう、もしくは辛いのを通り越して、真っ白に燃え尽きたような感じになるヤツが出ると思うんだ」

「どうして？」

「どうしてって、まあ、その……」

　ちょっと言い難にくいことなので言葉を濁す。

「失恋だよ」

　もちろん、誰がとも、誰が相手だとも言わない。

「ああ、それは辛いね……」

　痛々しそうな声で千尋が言う。

「わかった。それで？　ボクはどうすればいいの？」

　千尋が女だとわかれば、伊い織おりはきっと混乱するだろう。

　異性として好きだった気持ちを、どうしたらいいかわからなくなるだろう。

　そんな時に優しくされたら、余計に割り切れなくなるだろう。

　友達でいる以上、いずれは割り切らなければいけない問題だ。

　早期解決のために、感情の乱れにつながるような行動はしないほうがいい。

「どうもしない。ただ、見なかったことにして、そのままスルーしてくれればいい。気遣われると、余計辛いだろうしさ」







　その後、二人と約束を取り付けた俺は最後の一人、忍しのぶに事の顛てん末まつを語った。

「上う手まくいったみたいでなによりだ」

　心配してくれていたのか、忍しのぶはほっと胸を撫なで下ろした。

「それで私はどうする？　名目上は一緒に行くべきだろうが、この件については部外者だからな。行かないほうがいいか？」

「できれば来てくれるとすげえ嬉うれしい。正直、鉢合わせ後に三人で行動するのって胃が痛くなりそうなんだよ……」

「ふっ、ヘタレ」

「うっせ」

　仕方ないだろう。

　人生経験少ない高校生なんだし、フォロー役が欲しいお年頃なんだよ。

「これで全部整ったわけだけど、すげえ緊張するな……。俺たちの関係に衝撃が走るのは確定だし、最悪友達関係崩壊だもんな……。うう、中学の時みたいになったらどうしよう？　友達ゼロとかすげえ嫌だぞ」

「そんなことにはならないから安心しろ」

　自身の胸に手を当て、忍が言う。

「私がいるだろう。少なくともゼロにはならないさ」
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　自室にある、全身が映る大きな鏡の前で、あたしは様々なポーズを取る……全裸で。

　年頃の女の子が部屋でなにをやっているのか、もしかしてそういう趣味なのか、この場を見たら色々と勘繰る人が出てくること請け合いだが、誰もいないので問題ない。

「ハリよし！　ツヤよし！　お肉の具合……………………まあよし！」

　以前に比べて、若干二の腕周りと腰のあたりに肉がついたように思えなくもないけど、本人以外わからないレベルだし目をつむる。

　それに、男の子って少しくらいぷにっていたほうが好みだって言うしね！

　女子憧れの純スレンダー体形って、男子の間だとそこまで人気じゃないらしいのよね。

　マニアック扱いされるから、表面上は一番って答えるみたいだけど。

　一番になれない、永遠の二番手って感じなのかな？

　身体の最終チェックを終え、パジャマを着ながらそんなことを思う。

「明日着ていく服もよし！　寝ようっ！」

　電気を消してベッドに入る。

　まだ夜の九時だけど、早く寝たほうがお肌に良いし。

　やっぱり、好きな人には最高の自分を見せたいからね。

　目をつむり、頭の中で羊を数え、徐々に夢の世界へ……………………入るわけない。

「……眠れない」

　そりゃそうだ。普段零時近くに床に入るあたしが、どうやってこの時間に眠れるというのか。

　っていうか、羊を数えるって余計に眠れない気がするんですけど!?　誰よ、この眠り方考えたヤツ!?

「うあーっ！　全然寝れない！」

　毛布が、布団が、あたしの体温を吸って温まる。

　すでに冬が終わった春先の気候で、この状態はとても暑苦しい。

　寝苦しくて余計に眠れなくなるという悪循環の始まりである。

　このままでは寝不足による肌のハリとツヤの低下──それによるベストコンディション構築の失敗からの魅力低下──最高の自分が見せられずに告白失敗──っていうか、そもそもあたしのことを好きじゃない──何な故ぜなら……。

　そんな最悪のシナリオが頭の中に浮かび始めてしまう。

「だ、大丈夫だし！　ゼッタイ千ち尋ひろはあたしのこと好きだし！　女だって気づいているし！　じゃなきゃお弁当なんて作ってこないし！　っていうか千尋は男だし！」

　最悪の考えを振り払うために、あえてわかりきったことを口にする。

　そう、お弁当を作るってことは親愛……いや、恋愛の証あかし。

　好きでもない人にわざわざそんなことはしない。少なくともあたしは。

「むう、これも全部傑すぐるのせいよ。傑があんなこと言うから、変なこと考えちゃうじゃない」

　あんなこととは、あたしの好きな人──金かねヶが崎さき千尋が女だということ。

　あたしと同じように男装して学校に通っていると言うのだが、ぶっちゃけありえない。

　そりゃあ、そこそこの生徒が男装して通っているけど、さすがに千尋もというのは……ちょっと考えられない。あんなにカッコいいし！　イケメンだし！

「くだらない嘘うそで、こんなにもあたしを惑わせるとは……おのれ傑」

　怒りを込めた一撃を、枕に向かって放つあたし。ちょっとは気分晴れたかも。

「っていうか、絶対傑ってあたしのこと好きよね。じゃなきゃあんな嘘言わないだろうし」

　かつてしてきた告白は、女性アレルギーから出たものだと言っていたけど、案外本心からのものだったのかもしれない。まあ、本当のことはわからないけど。

「余計なこと考えていないで、さあ、寝よ寝よ」

　気持ちを切り替えて目を閉じる。

　明日の告白、頑張らないとね！

　あ、でも明日着ていく服ってアレがベストなのかな？
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「明日は何着て行こうかな？」

　クローゼット部屋にある服を前にして、ボクは真剣に思い悩む。

　普段ならこんな場所で思い悩むことなど絶対にないどころか、服なんて着れればどうでもいいと思っている側の人種なんだけど、今度ばかりはそうも言っていられない。

　だってほら、好きな人に見てもらうわけだしさ？

　女の子としては、やっぱりかわいいって思って欲しいわけなのですよ。

「うーん、ロクな服持っていない……」

　まあ、わかっていたことだけど。

　服にこだわりがないボクは、基本的に家ではジャージだ。

　動きやすいし、汚れても気にしないでいいし、何より気分的に楽なんだよね。

　学校では他の子のイメージもあるからビシッとキメてはいるけれども、本音を言うとそういうのは苦手なのだ。気を張って疲れるし、胸を隠さなきゃいけないから窮屈だし。

　……最近また育ったから、そろそろ本気でキツいんだよね。

　早いところ、作り直した女子制服を堂々と着ていきたい。

「ジャージ、ジャージ……これまたジャージ。こっちはパーカーにジーパン……うう、女の子らしい服が全然ないよう……過去のボクのバカァッ！」

　どうしてもっと服に関心を持たなかったのだろう？

　もし少しでも関心を持っていれば、今日悩むことなんてなかったのに。

「もういっそのこと開き直っちゃう？　いや、ダメ。それじゃあ意識してもらえない」

　他に同行者がいるとはいえ、好きな人とのお出かけなのだ。そんな手抜きはしたくない。

　しかも、その同行者がまたかわいいのだ。伊い織おりはちっこくて明るい元気っ子って感じですごくかわいいし、忍しのぶは一見クールに見えるけど、素は結構ポンコツだったりして、そのギャップがすごくかわいい。

　そんな美少女二人がかわいくキメてきたら、ボクだけジャージでは対抗できない。

　ボクもかわいいって思われたい。

流れに流されてじゃなくて、ちゃんと自分の意思で好きだって言って欲しい。

　そのためには、やはりちゃんとした服でキメるしかない。

　これはもう、アレしかないよね。

　困った時の最終手段。ファッションに疎い人の最終兵器。

「やっぱ便利だよね、アマゾネス。世界展開するのもわかるなあ」

　ボクは大手通販サイトへとアクセスし、いい感じの上下セットを一式、超特急便で注文する。これで明日の早朝には、ここへと届いているという寸法だ。文明の利器最高。

この服ならきっと、伊い織おりや忍しのぶに対抗できる。戦える。

「服の準備完了！　あとは寝るだけっ。おやすみっ」

　パジャマに着替えてベッドに入る。

「うふふ♪　初めての友達とのお出かけ……♪」

　楽しみだなあ。

　ずっと憧れていたけど、ようやく実現するんだ。

「明日はみんなで、何を、しよう」

　そして傑すぐると、何をしよう？

　精一杯頑張ったボクを見て、かわいいって思ってくれたら嬉うれしいな。

　あ、そういえば、傑が何か言っていたような気がするけど、何だったっけ？

　大事なことを言っていた気がするのに、浮かれて忘れちゃったなあ……失敗。

　まあいいか、明日になればたぶん思い出すよね？

　おやすみ、傑……。
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「ついにこの日が来たか……」

　窓から太陽の光が差した瞬間──自然と口からそんな言葉が出た。

　当然のことながら、あまりの緊張感で寝ていない──わけじゃなく、ただのスーパー早起きである。

　あまりに緊張しすぎたせいか、金曜の夜が眠れず、そのまま土曜日をすごしたのだ。

　そのせいで夜八時前には寝てしまい、朝の四時には目が覚めるという、図らずもめっちゃ健康的な生活となった。

　おかげで頭はスッキリ、目の周りにくまなどは全くない。

　時間的余裕もあるので、きっちりと準備に時間をかけることができる。

　シャワーを浴びて、髪形を整えて、今日着ていく服のチェックをする。

　いや、別にデートとかじゃないし？　女子と言ってもただの友達だし？　特に気にすることはないんだけど、やっぱり最低限のそういうところはやっておくべきだよな。

　そんなこんなで準備を終え、しっかりと朝飯を食べて──今、俺はここに来ている。




「デカいな、相変わらず。日本の建造物とは思えないぜ」

　久々に来たのだが、相変わらず圧巻の大きさだった。

　東京ドーム十個分の敷地面積の中に、ショッピングにレジャーどころか、スポーツまで取り扱っている巨大ショッピングモール。

　郊外の安い土地とはいえ、比較的都会に近い場所に、これだけ大きなものを作ってしまうＮＥＯＮグループの資金力は正直やばいと思う。

「えーと、待ち合わせ場所はどこだったかな？」

「バスを降りてすぐにある、南側ゲート横のオブジェだろう？」

　俺の独り言に応える形で言葉がかぶせられた。

　そう、実は俺は今一人ではない。

　ここに来る前に忍しのぶと合流し、一緒にバスに乗って訪れている。

「相変わらず変なオブジェだな。そう思わないか、傑すぐる？」

　芸術を理解しないあんまりな感想だと思わなくもないが、俺もそう思うので何も言えない。

「それにしても忍、その恰かつ好こう」

「な、なんだ？　似合わないとでも言うつもりか!?」
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「いや、逆だ。すげえ似合ってるぞ」

　建前はともかく、今日の集まりの真の目的を考えれば当然のことだが、忍しのぶの私服は女モノだった。

　大きめのＴシャツ＆パーカー＆スカートのコーデは、凛りんとした雰囲気を持つ忍によく似合っている。

「なんていうか、大きめのシャツとパーカーがいいよな。袖からちょこんと指が出ているのって、すげえ女の子って感じがして可愛かわいいし、スカートからキレイに脚のラインが出ていてカッコいいっていうかさ。お前背が高いし、脚長いし、なんかモデルみたいですごくいいと思う、マジで」

「そ、そんなに褒めても何も出ないんだからねっ！」

　忍が背を向きそう言った。

　頬ほおに手を当てて「うわー、なんでそんなこと言うかな？　心の準備してないんだからいきなり言わないでよ……」と、小さく呟つぶやいているのが聞こえるので、まんざらでもないらしい。ちょっと素が出るくらいに。

「待ち合わせの十時まで、あと十分か」

　回復中の忍を尻目に、スマホで時刻を確認する。

「時間的にそろそろ来てもいいころなんだが」

「あ、あのバスに乗っているかもしれないぞ！」

　照れ臭くささを誤ご魔ま化かすかのような声を上げ、忍がバスを指さした。

　件くだんのバスはバス停で止まり、乗客を降ろしてそのまま去る。

「む、あれは伊い織おりではないか？」

「手を振っているし、間違いなさそうだな」

　遠めだが間違いないだろう。

　本日のメインキャストがご到着だ。




「お待たせっ、早いわね」

「まあな。十分前行動は待ち合わせの基本だし」

「女の子を待たせないその態度、感心感心♪」

　伊織が上から目線でそんなことを言う。

「今日はプライベートで千ち尋ひろに会うわけだから、目いっぱい気合い入れてきたわよ！」

　どうだ──とばかりに胸を張る伊織の格好だが、言うだけのことはある。

　ワンサイズ小さ目なボーダーシャツを、ショートパンツの中に入れているため、普段男装で隠されている、伊織のスタイルの良さが明確だ。

　ボーダーの上には、大きめの白いＹシャツを身に着けており、忍同様、袖から指ちょこ状態である。

　伊織のやつこの女、完全に男心をくすぐりにきている。

「ふふーん、あたしのこと好きになってもいいわよ？　ただし、友達としてまでだからね！　それ以上はダメです。それ以上好きになっていいのは千ち尋ひろだけです。にひっ♪　ゴメンなさーい♪」

「なぜ、またしても俺が振られるんだろうな？」

　まあ、つきあえないしぃ？

　そのつもりもないから、別にいいけどさぁ！

「ところで傑すぐる、その子誰？　傑の彼女……なわけないか、友達？」

「おいコラ、なんでその選択肢を潰した？」

「じょ、女性アレルギーでつきあえないって言ってたし？」

「明らかにそんなニュアンスじゃなかったよなあ!?」

　サッ──っと伊い織おりが目をそらした。

　それを見た忍しのぶは、声を殺して爆笑している。

　お前ら、ちょっと失礼すぎやしませんかね？

「まあいい。こいつだけど、お前もよーく知っているやつだ」

「え～？　あたしこんなモデルみたいな子は知り合いに……うん？」

　お、気づいたかな？

「えぇっ!?　忍なの!?」

「正解だ。ふふ、驚いたか？」

「う、うん、驚いた。まさか、忍に……忍に、女装趣味があったなんて!?」

「じょ、女装……」

　それを聞いた忍がちょっと傷ついた。

　上を向いて涙目になりつつある。

「おい、言っておくけど忍は女だからな！　女の格好しているのが普通なんだぞ！」

「ホントに？　学校だと千尋の次くらいにカッコいい忍が女の子とか、なにかの冗談じゃなくて？」

「冗談でこんな真ま似ねするかっての。だいたい、死ぬほど似合ってかわいいだろうが」

「それはそうだけど……」

「冗談っていうなら、俺たちの学校のほうが冗談みたいだろうが。男子校って字が入っているのに共学だし、女子生徒みんな男装してるし」

「おぉ……ものすごい説得力。う～ん、でもなあ、にわかには信じがたいかなあ」

　伊織は少しの間、腕を組んで考える。

　組んだ腕の上に、身体に反してよく育った二つの果実が乗っかり、その存在を主張している。

　普段隠されているぶん、出番をアピールしているのかな？

「そうだ！　ちょっと失礼」

「きゃっ……な、なにをする!?」

　伊い織おりが忍しのぶの後ろに回り込み、上と下をまさぐりだした。

「上は……うん、やや小ぶりだけどちゃんとある。下は……」

「ちょ……伊織、やめて!?　お願いだから……」

「ない……なるほど、嘘うそでも冗談でもないみたいね」

「そこまでする前に理解しろよ」

　まさぐるんじゃなくて、せめてタッチに留とどめておけ。

「うう、汚された……」と、落ち込む忍を慰め、改めて伊織と会話する。

「まさか忍も女の子だったとは……あたしびっくり。学校だとすごく凛り々りしくカッコいい感じだから、てっきり男だと思っていたんだけど」

「お前の見立てが甘かったんだろ」

「そこは認めざるを得ないかな。でも、どうして傑すぐるは知っていたの？」

「それは、その…………な？」

「う、うむ…………その、いろいろと事情があってだな」

「……えっち」

「そんな目で俺を見るな！」

　伊織がジト目で俺を見ている。

　合ってるけど事故だからな、あれは！

　忍、変にもじもじしない！

「と、とにかく、お前の見立てが甘かった。だから忍が女だとわからなかったんだ」

　俺はゴホンと咳せき払ばらいし、変な空気を振り払う。

「つまり、お前が男だと思っているヤツの中にも、女かもしれないヤツがいる可能性があるってことだ」

「そういうことになるね」

「ここだけの話だけど、千ち尋ひろも実は女なんだ」

「傑、ネタの劣化って早いから、内容が同じだと笑いは取れないわよ？」

　厳しいご意見が返ってきた。

　忍が女だとわからせることで、段階的に千尋も女だということを理解させようとしたのだが、失敗。

　精神ダメージ緩和のため、もしかして……くらいは思って欲しかったのだが、みじんも男だと疑っていない。

　やはり、本人登場しかないのか……。

「ねえ傑、そろそろ待ち時間になるけど千尋は？」

「もうそろそろ来るんじゃないか？　時間に遅れるような奴やつじゃないだろうし」

　しかし、それから五分経たっても千尋は現れなかった。

「千尋、どうしたのだろうな？」

「もしかして、来る途中でなにかあったのかな？」

「うーん、どうだろうな──って、千ち尋ひろからだ」

　伊い織おりと忍しのぶが見守る中、スマホの通話をオンにする。

『もしもし傑すぐる？』

「ああ、俺だけど、どうかしたのか？」

『実は急な用事が入っちゃって、すぐには行けなくなっちゃったの』

「そっか。なら、今日はキャンセルってことか？」

『ううん、遅れるけどちゃんと行く。だって、友達と外出なんて初めてだもの。だから絶対行く』

　電話の向こうから、千尋の熱い思いが伝わってくるようだ。

　その想おもいが熱ければ熱いほど、これから起こるであろう、今後の俺たちにとって解いておかなければいけない誤解が、激しくプレッシャーとなって襲い掛かってくる。

『一時間待って。すぐに終わらせてそっちに行くから』

　そう言って千尋は通話を切った。

　そうか、この生殺し感があと一時間ほど続くのか。俺の胃大丈夫かな？

「千尋、なんだって？」

「用事で一時間遅れるってさ」

「あ、じゃあ来るんだ。よかったぁ♪」

　千尋の参加が保証され、伊織が安あん堵どの笑みを浮かべる。

　その笑みを見て俺の心に戦慄が走った。

　もうバラすしかないわけだけど、本当にバラして大丈夫かな？

「よーし、じゃあ千尋が来た時に全力で遊べるよう、さっさと買い物を終わらせよう！」

　さあみんな、行っくよー♪──と、伊織が駆けだした。

　はぐれてはまずいので、俺と忍は全力でその背中を追う。

「伊織、すごいテンションだな」

「……ああ」

「予想はしてたけど、全く信じてくれなかったな」

「……ああ」

「どうする、傑？」

「……ホント、どうしようね」

　もう、なるようにしかならないのかもしれない。
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「それで班長、今日はなにを買うのでありますか!?」

　敬礼し、兵士みたいな口調で伊織が尋ねる。

　俺たちが今いる場所は、入り口近くにあるスーパーマーケット。

　広大な敷地面積を存分に使った、このショッピングモールで最も大きな店である。

　やっぱ食い物って大事だよな。

「学校から一万円出てるんだよね？　やっぱり肉かな？　ね？　肉にしよう？　Ａ５の一番高いヤツ！」

「それ一万円じゃ人数分買えないからな？　買うんだったらソーセージだ」

「えっち」

「すけべ」

「なんでだよおおおおぉぉぉぉっ!?」

　いや、理由はわからないでもないけどさあ!?

　女性アレルギーがあるとはいえ、俺だって年頃の男の子だからさあ、下ネタに対する造詣はそれなりにあるよ？

　だけど、直前までそんな感じのこと言ってなかっただろ!?

　俺よりお前たちのほうがえっちだよ！

「なんでソーセージって言っただけでそんなこと言われなくちゃいけないんだ！　お前らの発想力はワープエンジンでも積んでいるのか!?」

「そんなことより、他に買うものはなに？　忍しのぶ、聞いてる？」

「ジャガイモとニンジンとタマネギとのことだ」

「あ、じゃあカレーが作れるわね」

「うむ、せっかくだし、豚肉をソーセージに変えてジャーマンカレーにするとしよう」

「俺のツッコミは無視かよ……っていうか、このイベントＢＢＱなんだけど」

「別にいいじゃん。肉と野菜を焼くだけがＢＢＱじゃないでしょ？」

「最近のＢＢＱは普通に他の料理も作るぞ。キャンプ系の」

「マジでか」

　ここ数年は、基本ぼっちだったから知らなかったぜ。ＢＢＱの概念が覆されるな。

　俺そっちのけでそんな感じで、買い物を続ける、学校では男装女子な美少女二人。

　カートの中に、様々な食材をぶち込んでいく。

「ねえ見て忍、このニンジンなんかすごくない？」

「これは、たしかに……見事に、その、立派な……」

「エロ野菜のチ〇コ見て盛り上がってるお前たちはエロくないのか……？」

「やだー傑すぐるってば、あたしが見てって言ったのは値段だよ？　ねー忍？」

「その通り。この大きさとツヤで一袋百円とは見事かつ立派な値段設定だ。ここのスーパーの店長はさぞお客様第一の理想の上司なのだろうと思い、言葉に詰まっていただけだというのに……まったく、これだから男子は」

「お前らの視線の先エロニンジンだったじゃねえかよ！」

「そんなことないもーん」

「やーい、傑のすけべー」

「お前らあああああぁぁぁぁぁっ！」

　必死で追いかけようと思ったが、人のいる店の中で走り回るのは危険かつ迷惑だと考え、俺はその案を棄却した。

　俺はえっちでもすけべでもなくて、気遣いができる紳士だからな。

「アホなこと言ってないで、さっさと買うもの持ってこい！」

「はーい」

「了解した」

　素直に俺の言うことを聞いた二人は、残りの材料を取りに行き、レジで合流。

　俺たちはレクリエーションの食材をゲットした。

　……この後がメインなのに、なんかどっと疲れたな。




「それじゃこの買ったヤツを、学校に配送する手続きを──と」

　電話だ。荷物を二人に預けスマホを取り出す。

　当然のことながら、相手は千ち尋ひろだった。

「もしもし？」

『もしもし傑すぐる？　今用事が終わったよ。そっちはどんな感じ？』

「たった今こっちも終わって、配送手続きに行くところだな」

『そう、ごめんね。手伝えなくて』

「気にするなよ、一人でもできる作業だし。それに、今日のメインはこれじゃないだろ？」

『そうだね。ふふ……楽しみだなあ』

　心底待ち遠しそうな千尋の声に、俺の心はチクリと痛んだ。

『なる早でそっちに向かうよ。待たせてごめんね』

「わかった。じゃあ待ち合わせ予定の場所で合流しようぜ。迎えに行く」

　そう告げて電話を切る。

「千尋から？」

「そうだ。俺が迎えに行くから、忍しのぶ、代わりに手続きを頼めるか？」

「任せておけ」

　荷物を忍に手渡した。

「伊い織おりはどうする？　一緒に来るか？」

「………………ううん、あたしはいい」

「どうして？」

「いや、なんか、ものすごい緊張する……」

　頬ほおを押さえながら伊織が言う。

「この姿で千尋に会うための、心の準備がまだできていないっぽい……。うぅ、ここに来た時点ではあったのにぃ！」

　タイミングをずらされるとそうなるよな。

　決めたはずの覚悟が戻っている。

「傑すぐるだけで行ってきて。あたしはその間に心の準備をしておく」
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「お待たせ」

　二人と別れ、待ち合わせ場所のオブジェ前に戻ると、間もなく千ち尋ひろが現れた。

　薄手のカーディガンを羽織り、明るめのスカートでキメた、正統派お嬢様ファッションである。

　なんというか、最の高だな。

　こんな子が普段は男装して学校に通っていて、しかもイケメン王子さまだと言うのだから世の中ホントわからない。

「本当にごめんなさい！　まったく、母さまったら、急に買い物に行こうだなんて言い出すんだもの。こっちも用事があるんだから、事前に言って欲しいよ。まったく」

　ぷりぷり怒り、頬ほおを膨らませている様子がなんとも言えず可愛かわいかった。

「人が出かける準備しているときに帰ってきて、部屋に来るなり『買い物に行きましょう！』だもの。断る暇もなかったよ」

「それで、何を買ったんだ？」

「イブニングドレス。入学記念に買いましょうとか言われて、強引に連れ出されたの」

「それは、入学記念に買うものなのか？」

　さすがセレブ……よくわからない感覚だな。

　だけどすげえセレブっぽい感じはする。

　ドレス＝セレブ。

「母さま、普段お仕事であんまりいないし、結局断り切れなかったの。ごめんね、先約だったのに」

「気にするなよ。家族との時間は大切にしたほうがいいしな」

　家族が忙しいのは、子どもの俺たちを養うためでもあるんだから、時々ワガママを聞いてあげてもバチは当たらない。

「それでみんなは？」

「さっきも言ったように配送手続き。こっちだ」

　千尋の前に立ち、先導する。

「あ、待って傑」

「うん、どうした？」

「その、今日って休日じゃない？　だからその、人、多いよね？」

「……そうだな」

　改めて周囲を見回してみると、千尋の言う通り人が多い。

　ショッピングモールという、ゾンビ映画やゲームの定番スポットらしく、平日も人が多いのだが、休日はそれ以上だ。

　敷地の半分を占める駐車場も、七割以上は埋まっているし、東西南北どちらを見ても、大勢の人の姿が見える。

　雑踏と雑音が空間に満ちている。

「はぐれたりしたら、その、アレだし、手……繋つないでも、いい？」

　恐る恐るといった感じで千ち尋ひろが言う。

　俺の意思に委ねてはいるけど、明らかに繋ぎたそうだ。

　右手を俺のほうに伸ばそうとしているし、なによりそうじゃなきゃそもそも言わない。

「あ、傑すぐるが嫌だったら別にいいんだけど──」

　暗に「繋ぎたい」と言ってくる千尋に対し、俺の出した答えは──、

「え、なんだって？」

　精一杯の勇気を踏みにじるような、最低の答えだった。

　一昔前のラブコメ主人公によくあった、鈍感＆難聴系の返しだ。

「悪い、雑踏がすごくてよく聞こえなかった。で、なんだ？」

「えーと、その、べ、別になんでもないっ！」

「そっか」

　そっか──じゃねえだろって言いたい！

　自分のことじゃなければ大声でツッコみたい！

　絶対聞こえているくせにっていうか聞こえているのに、女の子が勇気を振り絞ってお願いしたのにこの態度、もし他人ならぶん殴ってるところだし、マンガやラノベだったら本を壁に向かってぶん投げているところだ！

　俺だって、本当はこんなことしたくないんだよ！

　できることなら手を握りたいよ！　っていうか、握りたくないやつなんていないよ！

　でもそれはできないんだよ！　女性アレルギーで、同年代女子に触れたら口説いちゃうから無理なんだよ！

　男装してくれれば手くらい大丈夫だけど、今はそうじゃないんだよ！　女子の格好なんだよ！　千尋がめちゃめちゃかわいいんだよ！

　触れた瞬間意識が飛んで、無意識に口説いちゃう自信があるんだよ！

　安定のイケメンクズムーブなんだよ！

　そうなったらもう誤解は解けない。二度もなかったことにしてくれなんて言えるわけがない。

　だから俺は……こうさせてもらう。

「そういやずいぶん混んでるよな。休みだから余計にさ」

「うん、そうだね……」

「よかったら千尋、袖のトコ掴つかむか？　はぐれたらまずいし」

「……うん！」

　花が咲くような笑顔を千ち尋ひろが見せた。

　手は繋つなげないけど、せめてこれくらいは……いいよな？　いいよね？　暴走しないし！

　俺は千尋を伴って、二人が待つ場所に向かう。

「おーい、傑すぐる。ここ、ここだぞ」

　元いた場所に近づくと、忍しのぶが手を上げ俺を呼んだ。

「待たせた。手続き代わってくれてサンキュな」

「気にしないでいい。それより、無事千尋と合流できたみたいだな」

　俺の袖をつかみ、背中に隠れるようにしている千尋に目を配る。

「あ、あの、忍……実はボク……」

「知ってる。だから、改めて言わなくていい」

　自分が女だったことを告白しようとした千尋を手で制し、全て知っていることを告げる忍。

「巧妙に隠してはいたが、細かい仕草や立ち居振る舞いでとっくに気づいていた」

「そ、そうなの？」

「ぶっちゃけ俺も驚いた」

　実は忍、俺が相談する際に、二人のことを教えようとしたのだが、とっくの昔に気づいていたらしい。

　具体的に言うと、入学説明会の時点で。

「そ、そんなに早い段階で？」

「ふっ、演劇部を舐なめるなよ？」

　と、驚く千尋にドヤ顔の忍ちゃんである。

「ええと、それじゃあ、女友達として、改めてよろしくね、忍」

「ああ、こちらこそ、千尋」

　二人ががっちりと握手した。

　まあ、こっちは元々、何か起きるような心配はしていない。

「ところで伊い織おりはどこに行った？　さっきから姿が見えないけど？」

　この場にいるのは忍だけだ。

　伊織の姿は影も形もない。

「そのことなんだが、ちょっと目を離した隙にどこかに行ってしまったのだ」

「マジでか」

　いったいどこへ行ったのやら？

　休日のこの人混みだと、探すのがものすごく難しそうなのだが。

「トイレかもしれないと思って、ここで待っているのだが」

「帰ってこないわけだね」

「うむ」

　千ち尋ひろの言葉に忍しのぶがうなずく。

「このまま待つのもつまらないだろうし、少し移動しないか？　要は戻ってきたときに気づいてもらえるよう、この辺にいればいいわけだしな」

「そうだな、傑すぐるに賛成だ」

「それなら、あそこなんてどうかな？」

　千尋が指さした先には、家族連れで賑にぎわっているフードコートが見える。

　場所も通路を挟んで反対側だし、戻ってくればすぐにわかるだろう。

　反対する理由もないので、二人を伴い移動する。

「で、お前たち、なにか食いたいものってある？」

「特には。適当で構わないぞ」

「ボクも。こういうところって、なにを食べたらいいかわからなくて……」

「じゃあ俺の好きなの買ってくるわ。その間に飲み物を頼めるか？」

　というわけで、店先に移動。古今東西、あらゆるファストフードが並んでいる。

　さて、何にするかな？

　ふむ、北海道フェアか。隣にはＢ級グルメ専門店もある。

　……なるほど、ならこれかな？

「ほい、お待ちどう。俺の好きなものだし、おごりでいいぞ」

「すけべ」

「はれんち」

「だからなんで!?」

　食い物を調達して戻った時、二人の美少女はそのようなことをおっしゃられた。

「どこがすけべではれんちなんだコノヤローッ！」

「どこからどう見てもすけべではれんちではないか！」

「どこがだよ!?　ただのジャガバターと肉巻きおにぎりじゃねえか！　みんな大好き北海道名物とＢ級グルメの先駆けじゃねえか！」

　そう、俺が買ってきたのはただのジャガバターと肉巻きおにぎりだった。

　昼が近いことも考え、ジャガバターは二つ、肉巻きおにぎりは一本と、食う量も考えて買ってきたというのにこの反応、女の子ってわからない!?

「仮に俺が買ってきたのが、練乳入りのアイスキャンディーとかなら話はわかる。溶けた練乳が顔とか手にベタベタついて、その──ゴホン、とにかくその、な？」

　忍と千尋から無言の圧力が飛んできた。

　これ以上言うのは得策じゃないので、咳せき払ばらいして適当にごまかす。

「アイスキャンディーとか、そういうのに応用できる系のやつならお前らの主張は認めるよ。でも、これは違うだろう？　さっきのがあったから、フランクフルトは意図的に外したんだぞ!?　北海道と宮崎の人に謝れよ！」

「お前こそ北海道と宮崎の人に謝るべきだ！」

「なんで俺が謝らなくちゃ──」

「あの、傑すぐる、傑……」

　千ち尋ひろがくいっくいっと袖を引っ張る。

「なんだよ千尋？」

「食べ物そのものじゃなくて、置き方……」

「置き方ぁ？」

　口論を止め、千尋に言われた通り、持ってきたジャガバターと肉巻きおにぎりの配置を確認する。

　三人でつつくし、資源がもったいないから容器は一つだな。

　そこに溶けたバターで白みがかかった、熱々のジャガバターが二個並んでいるな。

　その間に肉が巻かれた、先端にちょっとご飯が覗のぞいている、スティック型の肉巻きおにぎりがあるな。

　…………………………うん。

「俺が悪かったあああああぁぁぁっ！」

　どうみてもこれあれだよ！　チ〇コだよ！

　しかも事後だよ！　直後だよ！

　北海道と宮崎のみなさん、本当にすいません！　偶然なんです！

「あのさ、俺、実はテレビでちょっと前によくやってたマナー講座ってさ、ぶっちゃけいらないと思ってたんだよな。箸の置き方とか、とっくりでの酒の注ぎ方とか、そんな細かいことにこだわるよりも、美お味いしかったって心から感謝を伝えることのほうが、何十倍も素晴らしいマナーだって思ってたんだ」

「うん」

「で？」

「でも、その、やっぱ最低限の知識は必要だって思いました……その、コンプライアンス的に」

「そうだな、コンプライアンスは重要だ」

「うん、最低限のコンプライアンスは身に付けるべきだね」

「ホント、コンプライアンスは大事だな……」

　コンプライアンスを意識して、配置を即刻修正した。

「と、とりあえずコンプライアンスは忘れて食べようぜ！」

「うむ、美お味いしいうちに食べるのが礼儀だからな」

「ボク、こういうの食べるの初めてだから、ちょっと楽しみかも」

　楽しそうに千尋が言う。

　俺たちはそれぞれ割りばしを使って、ジャガバターと肉巻きおにぎりをいただいた。

　さすがみんな大好きジャガバターと、Ｂ級グルメの先駆けだ。

　大変おいしゅうございました。

「あ……もう終わっちゃった」

「ならもう一回買ってくるか？　昼を軽くすれば入るだろうし」

「傑すぐる、今度はコンプライアンスを忘れるなよ？」

「うっせ」

　言われなくてもわかってるわ！

　俺は財布を片手に立ち上がると、先ほどと同じ店に向かい、同じメニューを購入した。

「ほい、お待たせ──と」

　三度電話がかかってきた。相手は当然、伊い織おりだろう。

　モッチーという可能性もゼロじゃないが、休日の昼間に電話してくることは滅めつ多たにないしな。

「もしもし伊織か？　とっくに千ち尋ひろは合流したぞ」

『う、うん、わかってる』

「お前今どこにいるんだよ？」

『そのことなんだけどさ、傑……ちょっと助けてくれない？』

「助けるだって!?」

　突然大きくなった俺の声に、千尋と忍しのぶの間に緊張が走る。

　その空気を感じたのか、電話越しに伊織が慌てた声を出した。

『た、助けるって言っても大したことじゃないの！　別に危ない目にあっているわけじゃないから安心して？』

「……本当だな？」

『本当よ！　もしそんな目にあってたら、傑じゃなくて警察に電話してるもん！』

　言われてみればそりゃそうだ。

　もし危ない目にあっているなら、俺じゃなくて警察に電話したほうが確実だ。

『助けてって言ったのは、傑の力を借りたいからなの！』

「俺の力？」

『うん、傑じゃなきゃダメなの。お願いだから、一人で今から言う場所に来てくれない？』

「構わないけど、二人も一緒じゃダメなのか？」

『……できれば傑一人でお願い』

「わかったよ」

　俺は伊織の居場所を聞いて電話を切り、その場所へ向かうため席を立った。

「ちょっと伊織を迎えに行ってくる。ここで待っててくれ」

　二人に事情を話し、俺は伊織の待つ場所へと向かった。
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「傑、こっち！　こっちだよーっ！」

　二人と離れてから三分後、ショッピングモールの中央二階。

　そこにある若者向けのブティックに伊い織おりはいた。

「おい伊織、お前なあ……なんだってこんなところに？　元の場所と全然違うとこじゃねえか。そもそもここ二階だろ？」

「それはね、やむを得ない事情があったからなの」

「やむを得ない事情？」

　オウム返しに聞くと、伊織は小さく頷うなずいた。

「その事情ってなんだよ？　わざわざ俺だけを呼び出すとか」

「それはね……これ！」

　これ──と言って伊織が俺の前に出したのは、

「………………服？」

「そう！」

　伊織が出したのは服──それもパンツだった。

　もちろん、下着じゃないほうの。

「二人を置いて、わざわざ俺だけを呼び出した理由がこれか？」

「うん！　どっちを買うか悩んじゃって、傑すぐるの意見を聞きたくて」

「それなら、二人も一緒でいいだろ」

「ダメよ！　千ち尋ひろをびっくりさせたいんだから！」

　伊織が強く主張する。

　……ああ、なるほど。

「あたしの可愛かわいいとこ、いっぱい見てもらって、友達としてじゃなくて、ちゃんと、女の子として好きになってもらいたいんだもん……」

「今着ているやつじゃダメなのか？　それでも、その……じゅうぶん可愛いと、俺は思うけど？」

「ダメじゃないけど、これいっぱい着て、ちょっとほつれたりしているから。どうせならそういうのがない新しいのを買って、完璧なあたしを見てもらいたいのよ」

「なるほど」

　そういうことなら仕方ない。

「こっちとこっち、今から二種類のパンツを履くから、どっちがいいか教えてほしいの。女のあたしよりも、同じ男の傑のほうが千尋の好みと合いそうだし──ってわけでよろしくねっ！」

「伊織、千尋はおん……いや、なんでもない」

　目が真剣そのものだった。

　とっくにわかっていたことだが、もはや何を言っても聞いてはもらえないな、これ。

　実物を目の当たりにする以外に、伊織の目を覚ます方法はなさそうだ。

「俺の好みでいいのか？」

「うん、見ただけでアレルギーが出そうになるくらいのを選んでほしいかな」

　そう言うなり、試着室の中へと飛び込んだ。

「当たり前だけど、覗のぞかないでよ？」

　カーテンから顔だけ出して、伊い織おりがそう釘くぎを刺した。

　その後、すぐにカーテンが閉まり、カチャカチャシュルシュルといった着替えの音が聞こえる。……正直、これだけでドキドキものだ。

「まずはこっち、キュロット風パンツ。丈が膝まであるから、脚が細く見えるし、あたし的にはこっちかなーって思ってるんだけど」

　ふむふむ、なるほど。たしかに伊織の言う通りだな。

　膝とキュロットの間に隙間ができているので、脚が細く見えて可愛かわいく見える。

　悪くない……いや、すごくいい！

「ほ、ほう……悪くないじゃないか。とりあえず半径三メートル以内には近づくなよ？」

「これと比べてみてほしいのがね……こっち」

　再びカーテンを閉めて、着替えて見せたのが──。

「え、えへへ……ちょっと冒険しすぎたかな？」

　次に伊織が履いたのは、ホットパンツだった。

「ふとももまで思いっきり見えてるし、お尻とかもパッツンだし、下半身が大きく見える気がするのよね。でも、こういうのって、男の子好きでしょ？」

　大好きです。

「このパンツとさっきのやつ、どっちのほうがいいと思う？」

「断然こっちだ。それ以外ありえないな！」

「オッケー、えっちくん。こっちを買うわ」

「感謝が全く感じられねえ」

　自分で選べと言ったくせに、選んだ直後にえっちくん呼ばわりとか酷ひどくない？

　でも、俺自身ちょっとそう思うから仕方ないな！




「これでよし、準備完了！」

　買い物を済ませた伊織が、鏡に映った自分を見て気合いを入れる。

　買ったパンツに履き替え、恋の臨戦態勢完了のようだ。

　ちなみに荷物になるので、今まで履いていたヤツは、袋に入れてしまっている。

「もう、いいのか？」

「……うん。覚悟は決まった」

「そっか」

　声に落ち着きのようなものがある。

　本当に、覚悟を決めたのだろう。自分の全てを明かす覚悟を。

　自分の性別を、千ち尋ひろへの想おもいを、全て打ち明ける心の準備が、今終わったのだろう。

　すでに結末を知っている俺は、伊い織おりのほうを向けなかった。

「ねえ傑すぐる、最後に一つだけお願いしていい？」

「……いいぞ。一つと言わずに何個でも」

「ありがとう。それじゃあさ、二人を映画館に誘ってくれない？」

「いいけど、どうして？」

「……面と向かって言えないから、顔が見えない場所で言いたいの」

「覚悟決めたんじゃなかったのかよ？」

　最後の最後でヘタれるか、このおっぱいが大きいちみっ子は。

「決めたけど……すごく言い難にくいことだし、上う手まく言えないかもしれないから」

「わかったよ。俺が上手いこと誘導してやるから、さっさと行ってスタンバっとけ」

「うん、ありがとう」

　そう言い、俺と伊織は再び別れた。

　どんどんと小さくなる伊織を見送っていると、突然伊織が振り返った。




「ありがとう。傑大好き」

「おう、俺もお前のこと好きだぞ」




　これから伊織を待つ結末が浮かび、俺の足取りが重くなった。

「……大好きって、友達としてだろ」
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「映画？　もちろんいいに決まってるよ。ふふ、友達と映画とか楽しみ♪」

　伊織との約束通り、千ち尋ひろと忍しのぶを映画へ誘う。

　中学時代、俺と同じように友達がいなかった千尋は、二つ返事でこれを了承。

　もちろん忍もだ。断る理由がない。

　俺たちは現在、三人で映画館へと移動している。

「でも、なんで急に映画なの？」

「見せたいものがあるんだとさ」

「ふーん、なんだろう？」

　頬ほおに手を当て、首をかしげる千尋。

　その後ろで、俺は忍に袖を引かれた。

「伊織が見せたいものって、やっぱり？」

「ああ、そういうことだよ」

「そうか……覚悟を決めたのだな」

　俺は無言で頷うなずいた。

「伊い織おりは先に行って待機している。もうすぐ連絡が来るだろうから、千ち尋ひろを隣の席に誘導するぞ」

「わかった」

「二人とも、何話してるの？　ボクも仲間に入れてよ」

「悪いけどもう終わった。さ、もうちょい急ごうぜ。伊織が待ってる」

「あ、ずるい。待って、何話してたのか教えてってば！」

「ダメです」

「すまないが遠慮してくれ」

「そんなー」

　これから伊織がすることを考えれば、悪いけど千尋に言うことはできない。

　そこで起こることを予想し、俺たちはできるだけ明るく努めながら映画館へと向かった。

「さて、到着だ」

「うわあ、広い」

　到着するなり、千尋が目を丸くする。

　それもそのはず、このショッピングモールの映画館は、この辺で一番の大きさを誇っている。

　一階と二階をフルに使って作られたこの施設は、スクリーン数が二十もあり、三百六十五日休むことなく、常に娯楽を提供している。

「傑すぐる、それで私たちはなにを見るのだ？」

「ちょっと待て、まだ連絡が──あ、きた」

　忍しのぶに尋ねられたタイミングで、伊織からのメッセージが届いた。

「スクリーン五番のＥ－12、観みやすい中央付近の席だな」

「五番……う、恋愛映画」

「まあ、やること考えたらそうなるよな……」

　電光掲示板を見た瞬間、忍が苦い顔になった。

「傑、実は私、恋愛映画って苦手なんだ」

「奇遇だな。俺もだよ。なんていうか見てて腹立つというか。架空の話とはいえ、赤の他人のどうでもいい感じの恋バナを、延々と語られてる気がしてイラッとくるというか」

「すごくよくわかる。所属する部活動的にそれではいけないとわかっているのだが」

「好みの問題だもんなあ」

　うんうん──と、二人で頷うなずく。

「こういうの需要はあるんだろうけど、俺全然合わないんだよな。開始五分で寝る自信あるぞ」

「ふっ、私は三分だ。勝ったな」

「いや、別に勝負とかしてないだろ」

　むふーといった感じのドヤ顔で胸を張る忍にツッコミを入れる。

「恋愛映画って好みが分かれるけど、千ち尋ひろは大丈夫かな？」

「大丈夫だろう。あれを見てみろ」

　忍しのぶの示した先で、その映画のポスターに釘くぎ付づけになっている千尋がいた。

「大丈夫そうだな」

「そのようだ」

「それじゃあ伊い織おりのいる席のあたりを取るぞ」

　運のいいことに、伊織の取った席のあたりは空すいていた──というか、スクリーン五番自体がガラガラだった。この映画人気ねえな！

　伊織の周囲どころか、全体的に人が入っているような感じではなかった。

　おかげであっさりと狙い通りの席が取れたのはいいけど、この様子だと、開始五分どころか、開始二分で夢の国へと旅立てそうだ。

「千尋、チケット取ったぞ。はいこれ」

「どうもありがとう」

「千尋、俺は軽くつまむものを買ってから行くから、忍と先に行ってくれないか？　さっきの二回目、なにも食ってないからちょっと腹が減ってさ」

「うん、わかった」

「あ、すまない。私もちょっとお花を摘みに……」

「トイレか」

「ストレートに言うな！　デリカシーないぞ！」

「悪かったよ。それじゃそういうことだから、千尋だけ先に行ってくれ。席の場所、間違うんじゃないぞ？」

「わかってる。子どもじゃないんだし、間違えるわけないだろう」

　俺からチケットを受け取ると、千尋はスタスタと中へと向かう。

「もう映画始まってるらしいから、足元気をつけろよ？　暗くてたぶん見えないからな」

「わかった。心配してくれてありがとう」

　手を振って千尋と別れると、俺は売店の列に並んだ。

　それほど並んでいなかったので、すぐに順番が来る。

　キャラメル味のポップコーンを買い、俺も五番スクリーンに移動した。

　暗い部屋でのシーンらしく、足元が全く見えていない。

　それでも、映画のわずかな光でなんとか席の場所を把握することができた。

　この映画館、めっちゃ金かけてるんだから、もう少しいい蛍光塗料を使ってくれてもいいんじゃないだろうか？　汚れた部分の明かりめっちゃ薄いぞ。すげえわかりにくいんだが。

　俺の席はＦ－11、伊織が座っている席の真後ろあたりだ。

　そしてたぶん、今正面のあたりに伊織がいる。

　負け確イベントを起こすべく、最後の勇気を振り絞っていることだろう。

　そして、同じくその隣にいるであろう千ち尋ひろは、何も知らずにそこにいるのだろう。

　全てのお膳立ては整えた。俺にできることはもうない。

　あるとすれば──これから傷つくであろう友達を、慰めてやることくらいのものだ。

　……気が重いな。

　ため息をして目を閉じると、苦手な映画がＢＧＭとなり、俺の意識は夢の世界へと旅立って行った。

　そして──、





　──あ、あのさ、驚かないで聞いてほしいことがあるの……。






　夢の世界から帰還してぼんやりとしている中、そんな声が聞こえてきた。

　あれから何分経過したのかはわからない。

　映画もどうなっているのかもわからない。

　ただ、俺たちの今日がクライマックスを迎えようとしていることだけは理解できた。





　──急に、こんなこと言ったら驚くと思うし、どんな反応したらいいかわからないと思う。でも、あなたにはどうしても伝えたい。






　寝起きの頭に、力のこもった声が届く。

　伊い織おりの真剣さが、痛いほど伝わってくるような声だった。





　──あなたが、好きです。






　……言ったな。どこからか息をのむような気配を感じた。

　間違いなく伊織の気持ちは伝わっただろう。

　この後のことを考えると胸が痛む。

　顔、見られたくないだろうな。

　このまま寝たふりを続け………………え？




「──────────」

「──────────!?」




　映画もクライマックスになったのか、急に周囲が明るくなった。

　今までほぼゼロだった視界が、一気に開けて世界を創り上げる。




　目の前に目を閉じた伊織の顔があった。

　唇が柔らかくて、とても甘い。

（なんで!?　どうして伊い織おりが!?）

　俺が座ったのはＦ列のはずなのに、なんで隣に伊織がいる!?

　本来伊織の隣に座るはずの千ち尋ひろが、なんで俺の後ろにいる!?

　どうして俺と千尋の席が入れ替わって──まさか!?

　ある考えが頭をよぎった俺は、階段側──座席を示す足元の蛍光塗料へと視線を向け、確認した。

　ジュースでもこぼされたのか、下部分が汚れて正しく発光できず『Ｆ』に見える『Ｅ』の文字と、こぼれたポップコーンがつぶれて『Ｅ』に見える『Ｆ』の文字が見えた。

　つまり、俺の座席はＦ－11ではなく、Ｅ－11。

　本来千尋が座るべき席に、俺は座ってしまっていた。

「す、傑すぐる!?」

　目を開けた伊織も、ようやく相手が違うことに気づいたらしい。

　告白してキスした相手が、自分の好きな男じゃないとわかり、伊織は慌てふためき弁解を始める。

　本当に告白したかった相手に見られたんだ。当然そういう行動に走るよな。

　こんなことになった弁解をし、なんやかんやで誤解を解きいて、自分の想おもいに向き合ってもらえるよう必死になるよな。
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　そして、そうすることができたなら、千ち尋ひろはちゃんと向き合ってくれるだろうな。

　千尋が、男だったなら。

　だから、そういう事態には絶対にならない。

「ち、千尋！　これは、これは違うの！　今のなし！　ノーカン！　あたしが好きな、好きなのは………………!?」

　だって、千尋は女だから。

「嘘うそ!?　なんで？　なんで千尋が女装してるの!?　まさか、本当に千尋も……」

　弁解をしようと振り向いたとき、伊い織おりはようやくそのことに気づいた。

　そして、もっと大事なことにも気づいた。

「千尋……なんで泣いてるの？」

「……………………っ」

　千尋は驚いた顔のまま、目じりに涙をためていた。

　自分でもそのことに気づかなかったようで、伊織の言葉で目を拭う。

「今日の伊織おかしかったけど、こういうことだったんだ」

「こういう、こと？」

「傑すぐるとつきあっていたってこと、ボクに知らせようとしてたんだよね？」

「ち、違う！　違うわよ！」

「隠さなくてもいいよ。……ごめんなさい。隠していたのはボクのせいだよね」

「どういう意味？」

「ボクが、傑に告白しちゃったから、好きだって言っちゃったから、言いづらかったんだよね？　ごめんね……」

「傑に、告白!?」

　その一言に、今度は伊織が驚いた。

「そんな!?　そんな、違う！　あたしが好きなの──好き、なのは……」

　千尋だと言いたいのだろうが、目の前の事実がそうさせてはくれない。

　千尋の口から、好きなのは俺だと聞いてしまっている上に、千尋が女だったという事実がのしかかる。

　どうしたらいいのか、わからない。




　──おーい、ちょっと。画面見えないんだけど？

　──ねえ、前の人なに立ってるのーって、泣いてる？

　──おいおい、痴話喧げん嘩かか？　他よ所そでやれよ。

　──いやいや、いいぞもっとやれ。この映画退屈だし、いい見世物だわ。




　俺たちの様子に気づいた、数少ないこの映画のギャラリーがそんな声を上げる。

　それにつられて、徐々に場内の視線がスクリーンではなく、俺たちに集まってきているのを感じた。

　四方八方、三百六十度、全ての視線の中に俺たちはいた。

　退屈な恋愛映画ではなく、臨場感たっぷりのリアルな恋愛劇の主人公として、俺たちは舞台に立っていた。

「本当に、ごめんなさい」

「待って！　待ってよ千ち尋ひろ！　あたしと傑すぐるはつきあっていないよ！」

　伊い織おりの言葉に、一瞬千尋が止まった。

　その声を聞いたギャラリーたちは「おぉっ！」と、好奇心をむき出しにした声を上げる。伊織の言葉が本当なのかと。

「傑もちゃんと言って！　あたしたちは別につきあっていないって！」

「ああ、わかってるさ」

　伊織が縋すがり付くような体制で俺を促す。

　それと同時に、ギャラリーの視線も俺へと移った。

　無責任な興味が集中する中、この舞台と自らの失敗に決着をつけるべく、俺は口を開いた。

「千尋、俺たちは、俺と伊織は──」




　──つきあっているつきあっていない。




　そして、最悪の一言を口にする。

「あ！」

　歓声が上がる中、伊織は気づいたがもう手遅れだった。

　伊織のキスによって、完全にコントロールを失った俺の身体は、こうして考えている俺の意思に従うことなく、好き勝手に言葉を並べる。

「千尋、違うの！　傑は、傑とは……っ！」

「恋人としてつきあっているんだ。すまないなただの友達なんだよ！　つきあってないんだよ！」

「このっ！　正気に戻っ──!?」

　頬ほおを叩たたこうとした伊織の手が、俺に掴つかまれ阻まれた。

　そしてそのまま──二度目の行為に至る。

「さよならっ！」

「待って千尋！　……このっ！」

「ぐっ!?」

　頭突きで俺から離れるが、すでに千尋は立ち去っていた。

「痛つぅ、伊織、すまん！」

「…………………………謝らないでいいわよ。事故だって、わかってるから」

「でも！」

「ごめん、今傑すぐるとは、ちょっと話したくない。……ばいばい」

　そう言い残し、伊い織おりもこの場から立ち去った。

「傑、その、なんと言ったらいいか……」

「……帰ろう」

「……うん」

　好奇の目に耐えられない。

　だが、それ以上にこの場にいたくない。

　俺は忍しのぶと一緒に帰宅し、その日を終えた。

「最悪の事態になっちまったな」

　この先、本当にどうしたらいいんだろうな？
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　その日、俺は夢を見た。

　中学の頃、俺に、まだモッチー以外の友達もいたころの夢だ。

　男女たくさんとまではいかないが、それなりの友達に囲まれて、俺は楽しく過ごしていた。

　そんな緩く楽しい生活を送っていた俺に、ある日好きな子ができたんだ。

　明るくて、ちっこくて、元気の塊のような女の子だった。

　なんていうか、一緒にいるだけで楽しくなってくるような、太陽みたいな女の子だったと記憶している。

　この夢は、その太陽が消えた日。

　そして、俺が友達を失った日の記憶だった。
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「あのね、灰はい原ばらくん。わ、私ね、あなたに聞いてほしいことがあるんだけど」

「なんだよ？　その、聞いてほしいことって？」

　ある日の放課後、学校近くの公園に呼び出され、こんなことを言われた。

　場所、時間、そして、彼女の真剣な表情──これはもしや？

　──俺のこと、好きなのかも？

　早とちりにもほどがあるよな。

　それこそ、今回の伊い織おりや千ち尋ひろのように。

　自分に都合のいい考えが浮かび、そのこと以外考えられなくなる。

　この時の俺もそうだった。

　だから、こんなことを言ってしまった。

「遠慮しないでガンガン言えよ。俺、お前の頼みならなんだって聞くから！」

　この発言は、今にして思えば呪いだ。

　中学時代、友達がいなくなり地獄を見ることになったきっかけとなる原初の呪いだ。

　この言葉に縛られ、翻弄され、俺は全てを失ってしまう。

「うん、じゃあ、言うね？　実は私──」




　──松まつ本もとくんが好きなの。




　松本くんというのは、この当時俺の友達だったやつの名前だ。

　人当たりも良く、交友関係が異様に広かったそいつと、運動部のエースのモッチー、そして普通の俺。

　特技も個性もバラバラなのに、なぜかウマが合った俺たちは大体一緒にいることが多かった。

　だから、彼女も俺に打ち明けたんだろう。

　彼女は両手で拳を作り、上下にぶんぶん振りながら熱い想おもいを俺にぶつけた。

　その反面、俺の心は急速に冷めて行った。

「それで、それでね！　松本くんに告白しようと思うんだけど、どうやって告白したらいいかなあ？」

　当然、彼女は俺の想いを知らない。

　知っていたらこんなこと言う訳ない。

「灰原くんはどうすればいいと思う？」

「もうすぐバレンタインだし、チョコを渡すついでに言ったらどうだ？」

　精一杯平気な顔を作って、俺はそう言った。

「チョコを渡すついでかあ。イベントものだし、印象に残りやすいいいアイデアだと思うけど、競争率高くないかな？　松本くん、人気あるし」

「なら、俺が呼び出してやるよ。俺の代わりにお前が行けば、察しのいいあいつのことだし、わかってくれるさ」

「いいの？　そんなことしてもらって？」

「いいよ……っていうかさ、お前もちょっとそのつもりだったんだろ？　わざわざ俺に話すってことは」

「バレたか♪」

　てへっと笑う彼女の顔は、最高に可愛かわいかった。

「ありがとう、灰はい原ばらくん。私、頑張るよ！　美お味いしいチョコ作って、松まつ本もとくんに告白する！　そして彼女になってみせる！」

「ああ、頑張れよ！」

「うんっ！」

　その笑顔が、俺のほうを向いていないという事実が、最高に辛かった。




　そして、バレンタイン当日へと、夢の場面が切り替わる。

「松本くん、これ、チョコ……」

「ありがとう──って、これ手作りなのか!?」

「うん、一生懸命作ったの。……あと、これ、読んでくれる？」

　手紙を受け取った松本まつつんは、手紙に目を走らせる。

　この時、彼女に頼まれ陰から見守っていた俺は、「断れ」と内心思っていた。

　こんなお膳立てをしたくせに、自分の気持ちにケリをつけていなかった。

　我ながら見苦しいな。そして、醜いな。

　そんなだから、俺はこの後友達を、全てを──。

「世界中の誰よりも、あなたのことが好きです。私とつきあって、くれますか？」

「実は、僕もきみのことが……」

　俺の願いは空むなしく、叶かなうことはなかった。

　泣くほど喜んだ彼女に、松本は「これからよろしく」と笑顔を向け、用事があるからと立ち去った。

「灰原くん！　ありがとう！　やった、やったよ！　私頑張ったよ！」

「………………ああ、おめでとう」

　喜ぶ彼女を見るのが、辛かった。

　この時、俺の胸の中によくわからない感情が生まれた。

　初めての感情を、自分の意思でどうにもできない何かを持て余している中、その感情は俺の中で急速に形を持ち、俺に支配権を迫ってきた。

　──こいつが好きなんだろう？

　──そこをどけ、あとは俺に任せろ。

　そんな心の声を俺は無視した。無視、しようとしたんだ。

　でも、できなかった。

　俺は、自分自身の内なる声に、抗あらがうことができなかった。

「あ、そうだ！　これ、お礼といってはなんだけど」

「……チョコ？」

「お世話になったし、作ってみたの」

「………………（イヤだ）」

「あ、言っておくけど義理だからね」

「…………（イヤだ）」

「松まつ本もとくんとつきあうことになったし、これからも相談するだろうし」

「……（イヤだ）」

「それも兼ねてよろしくってことで、ね？」

「イヤだ」

　俺は、自分の意思とは無関係に彼女を抱きしめていた。

　チョコを渡そうと、彼女の手が俺に触れた瞬間、俺の意識は体外へと吹き飛んだ。

　そして、もう一人の俺が俺の身体を支配する。

　俺の女性アレルギーは、この時生まれた。

「ちょ!?　は、離して灰はい原ばらくん!?」

「イヤだ。離さない」

「は、離さないって……誰かに、松本くんに見られたら！」

「見せてやればいい」

「えっ!?」

「松本まつつんに渡したくない。ずっと、ずっと……」




　──好きだったんだ。




　俺の身体は、彼女の唇を奪おうとした。

　彼女の顎に手をかけると、クイッと持ち上げ、自分の唇を徐々に近づけていく。

　しかし、幸いなことにその目的が達成することはなかった。

「は、離して！」

　強い口調とともに、彼女が俺を突き飛ばした瞬間、俺の意識が身体に戻る。

　この時、取り返しのつかないことをしてしまったことを、『外』で見ていた俺は理解していた。

　もう二度と、あの緩く楽しい関係に戻れないのだということを。

「……………………っ！」

「あ…………」







　彼女はその後、俺と口を利くことはなくなった。

　そして、そんな彼女の様子に気づいた松まつ本もとが彼女から全てを聞き、俺は友達を一人失った。

　なんとか仲直りさせようと、当時友達だったヤツらは頑張ってくれた。

　しかし、その友達本人が女子だった場合や、友達繋つながりでその友達の彼女や彼女候補、いいなと思っている女の子などがいた場合、どうなるかは言わずもがな。

　触れ。

　発動し。

　口説き。

　そして失う。

　半年もするころには、俺の周りには友達がいなくなっていた。

　ただ一人だけ、女性アレルギーのことを信じてくれた、モッチーだけを除いて。
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「……なんて夢だよ」

　苦い過去を夢に見てしまい、激しい後悔が襲ってくる。

　うかつな一言が、行為が原因で、誤った選択をして、俺は全てを失った。

　今回のことも過去の巻き直しだ。俺の誤った選択が原因で、こんなことになってしまった。

　諦めず、伊い織おりに真実を伝える努力をすればよかったのか？

　それとも、千ち尋ひろにアレルギーを伝える努力をすればよかったのか？




『いいや、違う。根本的な原因はそこじゃねえ』




　最悪の事態になってしまい、再び友達を失う恐怖に耐えきれず、すがる思いで電話した先で、唯一の男友達はそう断言した。

『諦めずに伊織ちゃんに真実を伝える？　千尋ちゃんにアレルギーを伝える？　それじゃあ根本的な解決にはならねえよ。あれはあくまで当面をしのぐだけの緊急手段だ。成功してもそのまま続けていれば、遅かれ早かれ今と同じような状況になっていると思うぞ？』

　一時的な解決策として提案はしたが──とモッチーが言う。

「じゃあどうすりゃよかったんだよ!?」

『わかんねえのか？　全く、しょうがねえな』

　呆あきれた声を出しながら、電話向こうの親友は続ける。

『この提案は、どっちも肝心なものが抜けているんだよ』

「肝心な、もの？　何だよそれ？」

『お前自身の気持ちに決まってるだろ』

　モッチーにそう言われた瞬間、ハンマーで殴られたような衝撃が走った。

『お前はどうしたいんだ？　二人の名前だけ出しているけど、お前自身はどうなんだ？　お前はこれから、どうつきあっていきたいんだ？』

「それは、今まで通り友達として……」

『本当にそうか？』

「え？」

『お前は、本当に二人と友達でいたいのか？』

　言葉のハンマー二発目が炸裂した。

　俺の心の世界に、大きなひびが入ったのが自覚できる。

『電話する度にさ、彼女たちの話しかしないじゃないか、お前。毎回、すげえ楽しそうに話しているぞ』

「それ、は」

　実際楽しいからしょうがない。

　あいつらといると、本当に楽しいのだ。

　でもそれは、友達としているのが楽しいからだ。

　少なくとも最初は、女だと知らなかった頃は間違いなくそうだった。

　でも、今は──。

『友達の性別が女だったとわかって、いきなり見る目が変わるのはどうかと思う？　そんなの本当の友情じゃない？　友達だからそういう目で見るのが失礼？　たぶん、お前はそんなふうに考えているんだろうなあ。アホだから』

「ぐっ!?　だ、誰がアホだコノヤロウ！」

『お前だよお前。まあ、女関係で一回友達なくしたから、そう自分に言い聞かせて、そう思い込もうとしているんだろうけどさあ。俺から言わせればそのほうが失礼だぞ？』

「ど、どうしてだよ!?」

『だってお前、逃げてるじゃん。女性アレルギーを言い訳にして　そんな自分とつきあったら不幸になるからと言い聞かせて、自分の答えを出すことにビビってるじゃん。二人の問題ってことにして、自分の答えを出さないように動いてるじゃん』

「そ、それは……」

『そんなに昔振られたことがトラウマかよ？　カッコ悪いなあ、おい』

　三発目の言葉のハンマーが、俺の心を打ちのめした。

　俺の心の世界が、足元から崩壊する。

『伊い織おりちゃんは千ち尋ひろちゃんが好きだと言って、勇気を出して行動したんだろ？　千尋ちゃんもお前が好きだと言って、勇気を出して行動したんだろ？　友達っていう関係が崩れるかもしれないリスクを、覚悟してまで行動したんだろ？　それなのに』




　──どうしてお前も動かないんだ？




『友達関係の崩壊リスクとか、そんなの気にしてんのお前だけだよ、絶対。自分の気持ちに蓋をして逃げてんなよ』

　逃げるな──モッチーのこの一言が、俺の心に激しく反響する。

『友情とか友達関係とか、そんなもんゴミと一緒に捨てておけって。一いつ時ときでいいから。そしてその上でちゃんと考えろ。自分の気持ちを示した彼女たちと同じようにさあ』




　──自分が彼女たちをどう思っているのか。




『その答えを出して、ちゃんと二人に伝えることが、今お前にできる最高に誠実なことだと思うぞ。どういう答えになるにしても、本気で考えて出した結論なら、彼女たちだって傷つくかもしれないけど、納得は絶対してくれるだろ』

　自信満々にモッチーが言う。

　くそっ、彼女イナイ歴＝年齢の上に、一回も告白されたことのない残念イケメンのくせに言ってくれるじゃないか。

「モッチー」

『おう、なんだ？』

「ありがとう。お前が友達で良かった」

『くっさいこと言ってんなって（笑）。それより、ちゃんと答えを出してやれよ？』

　苦笑いしつつ、モッチーが電話を切った。

　改めて思うけど、本当にこいつが友達で良かったと思う。




「俺なりの答え、か」




　天井を見ながら考える。

　俺が伊い織おりを、千ち尋ひろを、本心ではどう思っているのかを。

　何時間も、何日も、ただひたすらにそれだけを考えて、考えに考え抜いて、ようやく結論にたどり着いた。

　傷つけるかもしれない。

　疎遠になるかもしれない。

　友達をまたなくすかもしれない。

　そんな「かもしれない」など知ったことか！

　それらすべてを棚に上げて、俺はようやくスタートラインに立つことができたと思う。

　すでにスタートの号令は発動している。

　あとはゴールまで突っ走るだけ。




　さあ、クライマックスの始まりだ。
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　校庭では、すでに準備は整っていた。

　先生方が早起きして頑張ってくれたのか、普段、俺たちが見慣れた校庭には、見慣れない設備──ＢＢＱセットが、至る所でできあがっている。

　きっと朝早くから、先生方がわざわざ組んでくれたんだろうな。

　ブロックとか重かっただろうに。お疲れ様です。

　時刻はすでに十一時過ぎ──レクはすでに開始している。

　買った食材を学校側から受け取り、笑顔で仲間と調理している生徒が、そこら中に溢あふれている。

　仲間と一緒に飯を食いつつ、バカな話をして笑いつつ、楽しい時間を共有して絆きずなを深める──まったく、最高の時間だよな。

「おはよう」

「………………」

「………………」

「ああ、おはよう。傑すぐる……」

　食材を回収がてら挨拶するが、返ってきたのは忍しのぶだけだった。

　千ち尋ひろと伊い織おりは口をきいてくれないどころか、目も合わせてくれない感じだ。

　何かを伝えようという気配はあるので、中学の頃みたいに、嫌われ、避けられているといった感じじゃないのがせめてもの救いだろう。

　千尋と伊織はお互い相手に視線を送るも、目と目があった瞬間に、素早く視線を外しており、話すきっかけがつかめないといった印象だ。

　おそらく、いや……間違いなく複雑すぎて、何を話していいかわからないんだろうな。

　かたや延々と野菜を刻んでいるし、かたや延々とその野菜を炒めている。

　カレーのルゥの準備をしとくか。

「その、ずっと言おうと思っていたことがあるのだが」

　そんな中、忍が声をかけてきた。

　この重苦しい空気に耐えられなかったのかもしれない。

「なんだ？　告白か？」

「ち、違うわっ！　断じて違うわ！」

「ほんの冗談なのに……」

「もう、ちょっと来い！」

　忍に腕を引っ張られ、二人から少し離れた場所、昇降口付近に移動した。

　レクリエーションでＢＢＱ中の校庭の様子が、ここからだとよく見える。

　レクを盛り上げるためのネタが今から始まるようだ。

　最初は先生方の有志によるバンドか。

　結構上う手まいな。

「傑、その、すまん……」

　ヅラを被っているとの噂うわさの桂かつら先生が、曲に合わせて激しくヘドバンを決めているところで、突然忍から謝られる。

「なぜ、俺は謝られているのだろうか？」

「この前の件だ。あの時、私が座席に気づいていれば、隣が千尋だと気づいていれば、あんなことにならずに済んだのに……本当にすまない！」

「ああ、そのことか。あれはお前のせいじゃないよ」

　大体、俺も間違えたしな。

　だから、別に忍が謝る必要はない。

「それでも、私があの時、せめて千尋と一緒に行動していれば……」

「伊織の存在に気づけて間違えなかったか？　でも、それだとトイレを我慢するから別の問題が発生したかもしれないな。ＪＫのお漏らしとか」

「も、漏らすか!?　漏らすわけないだろうバカーッ！」

　肩を怒らせ、忍しのぶが叫んだ。

「人が勇気を出して謝ったのに茶ちや化かすとか、もう傑すぐるなんて知らないっ！」

　俺を残し、忍は二人の元へと戻っていった。

　口調が素に戻っていたことを考えると、わりと本気で怒ったようだ。

「ごめんごめん、本当に悪かった」

　追いついた俺は、忍の背中を軽くたたいてそう謝罪した。

　やや不機嫌さは残るものの、忍は俺を許し、二人で一緒に班に戻った。

　千ち尋ひろと伊い織おりは俺たちが戻ってきたことを感じ取り、一瞬だけこちらを見たが、すぐに目をそらしてしまう。

　目を合わせない。

　口も利かない。

　ついこの前までは考えられなかった、最低最悪の状況だ。

　でも、だからこそまだ光明はある。

　何な故ぜなら、まだ最低最悪の状況だからだ。その程度の状況だからだ。

　あの時の、中学時代の俺と同じ、それを通り越して終わっちゃいない。

　最低最悪だけど、まだギリギリの状況で踏みとどまれている。

　目を合わせないし、口も利いてくれない。

　だけど、声には反応する。

　声が届くなら、まだ光明はあるのだ。

「なあ、三人とも」

　俺の問いかけに、忍だけが顔を上げた。

　千尋と伊織は身体を震わせるだけで、俺の顔は見てくれない。

「まず、謝らせてくれ。本当に、すまなかった」

　深々と俺は頭を下げた。

　周囲の空気を読み、誰もこちらに意識を向けていないことを確認してから話を続ける。

「そしてその上で言わせてくれ。まず伊織」

「っ！」

　名前を呼ばれた瞬間、伊織の身体が反応した。

「俺は、千尋が女だって知っていた。だから、お前にさんざん言ったよな？　千尋が女だってことを」

「……………………」

「でも、お前は認めなかった。俺の言葉に一切耳を貸さず、冗談だって決めつけてさ。そりゃそうだよな、まさか自分と同じように、千尋が女だなんてまずありえないし、あってほしくなかっただろうから」

「……………………」

　俺の言葉に、伊織は何も言い返さない。

　拳を作って俯うつむいている。

「次に千ち尋ひろ」

「！」

　千尋も、俺の声に反応した。微かすかだけど、ちゃんと話を聞いてくれている。

　おそるおそるといった様子だけど、俺を見ようとしてくれている。

「お前にも、さんざんじゃないけど言ったよな。俺が、女性アレルギーだってことを。同年代の女子に一定時間触れたら、誰かれ構わず口説くことを」

「言、ったけど、でも」

「でも、そうだな。そんなこと、到底信じられないよな。でも、アレルギーで暴走状態の俺って、いつもと違う雰囲気って言われるんだ。お前なら、そこに気づいていたんじゃないかって、俺は思っているんだけどな」

「そ、それ、は……」

「あえてそこから目を背けたよな、お前。そして、そのことだけは頑かたくなに信じなかった」

　伊い織おり同様、千尋も何も言い返さない。

　俺から目をそらして、伊織と同じく下を向く。

「そして最後に──」

　ゴクリと、忍しのぶが息をのむのを感じた。

　この流れだと、最後に自分が呼ばれるのかと思い警戒したのかもしれない。

　安心しろ、呼ぶのはお前の名前じゃない。

「俺だ」

「わ、私じゃないのか？」

「違うよ。だって、お前は俺の相談に乗って、色々協力してくれただけだろ」

　そんな忍に、何の落ち度もあるわけない。

「俺も二人と同じように、都合のいいことだけを信じていた。二人とも、もう友達じゃイヤだって言っていたのに、行動でそう示したのに、俺はそこから目を背けた。何とか誤ご魔ま化かせれば、スルーできれば、今まで通りの友達でいられると思い込んだんだ。だからこうなった。原因は俺たち三人だよ」

　伊織は、千尋が女だということを。

　千尋は、俺が女性アレルギーだということを。

　俺は、こんな事態になっても、友達のままでいられるということを。

　それぞれ信じてしまっていたから、こんなことになったのだ。

　本当のことを言わず、聞かず、真実から目を背けていたからこんなことになったのだ。

「俺さ、中学の時に、一人を除いて友達を全部なくしているんだ」

　夢の内容が脳裏に浮かぶ。

「失くした経緯は違うけど、根本的な原因は今回と似たようなもんさ。俺の勇気が、覚悟が足りなくて、言うべきことを言わず、目の前の現実から逃げ出したからそうなったんだ」

　先生方のバンドが終わり、盛り上がりを見せている中、次のステージが始まる。

　手品同好会によるマジックショーのようだ。

　いきなりギロチンマジックとか、悲鳴がガチだし大丈夫か気になるけど、今はそんなことに気を取られている場合じゃない。

「俺さ、好きな女の子がいたんだよ」

「！」

　千ち尋ひろの身体が大きく震えた。

　俺のことを好きだって言ってくれた千尋としては、過去の話でもショックなのかもしれない。

　けど、聞いてほしい。

　これを言わないと、進まないから。

「その子は、明るくて、性格も良くて、話が合って、一緒にいるだけで幸せな気持ちになれるような、そんな子だったんだけど、その子が好きなのは俺じゃなかったんだ。当時、俺と友達だった奴やつが好きだったんだよ」

　三人の様子を確認してみる。

　忍しのぶはもちろん、千尋も、伊い織おりも、真剣に俺の話を聞いてくれている。

　顔を上げて、しっかりと俺を見てくれている。

「そのことを相談された俺は、その子とその友達が上う手まくいくように動いた。なぜかわかるか？」

「その子に、幸せになってもらいたかったから？」

「残念、ハズレだ伊織。俺はそんな物語の主人公みたいなカッコいいことは考えない」

「じゃあ、ＮＴＲ寝取るため？」

「千尋、お前の爺じいさんと一緒にしないで欲しいんだけど……」

「ならばＮＴＲ寝取られるためか？」

「忍、後で話があるから校舎裏に来い」

　俺、わりと真面目な話をしていたんだけどな。

　だが、まあ、適度に緊張がほぐれたと思うことにしよう。

　話を語り始める前まであった重い空気は、今の台無しな発言のおかげで幾分か薄まっていることだし。

　俺は咳せき払ばらいを一つ入れて続ける。

「その時の俺は、その子との関係を崩したくなかったんだ。この学校みたいに、緩くて楽しい空気と時間を崩したくなくて、そいつとつき合った後も友達でいたくて、笑顔を向けてほしくて、そうすることにしたんだよ。自分の、本当の気持ちを言わずにさ」

　そう語りながら、ソーセージを焼く。

　肉の焼ける美う味まそうなにおいにでさえも、三人の意識を奪えない。

「バカだよな。そんなことしても辛いだけなのに」

　自分の好きな子が、友達とはいえ別の男とつきあうとか、ＮＴＲ属性でもない限り辛すぎる。

　その子が笑うたびに泣きたくなるに決まっている。

　どうあがいても、緩くて楽しい幸せな時間は戻ってこない。

「で、その子に協力したんだけど、俺の心が耐えられなくてさ。告白が上う手まくいった直後に暴走。その子を抱きしめて自分の想おもいを告白した」

　俺が、女性アレルギーになった瞬間だ。

「そして、突き飛ばされて、振られて、口も利いてくれなくなった。そして、俺への態度が変わったことで、俺のやったことがその友達にバレて絶交。周りの友達は、何とか仲直りさせようとしてくれたんだけど、結果的に全員と縁を切られた」

「それは、何な故ぜなのだ？」

「女友達本人や、友達の彼女を俺が口説きまくったからだ」

「………………それは」

「………………ちょっと」

「………………フォローできない」

「俺もそう思う。たぶん、振られて友達をなくしたことが原因だろうな。自分の内なる想いをガマンした結果こんなことになったんだから、もうガマンしないって脳に刷り込まれたんだろうさ。これが、俺の女性アレルギーの始まりだよ」

　ソーセージが焼けたので、それぞれの皿の上に乗せる。

　しかし、誰一人としてそれに手を出そうとしない。

「俺が女性アレルギーになった原因や、友達をほぼ全部失くした原因は、さっきも言ったように今回と同じだ。勇気を出して自分の本心を、言うべきことを言わなかったからだ。人間関係が変わることを恐れて、緩くて楽しい時間を失いたくなくて、都合のいいことだけしか見なかったからだ。覚悟を決めて、一歩を踏み出さなかったからだ」

　ステージに視線を送ると、マジックショーはとっくに終わり、プログラムはどんどん進んでいた。

　有志による漫才がたった今終わって、ステージにはマイクが一本と、プログラムの進行表だけがある状態となった。

　進行表にはこう書かれている。

　──大暴露大会　～本音ぶっちゃけて友達になろう～

「俺はもう、間違いたくない」

　だから、言うべきことを言おうと思う。

　もう二度と、間違えないために。

　あの日、覚悟が足りずにできなかった選択肢を選ぶために。

「耳の穴かっぽじって、俺の言葉をよ～く聞いておけよ？　こんな恥ずかしいこと、二度も言いたくないからな！」
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　──友達の坂さか本もとくーん、小学校の誕生日の時、みんなで作ったケーキ紛失事件ですが、あれ犯人はオレでーす！　おいしそうだったので食べちゃいました！　ごめんなさーい！

　──幼なじみのミコっち！　中学のころつきあってた彼氏──じゃなかった！　彼女に浮気疑惑上がったよねー？　結局疑惑で終わったけど、あれホントでーす！　浮気相手オレでしたーっ！　ごめんなさーい！

　──隣のクラスの金かねヶが崎さきくーん！　イケメンの友達が欲しいので友達になりましょー！

　──あ、わた……じゃなくてオレも！　友達になってくださーい！　一緒に合コン行きましょー！　なんにもしないから！　マジで！

　──僕は黒くろ沢さわくんと友達になりたいです！　僕のお兄様になってください！

　──朱と希き原はらくん！　わたし（ゲフンゲフン！）僕の弟になってください！　男の娘こ最高！　キュン死させてーっ！

　──金ヶ崎くん！　嫁になれ！

　──黒沢くん！　私を罵ってくれませんこと!?

　──朱希原くん、好きじゃーい！




　暴露大会が始まった直後、みんなのぶっちゃけトークに圧倒された。

　前半は良い感じだと思うが、中盤以降は完全にダメだろ。あいつらで性欲満たす気まんまんじゃねえか。性的搾取する気まんまんじゃねえか。

　本性丸出しの、男子校の空気で女子校的なノリ怖い。

　それにしても、

　──朱希原くーん！

　──金ヶ崎くーん！

　──黒沢くーん！

　やっぱり、あいつら三人とも人気あるなあ。

　見た目も良いのに中身も良ければ、まあ当然といえば当然か。

　普段、俺を含めた四人で基本的に固まってるから、なかなか中に入りづらいんだろうな。

　そうこうしているうちに、どんどん列が進んでいく。

　俺の前にはあと三人──。




　──オレ、この宴が終わったら告白するんだーっ！




　自校か他校かちょっと気になるな。

　あと二人。




　──同僚の桂かつら先生ーっ！　この前貸した三万円返せーっ！　ＺＥＸゼツクスＢＯＸボツクスＯＮＥワン買えないでしょーっ！




　ＰＺやトゥイッチじゃなくてまさかの箱!?　いや、好きだけどさあ！

　13日の日曜日超面白いですよね！

　あと一人。




　──突然ですが、おに……お姉ちゃんと結婚しますっ！

　違う世界線で語ってくれ。

　もう、誰もいない。

　俺はステージに立ち、マイクを握る。

　さあ、時間だ。

　言えなかったこと全部さらけ出して、本音の赴くままにぶっちゃけさせてもらうぜ！

　俺は大きく深呼吸をすると、マイクの音量を全開にして叫んだ。

「俺、この前女の子に告白されました！」





　　　　[image: ]






「俺、この前女の子に告白されました！」

　──キャアアアァァァァァッ！

　俺が言葉を発した瞬間、校庭全域から黄色い声が上がった。

　男装していてもやはり中身は女子、恋バナに興味津々のようだ。

　興奮して声が裏返り、完全に女の子そのものになっている。

　周り全員がそうなっているので、誰一人として違和感に気づいていなさそうで良かったと思う。

「その子とはめっちゃ仲が良くて、見た目も性格も良くて、話も合います。ぶっちゃけ最高の相手です！　みんなはどう思う!?」

　──チョーサイコーッ！

「だよな!?　そんな子に告白されたらみんなはどうする!?」

　──ゼッタイつきあうーっ！

　満場一致の声を聞いてから、俺は会場のある一点を見た。

　もちろん、俺たちの班だ。

　千ち尋ひろは、カレーをかき混ぜる手を止め、真剣に俺の話を聞いている。

　伊い織おりも、追加のソーセージを焼く手を止め、真剣に俺の話を聞いている。

　忍しのぶは、そんな二人を心配そうに見つめている。

「そうだよな!?　つきあうよな!?　見た目も性格も良くて、話が合う上に仲良し、さっきは言い忘れたけどおっぱいも大きいぞ！」

　──えっちいいいいぃぃぃっ！

　──すけべええええぇぇぇっ！

　──性せい搾さく者しやああああぁぁぁっ！

　最後の一個違くない!?　それはステージ近くで肉食ってるヤツらじゃない!?

　俺は性的搾取なんて狙ってないぞ！　まあいい、続けよう。

「そんな、男にとって理想の女の子から告白された。もしもつきあえば、普通は幸せになること確定だ。そうだよな!?」

　会場から肯定の声が上がる。

　この声を、俺は次の一言でひっくり返した。

「だけど俺はそうしなかった！」

　──ええええええぇぇぇぇぇっ!?

　会場のどよめきとともに、千ち尋ひろの顔が曇っていく。

　だが、俺は語るのを止めない。

　まだ全部語っていないからだ。

「俺がつきあわなかった理由、それは……俺が女性アレルギーだからだ！」

　──えええええええええええぇぇぇぇっ!?

　さっきよりもどよめきが大きくなった。

　そりゃそうだよな。男装して誤ご魔ま化かしているけど、お前らみんな女子だもんな。

「中学の頃のある事件がきっかけで、同年代の女の子に一定時間触ると、口説いちまう体質なんだ！　人間関係とか立場とか関係なく、彼氏がいても関係なく、俺の意思とは無関係に、口説いちまうんだよ！」

　──…………………………へぇ。

　めっちゃどよめき小さくなったな！

　ステージ袖で待つ次のやつも、話を聞きながら飯を食っているやつも、心なしか俺から距離を取ったように見える。

　触られて口説かれたら、自分が女だってバレちゃうもんな。さもありなん。

　まあ、男装して女子という認識を誤魔化している限り、よほどのことがない限りそうはならないんだが、それは言わなくてもいいだろう。

「そんな俺がその子とつきあったと仮定しよう。そんな最高の彼女がいるのに、他の女を口説く彼氏とか最悪じゃないか!?　女友達とか、彼氏のいる女子とか、触れる子全員口説くような彼氏と、女の敵と、その子は幸せになれると思うか!?」

　──死ねえええぇぇぇぇっ！

　返答がいきなりワープしたな！

　いきなり死ねとか血の気多いな、この学校の男装女子！　ネトゲのアメリカサーバーかよ！

　だけどこの返答は納得だ。俺だって自分のことだけど死ねって思うわ！

「そう、俺も同じ思いだ！　絶対、その子は幸せにならない！　絶対泣かせる！　だから俺は、それを理由に断った！　この体質がある限り、その子とはつきあえないって！」

　──キャアアアァァァァァッ！

　俺の返答に再び会場から黄色い声が上がる。

「こんな体質、嘘うそとかネタとしか思えないよな!?　その子も当然そう思った！　何度言っても信じてくれなくて、結局流れでうやむやになって、ちゃんとこの話にケリをつけられなかったんだ。その結果、もっと最低なことになった。それは……その子を好きなやつが現れたんだ！」

　俺のほうを見ていた千ち尋ひろが、はっと伊い織おりのほうを見る。

　伊織は驚いた表情を見せた後、わずかに表情を曇らせた、恥ずかしそうに頷うなずいた。

「その好きになったやつも、見た目が良くて、性格も良くて、俺と仲が良くて……だから、俺に頼んだんだ。その子に告白するための橋渡しをしてほしいってさあ！」

　──キャアアアァァァァァッ！

　本日三度目の嬌きよう声せいだ。面白くなってきた──最悪の状況じゃん──三人の関係ドロドロだよねーといった声が俺の耳に入ってくる。

「俺は、そいつの頼みを断れなかった。その子の気持ちを知っていたから、色々諦めさせようとしたんだけど、ダメだった。なんとか傷つけないよう諦めさせようとしているうちに、うやむやになって、取り返しのつかない状況になった！」

　断れなかった事情や断ろうとしたもう一つの理由──伊織の裸を見た責任とか実は二人が同性だとか、それをお互い知らないままとか、そういう複雑な事情は話さない。

　わざわざ言うべきことじゃないし、言わなくても二人には伝わっている。

「もう一人の友達に相談して、何とかしようとしたけどダメだった。俺たちの関係はドロドロのグチャグチャになって、修復できるかわからないくらいの大ピンチだ！」

　会場の全員が、よくわからない顔をしている。端的に言うと「うわぁ……」って顔だ。

　三人も、俺の話を聞いて複雑な顔をしている。

　どうしたらいいのかわからないと顔に出ている。

　安心しろ、俺がどうにかする。

　最後まで聞いて、どうにかしろ！

「さて、突然だけどクイズの時間だ。現在最悪な状況にいる俺だけど、どうすればこうならなかったと思う!?　俺はどうするべきだったと思う!?」

　俺の言葉に、一斉にみんな考え始める。

　女の子に、わかるまで女性アレルギーであることを伝えるべきだった。

　友達に、その子に告白されたことを伝えるべきだった。

　アレルギーを無視してつきあえばよかった。

　など、様々な意見が飛び交うが──どれもハズレだ。

　答えはそこにない。

　最初、このステージに上がる前、三人の前で言ったように、この件を招いたのは覚悟のなさだ。

　緩くて楽しいぬるま湯のような日常に戻りたくて、浸りたくて、誰かを傷つけたくなくて、中途半端な気持ちのまま、動く人間関係に対応しようとしたのが原因だ。

　傷つく覚悟、そして傷つける覚悟のないヤツが、前に進めるはずがない！

「いろんな答えが出たみたいだけど、どれもハズレだ」

　まさかの全否定に会場が静まり返った。

　答えに対する興味が静寂を生み、パチパチという火の音だけが聞こえる。

「俺はどうすればよかったのか、それは──」

　それは──、

「告白してくれた女の子に、俺の本音を伝えればよかったんだ」

　そう言って、俺は千ち尋ひろに視線を移す。

　千尋の存在だけを、次の言葉を伝えたい、ただ一人の存在だけを視界に収める。

　千尋は俺の視線に気づいてくれたのか、しっかりと俺の目を見てくれた。

「女性アレルギーは本当だし、つきあったら不幸にすると思うけど、そんなことは建前だ。それを理由に断ろうってんだから、信じてもらえないのも当然だよな」

　この瞬間、俺たちの間に壁はない。

　今なら、俺の本気が、本当の気持ちが、傷つけたくなくて言えなかった真実の言葉が、言うべきだった本音が、百パーセント千尋に伝わると思う。

「告白されて嬉うれしかったし、その子のことは本当に好きだし、アレルギーのことはあるけど、その子となら乗り越えられると思う。でも、それはできない。なぜなら──」

　さあ、聞いてくれ。




「俺には、他に好きな子がいるからだ！　だから、つきあうことはできない！」




　そう、俺は他に好きな子がいた。

　これを、最初に言うべきだったんだ。

　女性アレルギーを言い訳にしないで、他に好きな子がいるってことを、千尋に言ってやるべきだったんだ。

　しっかりとここで振るべきだったんだ。

　千ち尋ひろの気持ちに、ケジメをつけるべきだったんだ。

　そうしていれば、今ほどグチャグチャにはならなかった。

　三者三様、それぞれの気持ちが入り混じって、ここまで複雑にはならなかった。

　シンプルに解決できたはずなんだ。

「もう取り返しがつかないかもしれないけど、ちゃんとそのことを伝えるつもりだ。以上、俺のぶっちゃけトーク終わり！」




　終了を告げた時、会場が歓声に包まれた。

　この盛り上がりよう、やっぱ女の子って恋バナ大好きだな。

　話の内容がどんなものでも。

　俺は次のヤツにマイクを手渡し、三人が待つ場所に戻る。

　そして、周りのやつらの意識の先が、次のスピーチに向いたころを見計らって、三人の前で改めて告げる。

「千尋、本当にごめん。そういうわけだから、お前とはつきあえない。お前のことは好きだし、全然恋愛対象として見れるし、一緒にアレルギーだって乗り越えられると思う。だけど、俺には他に好きな子がいるんだ…………」

「…………うん」

　いろんな言い訳は全部本当のことだけど、根っこの部分を語っていないとか、ホント俺最低だった。

　千尋は、正直に気持ちをぶつけてくれたっていうのに。

「みんなの前でぶっちゃけたのは俺なりのケジメと、勢いかな？　すげえ恥ずかしかったし、カッコ悪かったけど、おかげで伝える覚悟ができた。お前たちも関わっているし、許可なくぶっちゃけたのは悪かったけど、お前たちのことって思われていないし、そこは勘弁してくれると嬉うれしいかな」

　深々と頭を下げる。

「千尋、そういうわけだからごめん」

「……うん」

「悪いけど、お前とはつきあえない」

「わかった。そういうことなら……しょうがないよね」

　そう言ってぎこちない微笑ほほえみを交わす俺たち。

「伊い織おりもごめん。俺がもっとちゃんと千尋のことを言っていたら、無理に協力はさせなかっただろうし。あんな形で、知ることもなかっただろう。本当にすまなかった」

「そのことはもういいよ。傑すぐるの言ったことを信じなかったこっちも悪いし。……許す」

「そうしてくれると助かる」

　伊織も渋々とだが俺を許してくれたようだ。

　まあ、これに関しては自業自得な面もあるので、俺もそう悪いと思っていなかったりするが、あえて口にしないほうがいいだろう。

「忍しのぶもありがとな。ヘタレな俺を支えてくれて」

「き、気にするな。友達を助けるのは当然のことだからな」

　忍は、若干照れつつも微笑ほほえみ返している。

　俺たちの人間関係を揺るがした大事件もようやく終しゆう焉えんを迎え、以前と近い空気が俺たちの間に流れるのを感じた。

　ああ、ようやく終わったんだな。

　こういうことがあった以上、男と女だし、完全に同じ関係に戻ることはできないだろう。

　だけど、それに近い関係にはなれると思う。

　たぶん、きっと──

「あ、そうだ。あた──オレ聞きたかったんだけどさ！」

「うん？」

「結局、傑すぐるの好きな子って誰だったの!?　その子がいたから千ひ──彼女の告白を断ったわけでしょ!?」

「そ、それはちょっとな……言えないっていうか、言わないほうがいいっていうか」

「えー？　何でよ？　ねえ誰なの!?　教えてよ！　ここまで盛大にぶちまけたんだし言っちゃおうよ！」

「い、いや、それは……」

「ボクも是非聞きたいな。だってそのせいで振られたわけだし？」

「そ、そうだけど……これはちょっと…………」

「私も聞きたい。巻き込まれた上に協力させられたんだから、それくらい聞く権利はあると思うぞ」

「ぐぅ、正論で来やがって」

　三人が徐々に距離を詰める。

「あれー？　言えないの？　もしかして、好きな人がいるって嘘うそだったのかな？」

「ああ、なるほど。実在しないなら言えるわけないな」

「嘘だったんだ。やっぱり傑はボクのこと嫌いなのかなー？」

「うぅ……わかった、言うよ！　言いますよ！」

　三人のしつこさにとうとう折れた。

　正直言って、これを言っていいものかわからなかったけど、やはり言うべきなのかもしれない。

　全てをきちんと終わらせるためにも。




「俺が好きなのは──お前だよ」

「……え？」




　そいつの正面に立ち、正直に告白する。

「伊い織おり、お前が女だって知った時から、ずっと好きだったんだ」

　言われた伊織は呆ぼう然ぜんとしていた。

　何を言われたのかわからない──といった表情だ。

　千ち尋ひろと忍しのぶもさっきと同じ表情のまま、時間が停止したかのように固まっている。

「う、嘘うそ……」

「嘘なもんか。見た目も性格も超好みなんだよ。友達だからって、女とわかってすぐ気になるとか調子よすぎだから、必死で隠していたんだぞ。気づいていなかったのか？」

「き、気づくわけないじゃない！　だ、だって傑すぐる、全然そんな感じじゃなかったし……」

「そうか。何度も振ってくるから、てっきり俺の気持ちに気づいていたと思っていたんだが」

　実は振られるたび傷ついていた俺である。

　気づかれていたからこそ、何度も釘くぎを刺されていたのだと思っていた。

「本気、なの？」

「ああ、本気だ」

　伊織の質問に迷わず応える。

「伊織、俺はお前のことが好きだ。女性アレルギーなんてものを患っている俺だけど、これは俺の本心からの言葉だ。暴走しているわけじゃない。ちゃんと、俺の意思で言っている」

　ゴホン──と一つ咳せき払ばらいをし、あの日言えなかった言葉を現実とした。




「朱と希き原はら伊織さん、俺は、きみのことが好きです。俺と──つきあってくれませんか？」
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『で、その後どうなったんだよ？』

「……前にも増して気まずくなった」

　俺の告白の後、まず伊い織おりが逃亡した。

　俺の本心からの告白を受けた彼女は、逃げる際「あ、うぅ……その、えーと」などと、意味の分からないことを供述した後、「ごめんなさい！」と大声で叫びその場から逃げ出し、その日は帰ってくることはなかった。

　もうあれから一週間になるのに俺の近くには寄らず、俺が近づくと逃げ出す始末である。

　告白しないほうがよかったかな？

『他の二人の友達は？』

「忍しのぶは、なんかわからないけど、不機嫌になって帰った」

　忍のことだから、てっきり「はっはっは、残念だったな」とか言って笑うものだと思っていたのだが、そうはならず。

「伊い織おりと同様、めっちゃ気まずい。こっちはなんか怒ってるみたいなんだけど」

『あー……』

「なんだよ、その『あー……』って？」

『なんでもない。まあ、そのうちたぶんわかる。今回みたいなことになったわけだし、近いうちに態度は変わるんじゃないか？　良くも悪くも』

「なんだよ、気になるな」

　意味深なことを言いやがって。

「もったいぶらずに教えてくれよ」

『それはできない相談だな。それより、最後の一人はどんな感じだ？』

「千ち尋ひろは、うん、まあ、二人よりは全然マシだけど、別方向で気まずいというか」

『別方向？　ちょっとよくわからないんだが』

「なんていうか千尋のやつ、えらく俺に気を遣ってくれるんだよ。伊織と忍しのぶに距離を置かれた俺を気にして、色々話しかけてくれたり、一緒に飯に誘ってくれたりさあ。交友関係が中学時代みたいな感じになりつつあるから、その気遣いがすごく嬉うれしいというか、自分も傷ついているのに申し訳ないと言うか」

『それ申し訳ないと思う必要ないんじゃないかな？』

「そんな状態で他人を気遣える千尋のことが、何だか気になってきているというか……」

『千尋ちゃんの戦略にはまりかけてるぞ、お前』

「千尋を振ったばかりだっていうのに、こんな気持ちになりかけているとか、全く俺ってヤツは！　俺ってヤツはあああぁぁぁっ！」

『落ち着け傑すぐる！　千尋ちゃんの精神面メンタルはおそらくゴリラだ！　気に病む必要は全くないぞ！』

　モッチー曰いわく、千尋の精神面はメスゴリラとのこと。

　魑ち魅み魍もう魎りようがうごめくセレブな社会でゴリゴリに鍛え上げられたのだと、モッチーが失礼な予測を立てる。

『それじゃあ結局──』

「関係修復失敗だよ」

　途中までは上う手まく行っていたのになあ。

　最後の最後で大失敗だ。

　やっぱり言うんじゃなかったかなあ。

「これを機に新しい友達を──って思って、レクをネタに色々話しかけてはいるんだけど、学校中の生徒がなんか警戒してるし」

『女性アレルギーをバラしたわけだからな。バレたくないなら、そりゃ警戒する』

「だよなあ……」

　現状の辛さにため息が漏れた。

「俺、高校でも中学と同じ道をたどるのかな……」

『絶対そんなことにはならないから安心しろ』

「だといいけどな」

　心底そう思いつつ、ため息をもう一つ。

　そのタイミングで玄関のほうから音が聞こえた。

　時刻は夜の七時──。

「あ、悪い。そろそろ出かけるから電話切るわ」

『お？　どこにだ？』

「親父おやじと一緒に飯だよ。ほら、再婚するってこの前言っただろ？」

『ああ』

「今日は家族同士の顔合わせなんだ」

　義母になる人とは、すでに何度か会っている。

　優しそうで芯が強そうな、素敵な女性だと思う。

　見た目も若くて美人だし、一体俺の親父は、どこであんな美人を捕まえてきたのだろうか？

「相手の子とは初めて会うから、ちょっと緊張してる」

　これから家族になるわけだし、仲良くできるといいなあ。

　学校が今あんな状況だから、せめて家では誰かと話したい。

　気を遣うことなく、緩くて楽しい時間をすごしたいものだ。

「それじゃ行ってくる」

『ああ、ファーストコンタクト、上う手まく行くといいな』




「おーい、こっちだ傑すぐる」

　仕事帰りの親父と駅前で待ち合わせて、予約した店に二人で向かった。

　場所は時々二人で利用するようなラーメン屋やファミレス──などでは当然なく、テレビで結構取り上げられている、予約困難な高級レストランだ。

　親父、頑張ったな。たしかここって、メニュー一つで五千円とかしたような……。

　それだけ、今日の顔合わせに気合いを入れているってことだろうな。

　俺もその心意気に応えないと。

「親父、今日顔合わせする子って、どんな感じの子？」

「ものすごく素敵なお嬢さんだぞ。年はたしか──お前と同い年じゃなかったかな？」

「マジで!?」

　てっきり年下だとばかり。

　同い年の女の子と一つ屋根の下か……。

「俺、上手くやっていけるかな？」

「お前の頑張り次第だろう。言っておくけど、変な感情を持つんじゃないぞ？　お前のアレルギーで家庭崩壊とかになったら、たまったもんじゃないからな」

「わかってるって。ちゃんと家族だって思えないうちは、うかつに触らないように気を付けるさ」

「ああ、そうしてくれ」

　そんな短い、だけどものすごく重要な打ち合わせをしているうちに、店の前に到着する。

　ドレスコードの確認後、スタッフに席へと案内されると、すでに誰かが座っていた。

　人数は二名。

　レディスーツ姿の女性と、同い年くらいの女の子だ。背を向けていて顔は見えないが、雰囲気でなんとなくそう感じる。

「こんばんは。待たせてしまったかな？」

「ええ。だけど、待つ時間もそれなりに楽しいものですよ。久々に娘とゆっくり語らえましたし」

　親父おやじが声をかけると、スーツの女性が立ち上がり、俺たちのほうを振り返ってそう返した。

　このスーツ姿の女性が、俺の義母になるナツキさんだ。

　見た目とか、親父と同年代とは思えないほど若いし、性格も優しい。

　ホント、どこでこんな女性を見つけてきたんだろうな？

「お久しぶりです、傑すぐるくん。元気でしたか？」

「うーん、どうですかね？　ははは……」

「あらあら、その様子だと何かあったのかしら？」

「ええ、まあそんなところです」

　俺は苦笑いとともに、そうお茶を濁した。

　二つの家族が一つになるための儀式みたいな日だというのに、重くするわけにはいかない。

　長引けば、いずれ相談することにはなるだろうけど、それは少なくとも今じゃない。

　この再婚は上う手まく行くと、二人に安心してもらわなければならないのだから。

「じゃあ、今日は元気を出すためにたくさん食べてくださいね。美お味いしいものをたくさん食べれば、きっと元気が出るでしょうから」

「はい、それじゃあお言葉に甘えていっぱいいただきます！」

「え……？」

　俺の横で、親父が何か言ったような気がしたけど気にしない。

　ナツキさんの言う通り、美う味まいものを食べれば元気が出るのは自明の理だし、滅めつ多たに来られるような場所じゃない。

　奮発することは計算に入れているだろうし、悪いが腹いっぱい食べさせてもらう。

「ふふ、男の子はそうでなくてはいけません。男性がたくさん食べる姿は、見ていて気持ちのいいものです」

　そう言うと、ナツキさんは背後の席の娘さんに手を置く。

「貴女あなたもそう思いませんか？」

「ええ、そうですね」

　ナツキさんの言葉に相あい槌づちを打った彼女の声は、非常に元気のないものだった。

「あの、娘さんどうかしたんですか？　なんか元気ないみたいですけど？」

「ごめんなさい。この子、最近学校でなにかあったらしくて」

「ああ、なるほど……」

　そういうことなら仕方ないな。

　俺も、メッチャクチャ心当たりあるからな！

「こういう場だというのに、二人とも申し訳ありません」

「大丈夫、俺も息子も気にしていないよ」

「親父おやじの言う通りです。それに俺、彼女の気持ちメッチャクチャよくわかりますから！　ええ！　本当に！」

　俺も絶賛、学校でなにかあっている最中だからな！

　モッチーは時間経過でそのうち変わるとか言ってるけど、全然そう思えなくて不安でいっぱいの毎日だからな！

　やっぱ最後のは言わなきゃよかったとか、毎日寝る前思ってるからな！

「二人がそう言ってくれて嬉うれしいです」

　ナツキさんは胸に手を当て、ほっとしたような顔を見せた。

「優しい家族が増えることになり、私も娘も幸せです」

「いや、優しいなんてそんな……」

「謙遜しなくてもいいんですよ。あなたが良い子なのはわかっています」

　よしよし──と、ナツキさんが俺の頭を撫なでる。

　……よし、大丈夫だ。すごい美人なうえに見た目が若いからどうなるかと思ったけど、直接触れてもなんともない。

　前に何度か会っているからか、それともこの人から感じるお母さんオーラかはわからないが、ちゃんと家族として見れそうだ。

「あなたもそう思いませんか？」

「ええ、まあ、そう思います…………けど」

　けど、なんだろう？

　なんか引っかかる言い方だな。

　それにこの声、よく聞いてみるとどこかで聞いたような気が……。

「けど、何ですか？　普段から物事はハッキリ言いなさいと言っているでしょう？」

「ごめんなさい」

「わかればいいのです。さあ、わかったのなら、いつまでも二人に背を向けていないで、ちゃんと挨拶したらどうですか？」

「わかりました、母さま」

　ナツキさんにそう促され、娘さんが立ち上がった。

　いよいよご対面か……。

　上う手まくやっていけるかな？

　そんな思いを抱きながら、振り返った彼女の顔を見る。

　とてもよく知る顔だった。




「金かねヶが崎さき夏なつ樹きの娘、金ヶ崎千ち尋ひろです」




　そう自己紹介された、俺の時間が止まったのは言うまでもない。

　振った相手で友達で、絶賛微妙な距離の女の子と家族になるとか、どういう運命のイタズラだよ！

　学校だけじゃなくて家でも優しくされたりしたら、もう千尋のこと好きになる可能性が高すぎるわ！

　あんなふうに振ったくせに、好きな人がいるからって振ったくせに、振られたからって揺らぎそうとか、優しくされたから揺らぎそうとか、何でこんなにメンタル弱いんだよ俺！　豆腐か！

　俺と千尋の間にある、微妙な空気に俺たちの親は気づくことなく盛り上がった。

　俺もそれに合わせ、なるべく自然かつ明るく振る舞ったが、当然そんなものはハッタリだ。自然物ではなく人工物だ。心から盛り上がってはいない……っていうかそんなことできるわけない。

[image: ]

　当然、味なんてわからなかった。




　果たして俺は、千ち尋ひろと元のような関係に戻れるのだろうか？

　っていうか、伊い織おりや忍しのぶとも仲直りはできるのだろうか？

　中学時代と同じ道を、回避することができるのだろうか？

　ああ、男ばかりだと思っていた、戻らないあの日々が懐かしいぜ。




　まったく──男子校は最高だったなあ（涙）！


〈完〉
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あとがき






　前作からの読者様、お久しぶりです。今作からの読者様、初めまして。

　今年のＫＡＤＯＫＡＷＡ新年会で、絡んでくれた先輩後輩同期の作家先生方に自分の趣味を押し付け、沼に引きずり込むのを狙った男こと塀へい流ながれ通とお留るです。

　このあとがきを書いている前日にも、著者校を終えた原稿を手渡ししに行ったついでに、三代目担当編集であるＫ副編集長にも、いかにアレが素晴らしいかを語らせていただきました。ゲームをあまりしない方なので、沼に引きずり込みやすいんじゃないかな？

　ここまで言えば、アレが何だかもうお分かりですね？

　本編内容に「ボーイッシュ美少女ってすげえイイよね！」「巨乳ショートもっと流は行やれ！」「男装女子のエモさは異常！」というメッセージをこれでもかと込めている中でさりげなく語られたアレです……そう、ＸＢＯＸです。

　ＸＢＯＸ３６０で箱の良さに目覚めた私は、かつて買った初代ＸＢＯＸを引っ張り出して遊び、そして去年の暮れにめっちゃ好きだったメーカーさんが出す新作ゲームのためだけにＸＢＯＸＯＮＥを買いました。（ちなみにそのゲームは専売）

　いいですよ……ＸＢＯＸＯＮＥ。すげえ回線早くて。モー〇ルコンバットＸＬとかで回線２の人と遊んでも全くラグを感じないレベルだし、ジェイ〇ンをアメリカやヨーロッパの人と遊んでもほぼラグを感じないので普通に遊べるし。（全部海外ゲーじゃねーか）

　その上、今年の年末に某社は新型ＸＢＯＸ──ＸＢＯＸスカーレットを発売すると発表してくれました。次世代のＸＢＯＸは下位互換にも強い意欲を示しており、ＸＢＯＸＯＮＥのゲームがそのまま遊べるのは勿論のこと、初代や３６０のゲームも引き続き互換対応を行っていくとのことです。実に素晴らしい神対応だと思います。

　私はＸＢＯＸ３６０のゲームはパッケージだけでも１５０本以上所持しているため、いつかこれらすべてのゲームが対応してくれることを期待しています。

　惜しむらくは、国内のＸＢＯＸ市場が冷え切ってしまっていることですね……。海外では私の大好きなＸＢＯＸＯＮＥのソフトがパッケージでガンガン出ているにもかかわらず、日本ではダウンロードでしか手に入らない状況が多々あるだけでなく、そもそも日本で販売はしないということもあるので……とても、とても悲しい。

　ダウンロード販売がメーカー側やユーザー側にとってメリットがとても大きなことは理解しています。

　しかし、しかし私は、私はっ……パッケージを本棚みたいに並べたい派なんですよ！

　自分の好きなゲームに囲まれて、パッケージを眺めてニヤニヤしながら、コーヒー片手に優雅にプレイしたい派なんですよ！

　ＸＢＯＸＯＮＥのパッケージ販売もっと広がれ！──この精神で新年会の二次＆三次会で先輩作家であるＳ先生とＫ先生に熱くＸＢＯＸの魅力を説かせていただいた結果──先生方はその場でスチーム版をポチり、後輩作家のＫ先生と先輩作家のＳ先生とＭ先生に、ジェイ〇ンに興味を持っていただけるようになりました。

　やはり愛は偉大ですね。愛はすべてを解決します。愛があれば何でもできまる。

　そう、愛があれば……主人公以外全員男装女子というラブコメも編集会議に通すことができるのです！

　本編、著者プロフィール、そしてこのあとがきと、本当に好きなものしか今回書いていないので、仕事をしている最中はとても幸せでした。

　この幸せが少しでも読者の皆様に伝われば幸いです。




　それでは、ページも残り少なくなってきたのでそろそろ謝辞を。

　イラストレーターのねぶそく様、前作に引き続き今回もタッグを組めてとても嬉うれしいです。「たぶんすっごいこだわるよ!?　俺、ボーイッシュ美少女大好きだから！」という宣戦布告をものともせず「ふっ、それがどうした」と、男らしく引き受けていただいきありがとうございました。今後ともよろしくお願いします。（対応は一部脚色されています）

　担当のＫ副編集長様、今回こだわりぬいたせいで、原稿を一か月遅らせてしまって申し訳ありません。いや、遅れたのは遊んでいたからじゃないんですよ？　そのことは添付した合計約２３０ページの自主ボツ原稿からも汲み取っていただけると信じています。

　ヒロインたちがどういう子なのかは理解できましたので、次回からはこういうことはないかと。安心して次回以降はお待ちください。基本締め切りは絶対守るタイプなので！　なので！（必死アピール）

　そして本作品を出版するにあたって、色々とアドバイスをしてくれた方々。

　特に先輩作家のＭ先生とＨ先生は本当にお世話になりました。感謝の念に堪えません。

　いつかこの恩を絶対返させていただきますので、どうかその時をお待ちください。今は無理だけど、そのうち、絶対に……。

　最後にこの本を読んでくれた読者の皆様。表紙から著者プロフィールから、あとがきに至るまで自分の「好き！」につき合っていただきありがとうございました。

　この本があなた様の中で、何かが目覚めるきっかけになってくれることを作者として願っています。

　もしも続刊が出た場合、また付き合っていただければ幸いです。

　それでは、好き勝手ができる本作品が、まだまだ続くことを願って。


塀へい流ながれ通とお留る







電子書籍特典　書き下ろし短編

『金ヶ崎千尋の章　～女子的葛藤　『妥協』か『プライド』か～』





「うっ、のぼせたかも……」

　長時間のお風呂でフラフラになった身体でベッドに飛び込んだ。

「頭がボーッとするし、視界がぐるぐる回ってるよぉ……でも、夢じゃないんだよね？」

　枕を手に取り、その中に顔を思いっきり押し付け──思いっきり深呼吸。さっき使ったばかりのシャンプーの香りが、ボクの肺を満たし、ここが現実だと主張する。

「ふふ、ふふふふふふふふふっ！」

　あ、ダメだ。夢じゃないって確信したら笑いが抑えきれない！　声漏れちゃう！　ゴロゴロ転がっちゃう！　嬉しすぎて止まらないよぉ！

「ふわああぁぁっ！　ふわああああぁぁぁぁぁっ！　（ドンッ！）痛ぁい！」

　夢中で転がり続けていたボクは、ベッドから転げ落ちてようやく止まった。

　落ちた衝撃で痛みが走るも、その痛みがより現実を主張し、思わずニヤけてしまう。

　痛いのに笑うなんてマゾかとツッコまれるかもしれないけど、ボクはマゾじゃ……うん、ドＭじゃないけどマゾ寄りかもしれない。強引に迫られたいタイプだし。

「あーっ！　もうっ、嬉しいっ！　勇気を出してよかったーっ！」

　言葉の通りボクは今日、勇気を出して告白した結果、好きな人と結ばれることができたのです。あ、結ばれたと言ってもエッチはまだです。ボクたちはプラトニックな関係ですので誤解なきように。そしてＰＴＡとかに言わないように。

「それにしても傑って、結構強引なんだなあ。『俺のものになれ』だなんて。あんな目でそんなこと言われたら、もう『はい♪』って言うしか……言う、しか──」

　幸せの瞬間をリピートしていると、ふとボクの頭に疑問が浮かんだ。

「……傑、あんなこと言うタイプだっけ？」

　ボクの知っている好きな人は、優しい人ではあるけれど、少なくともそういった感じには思えない。冷静にそのことを考えてみる。やっぱりちょっとおかしいと思う。

「もしかして、流れ？」

　ありえない話じゃない。結構流されやすそうなタイプだし、告白の雰囲気に流されて、反射的にそう言ってしまったのかもしれない。

　うーん、これは由々しき事態。告白を受け入れられて嬉しいけど、その相手はボクのことを恋愛的な意味で好きではない可能性がある。

　好きでもないのにつき合おうというのは、これは女子的に結構ショックだ。

　やはり好きな人とは、ちゃんと好きになってほしいし、そうなってからつき合いたい。

「どうするべきだろう？　目をそらす？　フェアじゃないから解消して、その上で好きになってもらう？」

　つきあうべきか、リセットすべきか、女の理想と妥協を賭けたこの命題に答えを出すため、ボクは数日の間悩み続けることとなった。


















この男子校には俺以外女子しかいない




【電子特典付き】








塀流通留





ＭＦ文庫Ｊ





2020年2月25日　発行





ver.001





©Toru Heinagare 2020





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ『この男子校には俺以外女子しかいない』

2020年2月25日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/kuchie-004.jpg
HOR—1K\WESWV’
oI VIR D NS R—°

[[+2303D 4D #6 1o 3 5 0 $U IR M 10D
SCIR VR DD\ WD
308 R K AU IR0 IR R 1o N0 © 6.2

I - o ———
D I SIS O N BR S Nobiz A i D 6 o





item/image/kuchie-005.jpg
vy
" ~oog-o ——M e ——

BRI RPRBRPELSCSIHNpESES ———————————————————————————— e orw
H Wi BRROSETUREORSH5C0NRe ————— cow
z #1148 SOROHIPUVEM SOV ———— ... oo
w HREM e ShRULOHWERGDSHE —————————————————————————— oo <
= HREEE BN ONOMVES ISR O i —M e -
z S RPNV SINNAX ROEEM D8, —————————————————————— e PN
o B E KEEReH) ———— e i~
d e E oKSEROR) — ... 00
HRAOHE HEEF B KEEIOHOUB IR/, ————————————————————————————————eeeeee ~om
=< DSvOS R —HiEPCECH OB —— —————————————— oo aN®
RN BRI —4083 ... N o






item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg
SYULRRET L AET
BUBIBLYS v OKSY

KES>TL 3,
ZDLMEICEBEL TV S,

KETHZERRTE LY






item/image/kuchie-001.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p059.jpg





item/image/p270.jpg





item/image/p109.jpg





item/image/p141.jpg





item/image/p185.jpg





item/image/p223.jpg





item/image/p023.jpg





item/image/p281.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		CONTENTS



		プロローグ



		第一話　男子校は男子校なので女子はいない



		第二話　男子校は本当に男子しかいないのだろうか？



		第三話　いつから共学だと勘違いしていた？



		第四話　恋する女の子はヒトの話を聞かないよな



		第五話　恋する女の子って思い込みが激しいよな



		第六話　男子校でのラブコメは危険極まりない



		幕間　決戦前夜（伊織）



		幕間　決戦前夜（千尋）



		第七話　世の中は大体思うようにはいかない



		第八話　しく○り先生　～中学時代の俺のようにはなるな！～



		第九話　男子校でも青春はできる



		エピローグ



		電子書籍特典　書き下ろし短編『金ヶ崎千尋の章　～女子的葛藤　『妥協』か『プライド』か～』



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/allcover-001.jpg
REE

Aowtin- £53

HIOEMFXBISA M/ NILFARTBERESR.
AEBEROFELBDE, INTHNEFHAFLT
WTEWEOT, CTEBHEHEOEBDAFETL
REEFEUR.

TNBROKIFEIS— L. XBOXONETT,
AAEBDNESE. FEFHOFFERLEBVEL.
Twitter: @Heinagare T

i,
T4y o FtrznstyEizien] HEEA T

RFHTHFOUVEVEC TS HEFER U OB
BB, DELLS (S ITHEERLTLEORTET
FADRRRFRE RN RELFIEEADOF, TET
SEPRFRINE U OSRGOS, K
PED5F. EBLEI—ADRATHSE 7 BTHRTE
RHEL AN pins FRORTENMAUL LIS, $ROREETHOTLES | |
(32 R 3 ¥ < b [BoTBLIE, SEOPROER. BUNRREOTRS?] (5221552

R I T A FUFU TSRO RUORS, FENGSERELTET—?
FREEXONT<HRD, FFROBHSTIAR b=~ |

HERNA SRR —5—BiiEE
pixiviD:14785226

v
ve

KONO DANSHI-KOU
NIHA ORE I1GAI

JOSHI SHIKA INAL

PI—ATRR BIEC BT/ AFTERGLOW





item/image/midashi09.jpg
KONO DANSHI-KOU
NIHA ORE IGAI
JOSHI SHIKA INAI

M





item/image/midashi13.jpg
in»>oM o1

KONO DANSHI-KOU
NIHA ORE I1GAI
JOSHI SHIKA INAI





item/image/midashi12.jpg
KONO DANSHI-KOU
NIHA ORE I1GAI
JOSHI SHIKA INAI

M





item/image/midashi11.jpg
A

k=OAc—

HE

~e—ot NGt L T 9-%r 9 5 S R REE

KONO DANSHI-KOU
NIHA ORE I1GAI
JOSHI SHIKA INAI

M





item/image/midashi10.jpg
NS R iU U el

KONO DANSHI-KOU
NIHA ORE I1GAI
JOSHI SHIKA INAI

M





item/image/p093.jpg





item/image/kugiri.png
i = G





item/image/midashi08.jpg
KONO DANSHI-KOU
NIHA ORE I1GAI
JOSHI SHIKA INAI

M‘





item/image/midashi07.jpg
A

SR

S et SR ARG ¥ U N 4S5

KONO DANSHI-KOU
NIHA ORE I1GAI
JOSHI SHIKA INAI

"





item/image/midashi06.jpg
KONO DANSHI-KOU
NIHA ORE I1GAI
JOSHI SHIKA INAI

M‘





item/image/midashi05.jpg
KONO DANSHI-KOU
NIHA ORE I1GAI
JOSHI SHIKA INAI

"





item/image/midashi04.jpg
Ot S NS e tREET IS

KONO DANSHI-KOU
NIHA ORE I1GAI
JOSHI SHIKA INAI

"





item/image/midashi03.jpg
VT O-NTF O T oS T NIBT UEH gy NIE

KONO DANSHI-KOU
NIHA ORE I1GAI
JOSHI SHIKA INAI

"





item/image/titlepage.jpg
CDETRICIE
@R ZFLHWVEL

YR

\

MFXEB)





item/image/midashi02.jpg
SatS NS et NI

KONO DANSHI-KOU
NIHA ORE I1GAI
JOSHI SHIKA INAI

M





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/midashi01.jpg
i n>o®oOo1T0Udd

KONO DANSHI-KOU
NIHA ORE I1GAI
JOSHI SHIKA INAI





item/image/p283.jpg
@@mﬁv_%.@
v





item/image/gaiji-0001.png





item/image/p045.jpg





